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1. SIOS DataKeeper for Windows
SIOS DataKeeper Standard Edition の情報リソの情報リソーースス

SIOS Technology Corp. は、SIOS DataKeeper Standard Edition のサポートされているすべてのバージョ
ンのドキュメントを維持・管理しています。
私たちは、お客様からの提案やフィードバックを継続的なドキュメントの改善に役立てたいと考えていま
す。ぜひ簡単なドキュメントフィードバック調査にご協力ください。
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2. DataKeeper クイックスタクイックスターートガイドトガイド
このトピックでは、DataKeeper Standard Edition のインストールと設定の手順を段階的に説明します。一
連の手順には、各手順を詳細に説明したドキュメントへのリンクが含まれます。

前提前提条条件とインスト件とインストーールル
1. 最新情報については、SIOS Protection Suite for Windows リリースノート を参照してください。
2. ファイアウォール設定 : ファイアウォールで開く必要があるポートを確認してください。
3. ネットワーク帯域 : WAN 間で複製する場合は、十分な帯域を確保して変更の割合 分析を行うことが
重要です。

4. DataKeeper はブロックレベルのボリュームレプリケーションソリューションであり、各サーバは、
(システムドライブ以外に) サイズが同じ追加ボリュームを持つ必要があります。ストレージ要件の
詳細については、ボリュームの考慮事項 を参照してください。

5. DataKeeper の仕組みと、同期レプリケーションと非同期レプリケーションの違いについては、レプ
リケーションについて セクションを参照してください。

6. インストール/アップグレード時に、DataKeeper サービスの起動に使用するユーザアカウントの選
択と設定を求められます。各サーバでドメインアカウントを使用することをお勧めします (同じパス
ワードを持つ同一アカウント)。このアカウントは、各サーバのローカル管理者グループに追加する
必要があります。 各サ各サーーババ で以下の操作を実行します。

a. [ロローーカルユカルユーーザとグルザとグルーープの編集プの編集] を選択します。

b. [グルグルーーププ] 、 [管理者管理者] の順に選択します。

c. 使用する DK ササーービスアカウントビスアカウント をこの管理者グループに追加します。

これらのアカウントの詳細については、以下のトピックを参照してください。

DataKeeper サービスログオン ID とパスワードの選択

サーバログインアカウントおよびパスワードはクラスタの各サーバで同一である必要がある

7. ネットワークアダプタを設定 します。
8. セクタサイズ と GUI の要件、プラットフォーム、およびブラウザ を参照してください。
9. イベントログを必要に応じて上書きするように 設定します。

10. Distributed Link Tracking Client ササーービスビス を無効にし、起動ポリシーを 手動手動 に設定します。
11. 高速ストレージを使用する場合は、高速ストレージのベストプラクティス を参照してください。

構成構成
1. データ保護の要件に適合するレプリケーション方式を選択します。可能な構成オプションを以下の
リンクに示します。
ディスクからディスク
1 対 1
1 対多 (マルチターゲット)
多対 1

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 6 / 310

http://docs.us.sios.com/sps-working/8.7.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes
http://docs.us.sios.com/sps-working/8.7.1/ja/topic/sios-protection-suite-for-windows-release-notes


2. DataKeeper UI を使用してジョブを作成します 。ジョブ作成プロセスでは、1 つ目のミラーも追加
します。

3. 追加のミラーが必要な場合は、ジョブにミラーを追加する ことができます。

4. 1 対多 のレプリケーション方式を作成する場合は、複数ターゲットとのミラーの作成 を参照してく
ださい。

注記注記: 「ミラー」は、ソースボリューム、ターゲットボリューム、ソース IP、およびターゲット IP から構成
されます。「ジョブ 」は、1 つ以上の関連する「ミラー」から構成されます。例えば、データ用の E:\ ボリュ
ームとログファイル用の F:\ ボリュームで構成されるデータベースを複製する場合、E:\ ボリュームと F:\
ボリュームを同じ「ジョブ」に配置します。ただし、G:\、H:\、I:\ の各ボリュームに 1 つずつ、3 つの VM
がある場合は、VM 自体は互いに関連していないので、個別のジョブを 3 つ作成します。一般的に、ミラ
ーをグループとして移動する必要がある場合には、常に同じジョブにまとめます。

管理管理

一般的な管理機能を以下に示します。

ミラーのスイッチオーバ

ミラーの管理

一時停止およびロック解除

再開/ロック

中断

再同期

ミラーの削除

ミラープロパティ

既存のミラーの圧縮レベルの変更

DataKeeper ボリュームのサイズ変更

よくある質問. も参照してください。

詳細については、DataKeeper for Windows テクニカルドキュメンテーション. セクションを参照してくだ
さい。

Hyper-V 仮仮想マシンの複製想マシンの複製

DataKeeper を使用して非クラスタ環境で Hyper-V VHD ファイルを複製する場合、これらの複製 VHD フ
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ァイルに基づいた仮想マシンにアクセスし、準備する方法を理解する必要があります。Hyper-V 仮想マシ
ンのディザスタリカバリを行う の手順に従ってください。

トラブルシュトラブルシューーティングティング

以下のリソースはトラブルシューティングに役立ちます。

• トラブルシューティング セクション

• サポート契約を結んだお客様向け: support.us.sios.com/aspx/SupportHome

• 評価版を使用しているお客様のみ - Pre-sales support
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3. DataKeeper for Windows テクニカルドキュテクニカルドキュ
メンテメンテーーションション
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3.1.はじめにはじめに

SIOS DataKeeper のの概概要要
SIOS DataKeeper は、最適化されたホストベースのレプリケーションソリューションとして、ソースサー
バから 1 台以上のターゲットサーバにネットワーク経由で可能な限り高速かつ効率的にデータを複製しま
す。

機能機能

機能のいくつかを以下に示します。

• ブロックレベルでの同期または非同期のボリュームレプリケーション。
• 組み込みの WAN 最適化機能により、WAN アクセラレータを使用せずに、高速ネットワークと待機
時間の長いネットワークの接続をフルに活用できます。

• 圧縮アルゴリズムで帯域を有効活用することができます。
• 直感的な MMC 3.0 の GUI を使用することができます。
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3.1.1.ユユーーザインタザインターーフェフェーースス

SIOS DataKeeper ユユーーザインタザインターーフェフェーースス

SIOS DataKeeper のユーザインターフェースは標準の MMC スナップインを使用しています。

• 左側のペインには、コンソールツリーが表示されます。ここには [ジョブジョブ] および [レポレポーートト] が表示
されます。現在、2 つのレポート ([ジョブジョブ概概要要] および [ササーーババ概概要要] ) が使用できます。 ジョブジョブ概概要要
レポートは、接続しているサーバ上のすべてのジョブの概要を示しています。 ササーーババ概概要要 レポート
は、接続しているサーバ上のすべてのミラーの概要を示しています。

• 中間のペインは [概概要要] ビューです。ここには、選択した項目についての情報が表示されます。

• 右側の列は [操作操作] ビューです。このペインは [表示表示] メニューから起動した場合に表示されます。こ
のペインから使用可能なオプションは [操作操作] メニューからも同じく使用可能です。このペインは 2
つのセクションに分かれています。上部セクションの [操作操作] は、ジョブおよびジョブ内の各ミラー
に適用されます。下部セクションの [操作操作] は、選択したミラーにのみ適用されます。

• メインウィンドウの下部に 3 つのタブが表示されます。 、、[ソソーースサスサーーババ] 、および [タターーゲットサゲットサ
ーーババ] です。これらのタブには、選択されたミラーの情報が表示されます。
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• アイコンがミラーの状態を示します。Failover Cluster UI のアイコンや状態よりも多くの情報が得ら
れます。
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3.1.2. DataKeeper コンポコンポーーネントネント
SIOS DataKeeper for Windows は以下のコンポーネントから構成されています。

• DataKeeper ドライバドライバーー(ExtMirr.sys) - DataKeeper ドライバーはカーネルモードドライバーであ
り、ミラーエンドポイント間のすべてのミラー処理を行います。

• DataKeeper ササーービスビス (ExtMirrSvc.exe) - DataKeeper サービスは、DataKeeper GUI とコマンドラ
インインターフェースを DataKeeper ドライバーとリンクします。ミラーを操作するコマンドはす
べて、DataKeeper サービスを通して DataKeeper ドライバーに中継されます。

• DataKeeper ササーービスログオンビスログオン ID とパスワとパスワーードの選ドの選択択 - DataKeeper サービスログオン ID とパスワ
ードを選択 すると、サービスの起動に使用するアカウントの種類を選択できます。管理者権限を持
つドメインアカウント ID またはサーバアカウント ID を使用すると、ネットワーク障害が発生した
場合の障害回復を強化することができます。

• コマンドラインインタコマンドラインインターーフェフェーースス (EMCMD.exe) - DataKeeper の操作に使用できる EMCMD コマン
ドオプション が揃っています。

• DataKeeper GUI (Datakeeper.msc) - DataKeeper GUI は MMC 3.0 (Microsoft 管理コンソール) ベ
ースのユーザインターフェースであり、ミラー処理をコントロールしたり、ミラーの状態を取得した
りすることができます。

• パッケパッケーージファイル、ジファイル、LifeKeeper for Windows のスクリプト、ヘルプファイルなどのスクリプト、ヘルプファイルなど

次の図は、DataKeeper コンポーネントが NTFS ファイルシステムや各コンポーネント間のインターフェ
ースとなり、データーレプリケーションを実行する仕組みを示したものです。

重要重要: DataKeeper サービスを停止してもミラーリングは停止しません。ミラーリングを中
断するには、ミラーの一時停止、中断、または削除のコマンドをドライバーに送信するし
かありません。
*
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3.1.2.1. DataKeeper ササーービスログオンビスログオン ID とパとパ
スワスワーードの選ドの選択択
新規の DataKeeper インストール設定時に、ユーザは DataKeeper サービスログオン ID とパスワードの入
力を求められます。

DataKeeper サービスは、認証された接続を使用してボリュームのスイッチオーバを実行し、複数のサーバ
間でミラーロールを変更します。DataKeeper サービスを実行するために選択されたログオン ID アカウン
トに応じて、サーバ間の接続を確立してボリュームスイッチオーバを実行するために使用できる権限が決
まります (特に、サーバまたはネットワークの障害が発生した場合)。

以下のように、数種類のサービスログオン ID アカウントを使用できます。

• ドメイン内の接続されたすべてのサーバで有効な、管理者権限を持つ ドメインアカウントドメインアカウント (推奨)

• 接続されたすべてのサーバで有効な、管理者権限を持つ ササーーバアカウントバアカウント

• ロローーカルシステムアカウントカルシステムアカウント (推奨しない)

注記注記: ワークグループの場合は、各システム上で DataKeeper の サービスアカウントとして ササーーババ
アカウントアカウント オプションおよびサーバ名 / 管理者を使用してください。 すべてのサすべてのサーーバに同一のバに同一の ロロ
グオングオン ID およびおよび パスワパスワーードを使用する必要がありますドを使用する必要があります (関連する既知の問題 を参照)。

注記注記: 使用するドメインアカウントまたはサーバアカウントは、ローカルシステム管理者グループに追加す
る必要があります。アカウントには、DataKeeper がインストールされているサーバの管理者権限が備わ
っている必要があります。

Active Directory によるネットワーク接続が失われた場合、ローカルシステムアカウントはドメイン内で正
常に認証できないことに注意してください。その場合、ローカルシステムアカウントではサーバ間の接続
を確立できず、ネットワーク経由の DataKeeper ボリュームのスイッチオーバコマンドは拒否されます。
ネットワーク障害などの障害回復時にフォールトトレランスを要求される IT 部門では、ローカルシステム
アカウントを使用しないでください。

DataKeeper のインストール – サービスログオン ID タイプの選択
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上の画面でドメインアカウントまたはサーバアカウントを選択した場合は、DataKeeper サービスログオ
ン ID とパスワードの入力フォームが表示され、情報を入力できます。

より信頼性の高いスイッチオーバーとフェールオーバーのための、LifeKeeperとDataKeeperのサービスア
カウント同期機能の提供をします。
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LifeKeeper Serviceのログオン

すでにサービスログオン ID とパスワードを使用して DataKeeper サービスを設定している場合、サービス
ID とパスワードの選択ダイアログは表示されません。ただし、管理者は、Windows サービスアプレット
を使用して、DataKeeper サービスログオン ID とパスワードをいつでも変更できます。ログオン ID やパ
スワードを変更した後は、必ず DataKeeper サービスを再起動してください。
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次の表はそれらの要件について概説しています。

環境環境 DataKeeper ササーービスの要件ビスの要件 DataKeeper UI の要件の要件

同じドメイン

または

信頼されたドメイ
ン環境

• 同じアカウントを持つすべての
システムで、同じ認証情報を使
用して DK サービスを起動して
ください。

• default = Local System Account
を使用することが許可されてい
ます。

• ドメイン管理者でログインし、DK
GUI を起動してください。

• 「run as」管理オプションを使用して
DK GUI を起動してください。

ドメインサーバと
ワークグループサ
ーバが混在した環
境

または

個々のドメインサ

• 各システムで同じアカウント名
およびパスワードにてローカル
アカウントを作成してくださ
い。

• このローカルアカウントを
Administrator グループに追加し
てください。

• DK サービスを起動するために作成
したローカルアカウントを使用して
ログインしてください。

• DK GUI を起動してください。

すべてのサすべてのサーーバに同一のバに同一の ログオンログオン
ID およびおよび パスワパスワーードを使用する必ドを使用する必
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ーバ
• すべてのシステムで、ローカル
アカウントを使用して DK サー
ビスを起動してください。

要があります要があります (関連する既知の問題
を参照)。
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3.1.3.レプリケレプリケーーションについてションについて

SIOS DataKeeper の動作についての動作について

DataKeeper は、あるシステム (ソース) 上のボリュームを別のシステム (ターゲット) 上の別のボリューム
にネットワーク経由でミラーリングする機能を提供します。ミラーを作成すると、最初にソースボリュー
ム上のすべてのデータがターゲットボリュームに複製され、上書きされます。このボリュームの初期同期
(データの完全再同期とも呼ばれる) が完了すると、ターゲットボリュームはサイズとデータの中身に関し
てソースボリュームの厳密な複製となります。ミラーが確立されると、ソースボリュームに対するすべて
の書き込みが DataKeeper によって割り込まれ、そのデータがネットワーク経由でターゲットボリューム
に複製されます。

レプリケーションは、以下のどちらかの方法によってブロックレベルで実行されます。

• 同期レプリケーション

• 非同期レプリケーション

通常、WANでは非同期ミラーリング、LANでは同期ミラーリングを推奨します。
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3.1.3.1. SIOS DataKeeper インテントログインテントログ
SIOS DataKeeper は、インテントログ (ビットマップファイルとも呼ばれる) を使用して、ソースボリュ
ームに対する変更や、ターゲットがロック解除中に行われたターゲットボリュームに対する変更を追跡し
ます。インテントログには、両サーバにコミットされる前の書き込み要求が永続的に記録されます。

インテントログを使用することで、SIOS DataKeeper は、システム復旧後にミラーの完全再同期をするこ
となく、ソースまたはターゲットシステムの障害または再起動から復旧することが可能です。

ボリュームへの書き込みはインテントログファイルにも反映される必要があるため、多少のパフォーマン
スオーバーヘッドが発生します。この影響を最小限に抑えるために、大量の読み取りまたは書き込み処理
に使用されていない物理ディスクにインテントログを格納することをお勧めします。詳細については イン
テントログの再配置 を参照してください。

DataKeeper ビットマップのファイルサイズの計算ビットマップのファイルサイズの計算

• ブロックごとに1ビット（各ブロックは 64KB）

• 1ビットは64KBのボリュームスペースを表します

例：例： ボリュームが 640GB の場合、ビットマップは1,310,720バイトです。

640 × 1073741824 / 65536 / 8

計算すると、ビットマップは1,310,720バイトになります。

非共有ボリュ非共有ボリューームム

デフォルトでは、インテントログの機能は有効になっており、インテントログファイルは、SIOS
DataKeeper がインストールされるディレクトリ下の「Bitmaps」というサブディレクトリに保存されます。

デフォルト以外のディレクトリにインテントログを作成する場合は、BitmapBaseDir レジストリエントリ
を SIOS DataKeeper がファイルを作成するディレクトリに設定してください。詳細については「 インテン
トログの再配置 」を参照してください。

インテントログの機能を無効にする場合は、現時点での全てのおよび潜在的にミラーのエンドポイントと
なるサーバ上で BitmapBaseDir レジストリエントリをクリア (空欄に設定) してください。 インテントロインテントロ
グの機能を無グの機能を無効効にするには、それらの各システムで設定が反映されるように再起動する必要があります。にするには、それらの各システムで設定が反映されるように再起動する必要があります。
この機能が無効になっている場合は、ソースシステムの障害時に完全再同期が必要になります。

共有ボリュ共有ボリューームム

共有ボリュームを複製しているとき、インテントログは、複製されたボリューム上の
「ReplicationBitmaps」というサブディレクトリに保存されます。この設定はデータの完全再同期を実行す
ることなく、共有ボリュームを使用する他のソースサーバへのスイッチオーバを可能にするために必要で
す。

SIOS は、インテントログをデフォルトの場所から移動させることを推奨していません。
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設定に設定に関関する注意点する注意点

BitmapBaseDir のレジストリエントリを設定する場合、指定したフォルダとドライブレターが存在してい
ることを確認してください。ドライブレターが存在しないまま設定すると、システム起動時に以下のエラ
ーメッセージが表示されます。

グローバルビットマップボリューム {ドライブレター}: はまだ検出されていません。このボリュームが
存在しない場合、ミラーソーススレッドがハングすることがあります。BitmapBaseDir レジストリエン
トリが、ビットマップ格納用の正しいボリュームを指定していることを確認してください。
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3.1.3.2.インテントログの再配置インテントログの再配置
インテントログ (ビットマップファイル) を再配置するには、関連するすべてのサーバ上で以下を実施して
ください。

1. DataKeeper ミラーが複数ある場合、単一システムにすべてのミラーを移動し、すべてのミラーのソ
ースにしてください。

2. すべてのシステムで、ビットマップファイル ( R:\Bitmaps )の新しい場所のディレクトリを作成して
ください。 重要重要: ビットマップファイルをデフォルトの場所 ( %EXTMIRRBASE%\Bitmaps ) から
移動する場合は、新しいディレクトリを作成してからレジストリで位置を変更し、システムを再起
動する必要があります。

3. ミラーのソースシステム以外のすべてのシステムで、新しい場所を表すようにレジストリ値
BitmapBaseDir を修正してください。ターゲットおよびミラーのソースとボリュームを共有してい
るシステムもしくはターゲットとボリュームを共有しているシステムが含まれます。

regedit でレジストリを編集してください。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters

「 BitmapBaseDir 」パラメータを修正し、新しい場所 ( R:\Bitmaps ) に変更してください。

4. ターゲット側の各システムを再起動してください。ボリュームが Windows クラスタの一部の場合
は、同時に多数のノードをシャットダウンしないでください。クラスタクォーラムを失い、残りの
クラスタ上のノードがシャットダウンすることがあります。

5. ソースシステム上のボリュームを別のシステム (ターゲットもしくは共有ソース) へスイッチオーバ
してください。以前ソースであったシステムで手順 2 ～ 3 を繰り返し実行してください。

6. 旧ソースシステムを再起動した後、すべてのボリュームリソースはシステムにスイッチバックする
ことが可能です。

注記注記: ミラーはミラーリングの状態のままにしてください。一時停止し、ビットマップフ
ァイルを移動させないでください。*
注記注記: DataKeeper は NTFS ファイルシステム上のビットマップのみサポートします。ビ
ットマップファイルが別のファイルシステム上にある場合、DataKeeper はそれを認識す
ることができません。
*

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 23 / 310



3.1.3.3. SIOS DataKeeper の再同期の再同期
SIOS DataKeeper は、ビットマップファイル (インテントログ ) を使用して再同期を行います。割り当て
たメモリを使用して、「ダーティ」または「クリーン」をブロックで把握しています。完全再同期が開始する
ときに、ファイルシステムが使用している各ブロックのビットが SIOS DataKeeper によって 1 (「ダーテ
ィ」) に初期化されます。これで、ターゲットシステムに送信する必要があることが示されます。完全再同
期はミラーの初期作成時、またはミラーが中断された後の再同期中に発生します。続いて、ビットマップ
の先頭から処理を開始し、ビットが 1 (ダーティ) に設定されている最初のブロックを検出し、ローカルハ
ードディスクから対応するブロックを読み取って、リモートシステムへ送信します。この処理が完了する
と、ブロックを 0 (「クリーン」) に設定します。その後、SIOS DataKeeper は、次のダーティビットを検知
し、このプロセスを繰り返します。

再同期中に新しい書き込みが発生すると、対応するブロックは 1 (ダーティ) に設定されます。

再同期処理が最後のビットマップに達すると、ダーティビットが残っていないかどうかを確認します。こ
の確認は、ダーティになると 1 加算され、クリーンになると 1 減算されるカウンタを使用して行われま
す。ダーティブロックが残っている場合、ポインタをビットマップの先頭にリセットして処理を再開し、
ダーティブロックだけをリモートシステムに送信します。

このプロセスは、すべてのブロックがクリーンになるまで複数のパスで実行されます。このプロセスが完
了するとミラーの状態が 再同期再同期 から ミラミラーーリングリング に変わり、この時点ですべての書き込みがミラーリン
グされたことになります (この時点でビットマップも不要になります)。

再同期処理の進行状況は、パフォーマンスモニタで再同期制御カウンタを表示して確認できます。

この再同期処理と同じ仕組みが、ミラーの再開および一時停止処理にも使用されています。

ミラミラーーの初期作成の初期作成

ミラーが作成されると、DataKeeper はソースボリュームからターゲットボリュームに対してデータの初期
同期 を実行する必要があります。これは完全再同期とも呼ばれます。ただし、データの初期同期が開始さ
れる前に DataKeeper はまず、ソースボリューム上で現在使用されていない領域のすべてのブロックを初
期同期から除外する「 空き領域の除外空き領域の除外 」と呼ばれる処理を実行します。除外したブロックは、ターゲットボ
リュームで複製する必要がありません。

例例: 空き領域の除外空き領域の除外

ソースボリュームの容量 80 GB

ソースボリュームの空き容量 35 GB

ミラーの初期作成時にソースボリュームからターゲットボリュームへ再同期されるデータ量 55 GB

ミラーが一時停止およびロック解除されたときにDK GUI を介してターゲットシステムを
リブート / シャットダウンする場合は、完全再同期が発生します。このケースにおいて完
全再同期を回避するには、ターゲットシステムの再起動またはシャットダウンの前に「ミ
ラーの再開およびロック 」を実行してください。

!
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3.1.3.4.同期および非同期ミラ同期および非同期ミラーーリングリング
SIOS DataKeeper は、非同期および同期ミラーリング両方の方式を採用しています。SIOS DataKeeper
を正しく動作させるためには同期および非同期ミラーリングの長所と短所を理解することが必要です。

同期ミラ同期ミラーーリングリング

同期ミラーリングでは、書き込みごとに割り込んでソースシステム上のストレージに書き込まれると同時
にターゲットボリュームへの書き込みのために、ターゲットシステムへ転送します。ローカルおよびター
ゲットの書き込みが完了すると、書き込み要求が完了したと認識され、制御が書き込みを開始したアプリ
ケーションへと戻されます。ソースシステム上の永続的なビットマップファイルが更新されます。

同期ミラーのソースボリュームに対して書き込み要求が行われた場合の処理を、以下の一連のイベントで
説明します。

1. 以下の処理が並列で発生します。

a. 書き込みのコピーがミラー書き込みキューに置かれます。

b. 書き込みがローカルボリュームに送られて完了します。

2. 上記の両方の処理が完了すると、書き込みは完了の状態を呼び出し元に返します。

a. ターゲットで書き込みが完了できない状態（ネットワーク伝送エラー、またはターゲットシステ
ムでの書き込みエラー）が発生した場合、ミラー状態は [一時停止] に変更されます。ただし、呼び
出し元に返されるボリューム書き込みの状態は影響を受けません。

b. ローカルボリュームの書き込み状況が呼び出し元に返されます。
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この図では、書き込み要求 1 はすでに完了しています。ターゲットボリュームとソースボリュームの両方
が更新されています。

書き込み要求 2 はアプリケーションから送信され、書き込みがターゲットボリュームに書き込まれようと
しています。ターゲットボリュームに書き込まれると、DataKeeper はターゲットボリュームで書き込みが
成功したという確認応答を送信し、並行して、書き込みがソースボリュームに対してコミットされます。

この時点で、書き込み要求が完了し、書き込みを開始したアプリケーションに制御が戻されます。

同期ミラーリングは、ソースシステムの障害時にデータの損失が発生しないことを保証しますが、アプリ
ケーションのパフォーマンスに影響をもたらします。ソースへの書き込みとネットワーク経由でのターゲ
ットへの書き込みが完了するまでアプリケーションが待機する必要があるので、特に WAN または低速な
ネットワーク構成においてはパフォーマンスが低下します。

非同期ミラ非同期ミラーーリングリング

非同期ミラーリングでは、書き込みごとに割り込んで、データのコピーを作成します。このコピーはネッ
トワークが送信可能な状態になるまでキューに入れられます。一方、元の書き込み要求はストレージデバ
イスへコミットされ、制御が書き込みを開始したアプリケーションへと即時に返されます。

複数のボリュームにまたがるデータ（データベースログおよびデータファイルなど）の一貫性を維持する
ために、いくつかのアプリケーションはそのボリュームにフラッシュリクエストを送信します。
DataKeeper は、キュー内のすべての書き込みがターゲットシステムに送信され、認識されるのを待つこ
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とによって、ミラーリング状態のミラーを持つボリューム上のフラッシュリクエストを受け取ります。こ
のような場合にパフォーマンスが影響を受けるのを防ぐには、レジストリエントリ「
DontFlushAsyncQueue 」 を設定するか、すべてのファイルを同じボリューム上に配置することを検討して
ください。

つまり、どの時点をとってもソースマシンからターゲットマシンへの送信を待っている書き込みトランザ
クションが存在することになります。しかし、ターゲットボリュームへの書き込み順序が正確なので、デ
ータの整合性は常に保たれます。万が一ソースシステムに障害が発生した場合、ターゲットシステムはキ
ューにたまっていたすべての書き込みを受け取らないようにすることは可能ですが、ターゲットボリュー
ムに対して送信されるデータは、有効なものとなります。

非同期ミラーのソースボリュームに対して書き込み要求が行われた場合の処理を、以下の一連のイベント
で説明します。

1. ソースシステム上の永続的なビットマップファイルが更新されます。
2. ソースシステムは書き込みのコピーをミラー書き込みキューに追加します。
3. ソースシステムでソースボリュームへの書き込み要求が実行され、呼び出し元に制御が返されま
す。

4. キュー内の書き込みはターゲットシステムに送られます。ターゲットシステムでターゲットボリュー
ムに対する書き込み要求が実行されて、書き込みの状況がプライマリ側に返されます。

5. ミラーの書き込みキューが設定された制限に達すると（WriteQueueHighWater または
WriteQueueByteLimit に達した場合）、動作を決定するためにミラーの
「BlockWritesOnLimitReached」の設定が使用されます。 BlockWritesOnLimitReached が「0」の場
合、ミラーは一時停止され、少し後に部分再同期が開始されます。 BlockWritesOnLimitReached が
「1」の場合、書き込みキューに空きができるまで、書き込みは遅延します。ミラーはミラーリング状
態のままですが、ネットワークの速度とリモートノードのボリュームに応じてアプリケーションのス
ループットが低下します。

6. ネットワーク転送時またはターゲットシステムでのターゲットボリューム書き込み実行時にエラーが
発生した場合、セカンダリ側での書き込み処理は中断されます。ここで、ミラーの状態が ミラミラーーリリ
ングング から 一時停止一時停止 に変更されます。
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上の図では、2 つの書き込み要求がソースボリュームに書き込まれ、ターゲットシステムに送信するため
にキューに入っています。ただし、制御はすでに書き込みを開始したアプリケーションに戻っています。

下の図では、最初の 2 つの書き込みがソースボリュームとターゲットボリュームの両方に正常に書き込ま
れている間に、3 つ目の書き込み要求が開始されています。ミラーリング中は、書き込み要求が時間の順
にターゲットボリュームに送信されます。したがって、ターゲットボリュームはある時点で必ずソースボ
リュームの完全な複製となります。
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ミラミラーー一時停止一時停止

上記の通常のミラーリングプロセスが中断された場合は、ミラーの状態が ミラミラーーリングリング から 一時停止一時停止 に
変更されます。ソースボリュームに対するすべての変更が永続的なビットマップファイルだけでトラック
され、ターゲットシステムへは何も送信されません。
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ミラミラーー再同期再同期

非同期または同期ミラーの中断が解決された場合は、ソースおよびターゲットの再同期が必要になり、ミ
ラーは 再同期再同期 状態になります。

DataKeeper は、永続的なビットマップファイルを順次読み取ってミラーが 一時停止一時停止 中にソースボリュー
ムで変更されたブロックを判断し、それらのブロックのみをターゲットボリュームと再同期します。この
手順は、データの部分再同期と呼ばれます。

GUI では 再同期再同期 (ペンディングペンディング) 状態と表示される場合がありますが、これは一時的な状態であり、 再同再同
期期 状態に変更されます。

再同期中、ミラーが同期ミラーであったとしてもすべての書き込みが非同期として扱われます。ビットマ
ップ内のダーティーとしてマークされた特定のビットが上記で説明されている部分同期の処理中にターゲ
ットに送信されます。
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3.1.3.5.読読みみ込込みおよび書きみおよび書き込込み操作み操作
ボリュームミラーが作成され、プライマリサーバとセカンダリサーバの 2 つのドライブが同期されると、
次のイベントが発生します。

• システムがすべてのユーザのターゲットボリュームへのアクセスをロックします。ターゲットボリュ
ームへの読み込みおよび書き込みは拒否されます。ソースボリュームは書き込みおよび読み込み可
能です。

• プライマリサーバのドライバへのミラーボリュームおよび非ミラーボリュームの読み込み操作は、割
り込みせずに通過し通常通りに完了します。セカンダリシステム上のミラーボリュームの読み込み
操作は許可されません。すなわち、セカンダリは障害の発生したプライマリの役割を引き継ぎませ
ん。

• プライマリサーバが書き込み要求を受けると、まず最初にシステムがミラーボリュームに対するも
のかどうかを判断します。ミラーボリュームに対するものでない場合、書き込みはそれ以上割り込
みされず、通常通りに完了します。書き込み要求がミラーリングされたボリュームに対するもので
ある場合は、書き込み要求はミラーリングの種類に応じて処理されます。

◦ ミラーリングの種類が 同期 の場合、書き込み要求はターゲットに送信するためにミラーの書
き込みキューに置かれ、同時にローカルのソースボリュームに送られます。ソースディスクの
書き込みが完了し、 かつかつ ターゲットから（成功または失敗の）通知を受けるまで、書き込み
を発行したプロセスに対して書き込み処理は完了したと認識されません。ネットワーク転送時
またはターゲットシステムの書き込み実行時にエラーが発生した場合、ターゲット側での書き
込み処理は中断し、ミラーの状態は 一時停止一時停止 に変更されます。ターゲットの書き込みの状態
に関係なく、ソースボリュームは書き込みを完了します。

◦ ミラーリングの種類が 非同期 の場合、プライマリ側のソースボリュームに対する書き込み要
求が実行され、書き込みのコピーが非同期書き込みキューに格納されて、呼び出し元に制御が
返されます。キュー内の書き込みはターゲットボリュームに送られます。セカンダリ側のター
ゲットボリュームに対する書き込み要求が実行されて、書き込みの状況がプライマリ側に返さ
れます。ネットワーク転送時またはセカンダリ側でのミラーボリューム書き込み時にエラーが
発生した場合、セカンダリ側の書き込み処理は中断します。ここで、ミラーの状態が ミラミラーー
リングリング から 一時停止一時停止 に変更されます。

システム運用を確実にするために、SIOS DataKeeper は次のような場合にミラーの一時停止と自動再開
(すなわち、部分的な再同期) を行います。

• 短期間でのボリュームへの大量の書き込み（例：データベースの作成時など）によりミラーの
BlockWritesOnLimitReached 設定が 0 で、ミラー書き込みキューの長さが WriteQueueHighWater
の上限値に達するか、キューのバイト数が WriteQueueByteLimitMB の上限値に達した場合。ユーザ
は SIOS DataKeeper パフォーマンスモニタカウンタを使用してミラーリング処理を監視し、必要に
応じて WriteQueueHighWater を調整することができます。詳細は、レジストリエントリ を参照し
てください。

• ターゲットシステムへの書き込みの転送がタイムアウトした場合や、リソース不足のために失敗し
たとき (例えば、短時間の大量書き込みや、ネットワーク転送により、ソースシステムがリソース不
足になった場合)。
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3.1.3.6.ボリュボリューームの考慮事項ムの考慮事項
SIOS DataKeeper のプライマリおよびセカンダリシステムには、システム、非ミラー、ミラーの 3 種類の
ボリュームが備わっています。ミラーリング処理の間、システムおよび非ミラーボリュームは影響を受け
ず、ユーザはボリューム上のすべてのアプリケーションおよびデータに完全にアクセスすることが可能で
す。

ミラミラーーリングできないボリュリングできないボリューームム

SIOS DataKeeper サービスは次の種類のディスクパーティションを処理対象から除外します。

• Windows システムボリューム

• Windows ページファイルを含むボリューム

• NTFS 形式以外のボリューム (FAT、FAT32、Raw FS、 ReFSなど)

• 固定ドライブ以外 (CD-ROM、フロッピーディスクなど)

• ソースボリュームよりサイズの小さいターゲットボリューム

ボリュボリューームサイズの考慮事項ムサイズの考慮事項

ソースシステムとターゲットシステムのドライブは、物理サイズが同じでなくてもかまいません。ミラー
を確立するとき、ターゲットボリュームはソースボリュームと同じサイズ、またはそれ以上のサイズでな
ければなりません。

SIOS DataKeeper ミラーに加えることができるボリュームのサイズに制限はありません。しかしながらミ
ラーの初期作成時に、ボリューム上のファイルシステムが使用するデータはすべて、ターゲットに送信す
る必要があります。例えば、20 GB ボリューム上で、2 GB が使用済みで 18 GB が空きである場合は、2
GB のデータをターゲットと同期する必要があります。両システム間のネットワーク接続の速度は、同期す
るデータの量とともに、最初のミラーの作成にかかる時間を決定づけます。

注記：バージョン8.3 以前では、LifeKeeperとWSFCの組み合わせで許容される最少のボリュームサイズは
500MB（536,870,912 bytes）
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3.1.3.7.ミラミラーーリングのためのネットワリングのためのネットワーークカクカ
ーードの指定ドの指定
SIOS DataKeeper では、ミラーエンドポイントとして使用する IP アドレスを管理者が指定することがで
きます。この処理により、必要に応じてクライアントネットワークと複製データを送信するためのミラー
リング用のトラフィックを分離することが可能になります。

レプリケレプリケーーションション専専用の用の LAN

必須ではありませんが、2 つのサーバ間を専用 (プライベート) ネットワークでつなぐと、パフォーマンス
が向上し、クライアントネットワークに悪影響を及ぼしません。
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3.1.3.8.パフォパフォーーマンスモニタカウンタマンスモニタカウンタ
SIOS DataKeeper は、ボリュームのミラーリングステータスに関する統計機能でパフォーマンスモニタを
拡張したカウンタを装備しています。このカウンタは、SIOS DataKeeper ソフトウェアのフルインストー
ルでインストールされます。

このカウンタにアクセスするには、次の操作を行ってください。

1. Microsoft Windows 2008 システムでは、 [スタスターートト] メニューの [信信頼頼性とパフォ性とパフォーーマンスマンス] グルー
プから Windows のの [パフォパフォーーマンスマンス モニタモニターー] を開始してください。
Microsoft Windows 2012 システムでは、 [管理ツ管理ツーールル] の [パフォパフォーーマンスマンス モニタモニターー] オプション
から Windows のの [パフォパフォーーマンスマンス モニタモニターー] を開始してください。
Windows のすべてのバージョンで、コマンドラインに perfmon.msc コマンドを入力してパフォーマ
ンスモニタを開始できます。

2. [モニタリングツモニタリングツーールル] ペインから [パフォパフォーーマンスモニタマンスモニターー] を選択してください。
3. チャート ペインの [+] ボタンをクリックして、 [カウンタの追加カウンタの追加] ダイアログボックスを開いてくだ
さい。

4. SIOS Data Replication オブジェクトを選択してください。

SIOS DataKeeper には、製品に関する各種の動作を監視できるカウンタが 17 個あります。 これらのカウ
ンタを使用すると、それらの動作をステータス、キューの統計値、および一般的なミラーステータスとし
て監視できます。

DataKeeper（DK）およびDataKeeper Cluster Edition（DKCE）のパフォーマンスモニタ
カウンタは、ミラーの ソソーーススロールにあるシステムでのみ利用できます。ソースの役割
にミラーがあるシステムでは、そのミラーの各ターゲットで使用可能な指定されたカウン
タのインスタンスが1つ存在します。SIOS DataKeeperパフォーマンスカウンタは、ミラ
ーがターゲットロールにあるシステムでは使用できません。

*
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ミラミラー状ー状態カウンタ態カウンタ

Mirror Elapsed Time（ミラ（ミラー経ー経過時間）過時間）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ MAX_ULONG

この値は、ボリュームがミラー状態である時間 (単位: 秒) を表します。この値が 0 のボリュームは、現在
ミラーに関係していないボリューム、現在ミラーを作成中 (および同期中) のボリューム、およびミラーが
破損したか削除されたボリュームです。

Mirror State（ミラ（ミラーーのの状状態）態）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ 5

この値は、ボリュームの現在のミラー状態を表します。定義されている値は以下のとおりです。

0 (なし): ボリュームは現在、ミラーに関与していません。

1 (ミラーリング): ボリュームは現在、ターゲットをミラーリングしています。

2 (再同期): ボリュームは現在、ターゲットと同期中です。

3 (破損): ミラーが存在しますが、ソースとターゲットのボリュームが非同期です。このボリュームへの新
規書き込みは追跡されません。

4 (一時停止): ミラーが存在しますが、ソースとターゲットのボリュームが非同期です。ソースサーバは、

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 36 / 310



すべての新規書き込みを追跡します。

5 (再同期保留): ソースボリュームが再同期を待っています。

Mirror Type（ミラ（ミラーーの種類）の種類）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ 2

この値は、このボリュームが関与するミラーリングの種類を表します。このリリースでは、以下の値が定
義されています。

0 (なし): ボリュームは現在、ミラーに関与していません。

1 (同期): データはターゲットにへの送信のために書き込みキューに置かれ、ローカルボリュームに同時に
書き込まれます。両方の処理が完了するまで、書き込み処理は完了したとは認識されません。

2 (非同期): データはターゲットへの送信のために書き込みキューに置かれ、ローカルボリュームに同時に
書き込まれます。ローカルボリュームの書き込み処理が完了すると、書き込み処理が認識されます。

Network Number of Reconnects（ネットワ（ネットワーーク再接ク再接続続回回数数））

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ MAX_ULONG

この値は、ボリュームがミラーリングされていた間に実行されたネットワークの再接続回数です。ネット
ワーク再接続は、ターゲットとの通信が切断された場合に発生します。

書き書き込込みキュみキューーカウンタカウンタ

Queue Byte Limit（キュ（キューーの最大バイトの最大バイト数数））

デフォルト値: 0

この値は、WriteQueueByteLimitMB レジストリ値で設定されている書き込みキューバイトの最大値を表し
ます。この値はバイトで表示されるため、レジストリで設定された値の 1048576 倍です。

Queue Current Age（キュ（キューーの現在の待ち時間）の現在の待ち時間）

デフォルト値: 0

範囲: 0 -

この値は書き込みキューの最も古い書き込み要求の経過時間（ミリ秒）です。

Queue Current Bytes（キュ（キューーの現在のバイトの現在のバイト数数））

範囲： 0 ～ <ミラーの書き込みキューに割り当てられたバイト数>
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この値は、指定されたミラーの書き込みキューに割り当てられたバイト数を表します。

Queue Current Length（キュ（キューーの現在の長さ）の現在の長さ）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ <ミラー書き込みキューの書き込み回数>

この値は、選択されたミラーに対する書き込みキューの現在の長さを書き込み回数で表しています。

Queue High Water（キュ（キューーの最大値）の最大値）

デフォルト値: 20000

このカウンタは WriteQueueHighWater のレジストリ値で設定されている書き込みキューの上限を表しま
す。

Queue Low Water（キュ（キューーの最小値）の最小値）

デフォルト値: 150

この値は非推奨であり、現在使用されていません。ただし、パフォーマンスモニタによって追跡すること
ができます。

再同期制御カウンタ再同期制御カウンタ

Resync　　Reads（再同期（再同期読読みみ込込みみ数数））

デフォルト値: 20

この値は、ミラー再同期の間、読み込んでターゲットシステムに送信するために処理中にできる最大ディ
スクブロック数を表します。

Resync Current Block（現在再同期中のブロック）（現在再同期中のブロック）

デフォルト値: 0

範囲:　 0 ～ <再同期ブロック総数>

同期中の場合、この値はターゲットに送信されている現在のブロックを表示します。同期中でない場合
(すなわちミラーの状態が EmMirrorStateResync でない場合)、この値は 0 です。

同期中にボリュームへの書き込みが継続している場合、指定されたブロックは複数回にわたってターゲッ
トへ送信されます。これは必要な再同期の回数に基づきます。

Resync Dirty Blocks（再同期するダ（再同期するダーーティブロックティブロック数数））

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ <再同期ブロック総数>
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この値はミラーの再同期中にダーティとされたブロックの合計数です。「ダーティ」ブロックとは、同期が
完了する前にターゲットマシンに送信する必要があるブロックです。 この値は、EmMirrorStateResync 以
外の状態で 0 です。

ミラーの同期が開始されると、この値は当初、再同期ブロック数の値と等しくなります。ミラーの同期中
にボリュームに対する大量の書き込みが発生すると、再同期ダーティブロック数が増加することに注意し
てください。

注記注記: このカウンターを使用して、再同期するために残っているデータ量を確認できます。残りのデータ量
は “Resync Dirty Blocks” X 65536 です（65536 はブロック内のバイト数です）。

Resync Elapsed Time（再同期（再同期経経過時間）過時間）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ MAX_ULONG

ミラーが再同期されている間、この値は再同期処理が発生してからの経過時間 (単位: 秒)を表します。ミラ
ーが再同期処理に成功すると、最後にシステムが起動してから前回の再同期処理までにかかった再同期の
総時間を表します。 再同期されていないボリューム、または最後の起動時に同期されなかったボリューム
の値は 0 になります。

Resync New Writes（再同期する新規書き（再同期する新規書き込込みみ数数））

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ MAX_ULONG

この値は、再同期処理が開始されてからボリューム上で発生した書き込み数を表します。この値はダーテ
ィブロックの数、ミラーの同期に必要なパスの回数、および再同期の完了に要した時間に直接影響しま
す。

Resync Pass（再同期パス）（再同期パス）

デフォルト値: 10

範囲: 0 ～ MaxResyncPasses (レジストリ)

この値は、ターゲットを更新するための再同期処理中に現在ボリュームを介して実行されるパスの数で
す。再同期処理の完了に必要なパスの数は、再同期中に実行される書き込みの量に従って増加します。 再
同期中はソースボリュームへの書き込みが許可されているので、大量の書き込みにより再同期処理の完了
に要する時間が長くなります。

Resync Total Blocks（再同期ブロック（再同期ブロック総数総数））

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ MAX_ULONG
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この値は、ミラーボリュームの再同期に対して使用された 64k ブロックの数を表します。この値は、ボリ
ュームのファイルシステムを 64k で除算した商とほぼ等しくなります。ファイルシステムのサイズは
Windows のディスクの管理プログラムで表示されるディスクパーティションのサイズより小さいことに注
意してください。ファイルシステムのサイズを確認するには、CHKDSK X: (X はドライブレター) を実行
してください。

Resync Phase（再同期フェ（再同期フェーーズ）ズ）

デフォルト値: 0

範囲: 0 ～ 3

この値は非推奨であり、現在使用されていません。
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3.2.設定設定

要件要件/考慮事項考慮事項

このセクションでは、DataKeeper の設定を行う前に知っておくべき前提条件を確認します。

____________________________________________________________________________________________________________________

セクタサイズ

ネットワーク帯域

ネットワークアダプタ設定

DataKeeper サービスログオン ID とパスワードの選択

ファイアウォール設定

高速ストレージのベストプラクティス

クラスタノードから外部DRサイトへのデータレプリケーション構成

パフォーマンスチューニング

「すべてのドライブのページングファイルサイズを自動で管理する」を無効にする

WAN の考慮事項

LAN / WAN 間のデータの初期同期

圧縮

ネットワーク帯域制限
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3.2.1.セクタサイズセクタサイズ
DataKeeper バージョン 7.2.1 以降では、セクタサイズが 512 バイト以外のディスクがサポートされま
す。ただし、DataKeeper では、ミラーターゲットが構成されたディスクと同じセクタサイズのディスク
上にミラーソースボリュームを構成する必要があります。NTFS メタデータにはディスクのセクタサイズ
が含まれます。DataKeeper はソースからターゲットに NTFS ファイルシステム全体を複製するので、セ
クタサイズが一致する必要があります。

注記注記: DataKeeper バージョン 7.2 以前では、セクタサイズが標準の 512 バイトであるディスクデバイスの
みがサポートされます。
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3.2.2.ネットワネットワーークク帯帯域域
DataKeeper は使用可能な任意のネットワークを経由してデータを複製できるので、「1 日中ソースボリュ
ームを更新しながらボリュームを正常に複製し、ミラーの ミラミラーーリングリング 状態を維持するのに十分な帯域は
あるか」という問題を特に考慮する必要があります。

ボリュームのスイッチオーバはミラーが ミラミラーーリングリング 状態でなければ実行できないので、ミラーの ミラミラーー
リングリング 状態を維持することは重要です。

ネットワネットワーークク帯帯域要件の特定域要件の特定

SIOS DataKeeper をインストールする前に、データを複製するためのネットワーク帯域要件を特定する必
要があります。レプリケーションする予定のデータの変更の割合を測定するには、以下の方法を使用して
ください。この値は、そのデータを複製するために必要なネットワーク帯域の量を示します。

ネットワーク帯域要件を特定した後、パフォーマンスが最大になるようにネットワークを設定してくださ
い。ネットワーク帯域要件が現在使用できるネットワークの性能を上回っている場合には、以下の点を考
慮する必要があります。

• DataKeeper で (または、可能であればネットワークハードウェアで) 圧縮を有効にする

• Hyper-V 仮想マシンを複製する場合は、一時データとスワップファイル用に、ローカルに複製され
ないストレージリポジトリを作成する

• 複製対象のデータの量を減らす

• ネットワーク性能を強化する

ディスク上で発生する変更の割合に対応するにはネットワーク性能が不十分である場合、DataKeeper ミ
ラーは長時間、再同期状態のままになります。再同期中はターゲットボリュームのデータの一貫性は保証
されません。

変変更の割合の測定更の割合の測定

パフォーマンスモニタ (perfmon) を使用して、複製対象のボリュームで発生する変更の割合を測定してく
ださい。このためには、一定期間 (例えば 1 日) のディスク書き込み処理のログを作成して、ディスク書き
込みのピーク期間を確認するのが最善の方法です。

ディスク書き込み処理を追跡するには、以下の操作を行ってください。

• perfmon を使用して、Windows 2008 または Windows 2012　のユーザ定義データコレクタセット
を作成します。

• ボリュームごとにカウンタ [Disk Write Bytes/sec] を追加します。ボリュームカウンタは論理ディス
クグループにあります。
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• ログを開始し、事前に決めておいた期間実行してから停止し、ログを開きます。

ディスク書き込みのログを作成する代わりに、パフォーマンスモニタツールの perfmon を使用して対話形
式でディスク書き込みバイト数/秒を追跡し、最大値および平均値を確認することもできます。

SIOS DataKeeper は、短時間の爆発的な量の書き込み処理に対処するために、そのデータを非同期キュー
に追加します。ただし、長期的には、すべての複製対象ボリュームを合わせたディスク書き込み処理の平
均が、DataKeeper およびネットワークで転送できる変更量を下回っていることを確認してください。

SIOS DataKeeper は、概算の平均で、以下の変更の割合を処理できます。

ネットワネットワーークク帯帯域域 変変更の割合更の割合

1.5 Mbps (T1) 182,000 バイト/秒 (1.45 Mbps)

10 Mbps 1,175,000 バイト/秒 (9.4 Mbps)

45 Mbps (T3) 5,250,000 バイト/秒 (41.75 Mbps)

100 Mbps 12,000,000 バイト/秒 (96 Mbps)

1000 Mbps (ギガビット) 65,000,000 バイト/秒 (520 Mbps)
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3.2.3.ネットワネットワーークアダプタ設定クアダプタ設定
DataKeeper では、名前付きパイプ接続を行うためにネットワークインターフェース上で「 Microsoft ネッネッ
トワトワーーク用ファイルとプリンタ共有ク用ファイルとプリンタ共有 」を有効にして、DataKeeper のコマンドラインツール (EMCMD) を実
行できるようにする必要があります。

名前付きパイプ接続を実行できるかどうかをテストするには、ターゲットシステム上でネットワークドラ
イブのマッピングを試してください。これに失敗する場合は、名前付きパイプに問題があります。

また、DataKeeper では、 NetBIOS over TCP/IP および SMB のプロトコルも有効にする必要がありま
す。GUI が正常に動作しない場合は、以下のネットワーク設定が有効になっていることを確認してくださ
い。

• 以下の例のように、 NetBIOS over TCP/IP および SMB のプロトコルを有効にしてください。

[マイ コンピュータ] -> [管理] -> [システム ツール] -> [デバイス マネージャ] -> [表示] -> [非
表示のデバイスの表示] -> [プラグ アンド プレイではないドライバ] -> [NetBIOS over
Tcpip] (有効)

• 以下の例のように、ミラートラフィックを転送する各ネットワークアダプタで NetBIOS over
TCP/IP を有効にしてください。

[スタート] -> [設定] -> [ネットワークとダイアルアップ接続] -> <ネットワークアダプタ> ->
[プロパティ] -> [インターネット プロトコル(TCP/IP)] -> [プロパティ] -> [詳細…] ボタン ->
[WINS] タブ -> [NetBIOS over TCP/IP を有効にする] ラジオボタン (有効)

• DataKeeper Administrator GUI を使用する各システムで、Microsoft の「 Microsoft ネットワネットワーーク用ク用
クライアントクライアント 」コンポーネントを有効にしてください。これは、前述の NetBIOS over TCP/IP を有
効にしたネットワークアダプタで実行する必要があります。以下に例を示します。

[スタート] -> [設定] -> [ネットワークとダイアルアップ接続] -> <ネットワークアダプタ> ->
[プロパティ] -> [Microsoft ネットワーク クライアント] (有効)

• DataKeeper Administrator GUI がローカルおよびリモートで接続する各システムで、Microsoft の「
Microsoft ネットワネットワーーク用ファイルとプリンタ共有ク用ファイルとプリンタ共有 」コンポーネントを有効にしてください。これ
は、 NetBIOS over TCP/IP を有効にしたのと同じアダプタ (上記) で実行する必要があります。以
下に例を示します。

[スタート] -> [設定] -> [ネットワークとダイアルアップ接続] -> <ネットワークアダプタ> ->
[プロパティ] -> [Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有]
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3.2.4. DataKeeper ササーービスログオンビスログオン ID とパスとパス
ワワーードの選ドの選択択
新規の DataKeeper インストール設定時に、ユーザは DataKeeper サービスログオン ID とパスワードの入
力を求められます。

DataKeeper サービスは、認証された接続を使用してボリュームのスイッチオーバを実行し、複数のサーバ
間でミラーロールを変更します。DataKeeper サービスを実行するために選択されたログオン ID アカウン
トに応じて、サーバ間の接続を確立してボリュームスイッチオーバを実行するために使用できる権限が決
まります (特に、サーバまたはネットワークの障害が発生した場合)。

以下のように、数種類のサービスログオン ID アカウントを使用できます。

• ドメイン内の接続されたすべてのサーバで有効な、管理者権限を持つ ドメインアカウントドメインアカウント (推奨)

• 接続されたすべてのサーバで有効な、管理者権限を持つ ササーーバアカウントバアカウント

• ロローーカルシステムアカウントカルシステムアカウント (推奨しない)

注記注記: ワークグループの場合は、各システム上で DataKeeper の サービスアカウントとして ササーーババ
アカウントアカウント オプションおよびサーバ名 / 管理者を使用してください。 すべてのサすべてのサーーバに同一のバに同一の ロロ
グオングオン ID およびおよび パスワパスワーードを使用する必要がありますドを使用する必要があります (関連する既知の問題 を参照)。

注記注記: 使用するドメインアカウントまたはサーバアカウントは、ローカルシステム管理者グループに追加す
る必要があります。アカウントには、DataKeeper がインストールされているサーバの管理者権限が備わ
っている必要があります。

Active Directory によるネットワーク接続が失われた場合、ローカルシステムアカウントはドメイン内で正
常に認証できないことに注意してください。その場合、ローカルシステムアカウントではサーバ間の接続
を確立できず、ネットワーク経由の DataKeeper ボリュームのスイッチオーバコマンドは拒否されます。
ネットワーク障害などの障害回復時にフォールトトレランスを要求される IT 部門では、ローカルシステム
アカウントを使用しないでください。

DataKeeper のインストール – サービスログオン ID タイプの選択
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上の画面でドメインアカウントまたはサーバアカウントを選択した場合は、DataKeeper サービスログオ
ン ID とパスワードの入力フォームが表示され、情報を入力できます。

より信頼性の高いスイッチオーバーとフェールオーバーのための、LifeKeeperとDataKeeperのサービスア
カウント同期機能の提供をします。
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LifeKeeper Serviceのログオン

すでにサービスログオン ID とパスワードを使用して DataKeeper サービスを設定している場合、サービス
ID とパスワードの選択ダイアログは表示されません。ただし、管理者は、Windows サービスアプレット
を使用して、DataKeeper サービスログオン ID とパスワードをいつでも変更できます。ログオン ID やパ
スワードを変更した後は、必ず DataKeeper サービスを再起動してください。
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次の表はそれらの要件について概説しています。

環境環境 DataKeeper ササーービスの要件ビスの要件 DataKeeper UI の要件の要件

同じドメイン

または

信頼されたドメイ
ン環境

• 同じアカウントを持つすべての
システムで、同じ認証情報を使
用して DK サービスを起動して
ください。

• default = Local System Account
を使用することが許可されてい
ます。

• ドメイン管理者でログインし、DK
GUI を起動してください。

• 「run as」管理オプションを使用して
DK GUI を起動してください。

ドメインサーバと
ワークグループサ
ーバが混在した環
境

または

個々のドメインサ

• 各システムで同じアカウント名
およびパスワードにてローカル
アカウントを作成してくださ
い。

• このローカルアカウントを
Administrator グループに追加し
てください。

• DK サービスを起動するために作成
したローカルアカウントを使用して
ログインしてください。

• DK GUI を起動してください。

すべてのサすべてのサーーバに同一のバに同一の ログオンログオン
ID およびおよび パスワパスワーードを使用する必ドを使用する必
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ーバ
• すべてのシステムで、ローカル
アカウントを使用して DK サー
ビスを起動してください。

要があります要があります (関連する既知の問題
を参照)。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 50 / 310



3.2.5.ファイアウォファイアウォーール設定ル設定
ソースマシンとターゲットマシンでファイアウォールが正しく設定されていない場合、SIOS DataKeeper
は正常に動作しません。つまり、レプリケーショントラフィックを転送するネットワークのファイアウォ
ールに加えて、SIOS DataKeeper を実行する各サーバの送受信接続に関する規則も設定する必要がありま
す。

SIOS DataKeeper のインストール時に、DataKeeper に必要なファイアウォール規則の設定に加えて、
Windows 2008 および 2012 上での DataKeeper に必要なその他のシステム設定をインストーラに許可す
るかどうかの確認を求められます。インストーラによる変更を許可した場合は、手動でファイアウォール
を設定する必要はありません。インストーラによる変更を許可しなかった場合は、このセクションの説明
に従って、手動でシステムを設定する必要があります。

レプリケーションのために開けておく必要があるポートは、137、138、139、445、9999 です。また、レ
プリケーションに使用する予定のボリュームレターに応じて 10000 ～ 10025 の範囲内のポートを開けて
おく必要があります。以下の表に、レプリケーションに使用する予定のドライブレターに応じて追加で開
く必要があるポートを示します。

ポポーート番ト番号号: ボリュボリューームレタムレターー ポポーート番ト番号号: ボリュボリューームレタムレターー

10000 A 10013 N

10001 B 10014 O

10002 C 10015 P

10003 D 10016 Q

10004 E 10017 R

10005 F 10018 S

10006 G 10019 T

10007 H 10020 U

10008 I 10021 V

10009 J 10022 W

10010 K 10023 X

10011 L 10024 Y

10012 M 10025 Z

セキュリティがセキュリティが強強化された化された Microsoft のの Windows ファイアウファイアウ

AWS についてについて: セキュリティグループは、DataKeeper が正常に動作できるようにレプリ
ケーションに必要となるポートの137, 138, 139, 445, 9999とドライブレターを反映して作
成するか、すべてのトラフィックを許可してください。

!

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 51 / 310



ォォーールの設定例ルの設定例

各クラスタのファイアウォールの設定に必要な正確な手順は、クラスタごとの設定に応じて異なります。
以下の手順およびスクリーンショットは、SIOS DataKeeper を使用して E: および F: のボリュームを複製
する場合の例です。前のセクションにあるポート番号とボリュームレターの表を参照してください。

1. Microsoft の Windows ササーーババーー マネマネーージャジャーー を開き、 [受信の規則受信の規則] を選択して、TCP プロトコル
と UDP プロトコルの規則を作成してください。

2. ウィンドウの右側にある [操作操作] パネルから [新規の規則新規の規則] を選択してください。作成する規則の種類
として [ポポーートト] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

3. この規則の対象となるプロトコルの種類として、 [TCP] を選択してください。 [特定のロ特定のローーカルカル ポポ
ーートト] ボタンを選択し、 139 、 445 、 9999 、 10004 (E ドライブ用)、および 10005 (F ドライブ
用) の各ポートを入力してください。 [次へ次へ] を選択してください。
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4. 操作として [接接続続を許可するを許可する] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

5. プロファイルには、この規則を適用する条件として [ドメインドメイン] 、 [プライベプライベーートト] 、および [パブリパブリ
ックック] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

6. 新規の [受信の規則受信の規則] の [名前名前] および [説説明明] を入力し、 [完了完了] をクリックしてください。
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7. [新規の規則新規の規則] を再び選択し、 UDP プロトコルプロトコル の規則を作成してください。作成する規則の種類と
して [ポポーートト] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

8. この規則の対象となるプロトコルの種類として、 [UDP] を選択してください。 [特定のロ特定のローーカルカル ポポ
ーートト] ボタンを選択し、[特定のローカル ポート] フィールドに 137 、 138 を入力してください。
[次へ次へ] を選択してください。

9. 操作として [接接続続を許可するを許可する] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

10. プロファイルには、この規則を適用する条件として [ドメインドメイン] 、 [プライベプライベーートト] 、および [パブリパブリ
ックック] を選択してください。 [次へ次へ] を選択してください。

11. 新規の [受信の規則受信の規則] の [名前名前] および [説説明明] を入力し、 [完了完了] をクリックしてください。

12. [受信の規則受信の規則] リストリスト およびパネルの [操作操作] 列に、新しい DataKeeper の規則が表示されます。中央
のパネルで DataKeeper の規則 を選択して右クリックすると、規則の [プロパティプロパティ] を参照できま
す。
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3.2.6.高速ストレ高速ストレーージのベストプラクティスジのベストプラクティス

ビットマップの設定ビットマップの設定

DataKeeper のデフォルトのビットマップの場所 ( (%ExtMirrBase%\Bitmaps) ) が高速ストレージ上
にない場合は、ビットマップアクセスの I/O ボトルネックを解消するためにビットマップを高速ス
トレージデバイスに移動する必要があります。このために、ビットマップファイルを配置する高速
ストレージドライブに小さいディスクパーティションを割り当ててください。ビットマップを配置
する場所にフォルダを作成し、次にこの場所にビットマップ (インテントログ) を再配置 してくださ
い。

ディスクパディスクパーーティションのサイズティションのサイズ

ディスクパーティションのサイズは、システムに存在する各ミラーのすべてのビットマップファイ
ル格納できるだけの十分な大きさである必要があります。DataKeeper ビットマップの各ビットは
ボリューム上の 64 KB の領域を表すので、ビットマップファイルのサイズを決定するには、以下の
式を使用してください。

<volume size in bytes> / 65536 / 8

例例:

765 GB のボリュームの場合、765 GB をバイトに換算します。

765 * 1,073,741,824 = 821,412,495,360 バイト

この結果を 64K (65,536 バイト) で除算すると、ブロック数/バイト数が得られます。

821,412,495,360 / 65,536 = 12,533,760 ブロック/バイト

このブロック数/バイト数を 8 で除算すると、ビットマップファイルのサイズ (単位: バ
イト) が得られます。

12,533,760 / 8 = 1,566,720

したがって、765 GB のボリュームのビットマップファイルには、1,566,720 バイト、
つまり約 1.5 MB が必要です。

簡略化した概算では、ディスク容量 1 GB あたり 2 KB のビットマップファイル容量が必要です。

すべてのミラーターゲット用の容量を忘れずに確保してください (マルチターゲットシステムでは、各ター
ゲットにビットマップファイルが必要です)。また、ミラーリングされるすべてのボリューム用の容量も確
保してください。
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管理されていないシャットダウン管理されていないシャットダウン処処理の問題理の問題

電力喪失やその他の状況により管理されていないシャットダウンが発生すると、再起動時に整合性チェッ
クが強制的に実行されます。このチェックには数分以上かかることがあり、一部のベンダーのドライブが
再接続されず、ミラーが未解決になることがあります。ドライブが再接続しない場合は、デバイスの管理
者コンソールを使用してドライブを再接続するか、システムを再起動して、チェックが実行されているこ
とを確認してください。詳細については、ユーザーガイドまたはお使いのデバイスのベンダーガイドを参
照してください。

そのほかの推そのほかの推奨奨および提案および提案
• ネットワークインターフェース構成の設定をチェックしてください。インターフェース上の受信バッ
ファと送信バッファを増加すると、多くの場合レプリケーションのパフォーマンスが向上します。
パフォーマンスに影響を与える可能性のある、その他の設定として以下のものがあります。フロー
制御、ジャンボフレーム、および TCP オフロード。場合によっては、フロー制御と TCP オフロー
ドを無効にするとレプリケーションのパフォーマンスが向上することがあります。大規模イーサーネ
ット環境ではスループットが向上します。

• バス上の NIC の場所 (NIC が物理的に取り付けられているスロット) を確認してください。これもま
たスピードに影響を与えることがあります。

• インターネット上にある無償提供の I/O サブシステム測定/特性分析ツール Iometer を使用して、ネ
ットワークする－プットをテストしてください。Iometer はクライアント/サーバ構成で設定可能
で、ネットワークスループットを直接テストできます。別の方法では、複製したIP アドレスを使用
してファイル共有を設定し、大量のデータをそこにコピーして、 Perfmon (Network Interface /
Bytes Sent Per Second)、またはタスクマネージャの [ネットワーク] タブを使用してネットワーク
スループットを監視してください。

• ネットワークアダプタに最新のドライバおよびファームウェアを使用しているかを確認してくださ
い。
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3.2.7.クラスタノクラスタノーードから外部ドから外部DRサイトへのデサイトへのデ
ーータレプリケタレプリケーーション構成ション構成
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3.2.8.パフォパフォーーマンスチュマンスチューーニングニング
SIOS DataKeeperのパフォーマンスを向上させる方法については、以下のトピックを参照してください。

SIOS DataKeeper インテントログ – SIOS DataKeeperは、インテントログ（ビットマップファイルとも
呼ばれます）を使用して、ソースに加えられた変更、またはターゲットのロックが解除されたときにター
ゲットボリュームに加えられた変更を追跡します。このログは、まだ両方のサーバーにコミットされてい
ない書き込み要求の永続的な記録です。インテントログにより、SIOS DataKeeperは、システムの回復後
に完全なミラー再同期をしなくとも、ソースまたはターゲットシステムの障害や再起動に耐えることがで
きます。インテントログに関連するパフォーマンスオーバーヘッドが発生しますが、これはボリュームへ
の書き込みはインテントログファイルにも反映される必要があるためです。この影響を最小限に抑えるた
めには、インテントログを大量の読み取りまたは書き込みに関与しない物理ディスクに格納することをお
勧めします。詳細については、インテントログの再配置 を参照してください。

高速ストレージのベストプラクティス – DataKeeper のデフォルトのビットマップの場所
((%ExtMirrBase%\Bitmaps)) が高速ストレージ上にない場合は、ビットマップアクセスの I/O ボトル
ネックを解消するためにビットマップを高速ストレージデバイスに移動する必要があります。このために
は、ビットマップファイルを配置する高速ストレージドライブに小さなディスクパーティションを割り当
ててください。ビットマップを配置する場所にフォルダを作成し、次にこの場所にビットマップ (インテ
ントログ) を再配置 してください。

注記注記:システムが Azure または AWS にある場合は、揮発性ストレージを推奨します。*
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3.2.9. 「すべてのドライブのペ「すべてのドライブのペーージングファイルジングファイル
サイズを自動で管理する」を無サイズを自動で管理する」を無効効にするにする
デフォルトではオペレーティングシステムが最適であると判断したページファイルが自動的にボリューム
上に作成されるように、Windows は仮想メモリを構成します。この仮想メモリの設定は「すべてのドライ
ブのページングファイルサイズを自動で管理する」と呼ばれます。

この設定を有効にすると、DataKeeper ミラーの一部であるボリューム上のオペレーティングシステムによ
ってページファイルが作成されることがあります。ページファイルが作成されると、DataKeeper は完全
な保護に必要なボリューム上で操作を実行できません。この設定は、DataKeeper ミラーを持つすべての
システムで無効にする必要があります。

「すべてのドライブのペ「すべてのドライブのペーージングファイルサイズを自動で管理ジングファイルサイズを自動で管理
する」を無する」を無効効にする方法にする方法

この設定は、コントロールパネルの「システム」ダイアログにあります。

まず、 [詳細システム設定詳細システム設定] オプションをクリックします。

[システムのプロパティシステムのプロパティ] ダイアログで [詳細設定詳細設定] タブを選択し、 [パフォパフォーーマンスマンス] セクションの [設定設定]
ボタンをクリックします。
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[パフォーマンスオプション] ダイアログボックスの [詳細設定詳細設定] タブを選択し、[仮想メモリ] セクションの
[変変更する更する…] ボタンをクリックします。

[仮想メモリ] ダイアログで、「すべてのドライブのページングファイルサイズを自動で管理する」を オフオフ に
します。 その後、DataKeeper の保護下にあるボリュームにページファイルが設定されないようにページ
ファイルを設定します。
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注記注記: Windows 仮想メモリの構成を変更すると、システムのパフォーマンスに影響する可能性がありま
す。これらの変更に関する推奨事項については、Microsoft のマニュアルを参照してください。
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3.2.10. WAN にに関関する考慮事項する考慮事項
ソースサーバから遠く離れた場所にあるリモートサーバに対してネットワーク経由でデータを複製するの
は、DataKeeper の最も一般的な使用方法です。一般的に、この構成は DataKeeper でデータをレプリケ
ーションするためのネットワークとして提供される WAN の種類に依存します。WAN の帯域が制限されて
いる場合は、以下のような考慮すべき事項がいくつかあります。

• LAN/WAN 間のデータの初期同期

• 圧縮

• ネットワーク帯域制限
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3.2.10.1. LAN/WAN 間のデ間のデーータの初期同期タの初期同期
WAN 接続で大量のデータを複製する場合は、ネットワーク帯域 と時間を大量に消費してしまう完全再同
期を避けることを推奨します。DataKeeper はビットマップを使用して、ほぼすべての完全再同期を回避
します。ただし、ミラーを最初に作成するときに行われるデータの初期同期を回避することはできませ
ん。

WAN 構成において WAN 間のデータの完全な初期同期を回避する方法の 1 つとして、両方のシステムを
LAN 上に構成してミラーを作成し、完全な初期同期が LAN 上で実行されるようにする方法があります。
初期同期が完了したら、ソースおよびターゲットの IP アドレスを更新してください。これによって、ミラ
ーは 一時停止一時停止 状態になります。ターゲットシステムを新しい位置に移動してください。ターゲットシステ
ムを本来の位置に移動したら、電源を入れて、更新された IP アドレスなどすべてのネットワーク設定を確

認してください。ソースシステムで CHANGEMIRRORENDPOINTS* コマンドを実行してください。ミラ
ーが 再開再開 され、データの部分再同期 (ミラーが 一時停止一時停止 されてからソースボリュームで生じた変更) を行
うだけでターゲットボリュームをソースと同期させることができます。

注記注記: このコマンドはこのコマンドは 3 ノノーード以下で構成されるミラド以下で構成されるミラーーボリュボリューームのエンドポイントのムのエンドポイントの変変更をサポ更をサポーートしまトしま
す。す。4 ノノーード以上の構成では、ロド以上の構成では、ローーカルサイトで最終的なエンドポイントのミラカルサイトで最終的なエンドポイントのミラーーを作成し、を作成し、route add
を使用してミラを使用してミラーーの作成と再同期を行ってから、サの作成と再同期を行ってから、サーーバを最終的な位置バを最終的な位置 / アドレスアドレス /DR サイトに移動しまサイトに移動しま
す。す。

例例

以下の例では、プライマリサイトでローカルにミラーを作成してから、ターゲットをリモートサイトに移
動します。ソースサーバには IP アドレス 172.17.100.1 が、ターゲットサーバには IP アドレス
172.17.100.2 が割り当てられています。WAN ネットワーク IP は 88.17.100.x です。

• DataKeeper UI を使用してボリューム X 上で 172.17.100.1 から 172.17.100.2 にミラーを作成しま
す。 注記注記: 後で新しい IP アドレスに変更したときに DNS の名前解決をさせるため、「名前」指定で
ターゲットに接続することを推奨します。
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データの初期同期が完了したら、以下の操作を実行します。

• ソースのネットワークアダプタの IP アドレスを 88.17.100.1 に更新し、ターゲットのネットワーク
アダプタの IP アドレスを 88.17.200.2 に更新します。これによって、ソース側のミラーが一時停止
状態になります。

• ターゲットマシンを新しい位置に移動します。

• ターゲットマシンを起動し、上記で更新した IP アドレスを含むネットワーク設定を確認します。

• ソースシステムで DOS コマンドウィンドウを開き、以下のコマンドを実行してディレクトリを
DataKeeper ディレクトリに変更します。

cd EXTMIRRBASE

• 以下のコマンドを実行して、既存のミラーエンドポイントを新しい IP アドレスに更新します。

EMCMD 172.17.100.1 CHANGEMIRRORENDPOINTS X 172.17.100.2 88.17.100.1
88.17.200.2

• DataKeeper によって、ターゲットサーバが接続されていないときにソースサーバで生じた変更の再
同期が行われます。

• この部分再同期が完了すると、ミラーは ミラミラーーリングリング 状態になります。
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タターーゲットボリュゲットボリューームのデムのデーータの確認タの確認

設計上、DataKeeper はターゲットボリュームをロックします。これによって、複製中にターゲットボリュ
ームに対する書き込みを防止します。ただし、DataKeeper では、ターゲットボリュームのロックを解除
し、ミラーリング中の読み取り / 書き込み処理を可能にする機構が用意されています。これを行う方法は
2 通りあります。

1. DataKeeper UI でミラーの一時停止 / ロック解除 オプションを使用して、ミラーの一時停止とター
ゲットボリュームのロック解除を行ってください。

2. DataKeeper コマンドラインインターフェース (EMCMD) を使用して、ミラーの一時停止
(PAUSEMIRROR ) およびターゲットボリュームのロック解除 (UNLOCKVOLUME ) を行ってくださ
い。

ロック解除されると、ターゲットボリュームは完全にアクセス可能になります。ターゲットボリュームの
検査が終了したら、必ずミラーを再開してターゲットボリュームを再度ロックし、ミラーを一時停止して
いた間にソースボリュームで生じた変更の再同期が行われるようにしてください。ロック解除中に行われ
たターゲットボリュームへの書き込みは、ミラーの再開時に失われます。

警告警告: ターゲットボリュームがロック解除されている間にターゲットシステム上で再起動が実行された場
合、ターゲットシステムの復帰時に完全再同期が行われます。
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3.2.10.2.圧圧縮縮
DataKeeper では、ミラーごとに関連付けられる圧縮レベルをユーザが選択できます。圧縮を有効にする
と、特に低速なネットワークにおいて、レプリケーションパフォーマンスを向上させることができます。
システム、ネットワーク、および作業負荷に応じて、3 ～ 5 の圧縮レベルに設定することで CPU 利用率
とネットワーク効率のバランスの改善が見込めます。

注記注記: ミラーの圧縮レベルはミラーを作成した後で変更できます。既存のミラーの圧縮レベルの変更 を参
照してください。
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3.2.10.3.ネットワネットワーークク帯帯域制限域制限
DataKeeper は、使用可能なネットワーク帯域をすべて利用しようとします。DataKeeper が他のアプリケ
ーションと帯域を共有している場合には、DataKeeper が使用できる帯域幅を制限することもできます。
DataKeeper には、このための ネットワネットワーークク帯帯域制限域制限 という機能が搭載されています。この機能はレジス
トリ設定を用いて有効にします。

注記注記: 圧圧縮縮 および ネットワネットワーークク帯帯域制限域制限 の詳細については、以下のトピックを参照してください。

• レジストリエントリ

• 既存のミラーの圧縮レベルの変更
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3.3. DataKeeper の管理の管理
このセクションでは、DataKeeper の管理作業を行うための詳細な手順について説明します。

_____________________________________________________________________________________________________________________________________________________

プライマリサーバのシャットダウン

セカンダリサーバの障害

大量書き込みの考慮事項

CHKDSK の考慮事項

DKSUPPORT

DKHEALTHCHECK

イベントログの考慮事項

ディスク管理の使用

レジストリエントリ
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3.3.1.プライマリサプライマリサーーバのシャットダウンバのシャットダウン
ソースサーバが正常にシャットダウンすると、ターゲットへの保留中のすべての書き込みが完了します。
これにより、ターゲットシステムにデータが存在していることが保証されます。

ソースサーバに予期しない障害が発生した場合でも、インテントログ の機能により、ソースサーバの復旧
後に完全再同期を行わなくてすみます。インテントログ機能が無効になっている場合、またはボリューム
のインテントログファイルへのアクセス障害が SIOS DataKeeper によって検出された場合には、ソース
サーバがサービスを開始できるようになった後に完全再同期が実行されます。
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3.3.2.セカンダリサセカンダリサーーバの障害バの障害
セカンダリ (ターゲット) システムに影響を及ぼす障害が発生した場合は、影響を受けたミラーの状態は 一一
時停止時停止 になります。セカンダリサーバの障害の原因となった状況を解消して、ボリュームを再同期する必
要があります。セカンダリサーバに障害が発生した後は、ターゲットに対する書き込みは一切行われませ
ん。

障害発生後、セカンダリサーバがオンライン状態に戻ると、ミラーのソース側が自動的にターゲット側に
再接続します。続いて、部分再同期が実行されます。
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3.3.3.大量書き大量書き込込みにみに対対する考慮事項する考慮事項
SIOS DataKeeper では、同期中のボリュームにアクセスして書き込むことができます。再同期中、
DataKeeper はビットマップを複数回パスし、検出された各ダーティビットに対応するデータを同期しま
す。これが行われている間、ボリューム上で発生する書き込みは、すでに同期されているブロックをダー
ティにする可能性があります。特定の条件下では、ソースボリュームに対する書き込み処理が頻繁に行わ
れるため、再同期が完了しないことがあります。

ソースボリュームで書き込みが行われている間に再同期を完了させるために、DataKeeper は最後のダーテ
ィブロックが同期できるよう書き込みを一時的に遅らせる場合があります。 ResyncLowWater レジストリ
の値は、DataKeeper が書き込みを遅らせるためにビットマップに存在できるダーティブロックの最大数
を指定します。 ResyncBlockWritesTimeoutMs レジストリの値は、書き込みが遅れる最大時間（単位：ミ
リ秒）を指定します。

DataKeeper は、再同期が複数の再同期パスを試行するまで（具体的には、 MaxResyncPasses レジスト
リの値で指定された値の10％）、書き込みを遅らせません。たとえば、MaxResyncPasses がデフォルト
の200に設定されている場合、21番目がビットマップをパスするまで DataKeeper は書き込みを遅らせ
ず、ダーティブロックの数が ResyncLowWater 以下の場合にのみ書き込みを遅らせます。

書き込みが遅延しても ResyncBlockWritesTimeoutMs で指定された時間内に再同期が完了しない場合、再
同期は失敗し、書き込みが完了できるようになります。また、ミラーは一時停止状態になります。

書き込みの遅延を完全に無効にするには、ResyncLowWater を 0 に設定してください。
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3.3.4. CHKDSK にに関関する考慮事項する考慮事項
SIOS DataKeeper でミラーするボリュームで CHKDSK を実行しなければならない場合は、最初にミラー
を 一時停止一時停止 することをお勧めします。 CHKDSK を実行した後、ミラーを 再開再開 してください。部分再同
期が実行され (CHKDSK による書き込みがアップデートされます)、ミラーが再開します。

一時停止一時停止 に失敗した場合、ミラーは自動的に 一時停止一時停止 状態になり、CHKDSK の実行時に 再同期再同期 が実行
される場合があります。これによって明らかな問題が発生しない場合でも、CHKDSK が遅延し、SIOS
DataKeeper に不必要な状態の変化が生じてしまいます。

SIOS DataKeeper では、ミラーを構成するボリューム (ソース、ターゲットのどちらであっても) がシステ
ム起動時に自動的にチェックされないように自動的に確認されます。この機能によって、ミラーボリュー
ム上のデータは常に一貫した状態に保たれます。

注記注記: ビットマップファイル (非共有ボリューム用) は BitmapBaseDir により定義されるデフォルトの保存
場所の C ドライブに配置されます。 ソソーースス システムの C ドライブ　で CHKDSK を実行するとアクティ
ブなビットマップファイルが原因でエラーが発生します。スイッチオーバを実行してソースをターゲット
にし、ビットマップファイルをインアクティブにしてください。 その後、そのシステムを新しいターゲッ
ト(旧ソース)として CHKDSK を実行することが可能です。
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3.3.5. DKSUPPORT
DKSUPPORT .cmd は <DataKeeper Installation Path>\SUPPORT ディレクトリにあり、重要な設定情報
ファイルとイベントログファイルを収集して zip ファイルに圧縮するために使用されます。サポートプロ
セスの一環として、SIOS のサポートエンジニアが通常、この zip ファイルを必要とします。このユーティ
リティを実行するには、エクスプローラのウィンドウに表示された DKSUPPORT ファイルをダブルクリ
ックするか、DataKeeper Notification アイコン を右クリックして Gather Support Logs をクリックしま
す。

このユーティリティは、以下の手順を使用したコマンドプロンプトからも実行できます。

• コマンドプロンプトを開きます。

• 「 cd %extmirrbase% 」と入力します。

• DataKeeper のディレクトリ (または c:\Program Files (x86) \SIOS\DataKeeper) に移動します。

• 移動先のディレクトリで、 「 cd support 」と入力します。

• support ディレクトリで、「 dksupport.cmd 」コマンドを実行します。

• DataKeeper のミラーリングに使用されているすべてのシステムでこのコマンドを実行します。

support ディレクトリに zip ファイルが作成されます。この zip ファイルは、電子メールで
support@us.sios.com に送付することも、ファイル転送 (FTP) でサポートエンジニアリングに送信するこ
ともできます。

注記注記: このコマンドの実行が完了するまで時間がかかることがあります。
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3.3.6. DKHEALTHCHECK
DKHealthCheck.exe は <DataKeeper のインストールパス>\DKTools ディレクトリにあり、基本的なミラ
ーの状態を表示し、ミラーの問題検出を行うツールです。SIOS のサポートでは、サポートプロセスの一環
として、このツールを実行するよう要求する場合があります。

注記: DKHEALTHCHECK の出力はDKSupport で自動的にキャプチャされるため、DKSupport をすでに実
行している場合は、個別に実行する必要はありません。

このツールは、DataKeeper Notification Icon を右クリックし、[Launch Health Check] をクリックする
か、下記の手順を実行します。

コマンドプロンプトを開きます。

「cd %extmirrbase%」 と入力します。

DataKeeper のディレクトリ (または c:\Program Files (x86) \SIOS\DataKeeper) に移動します。

上述のディレクトリで 「cd DKTools」 と入力します。

DKTools ディレクトリ内で、以下の 「DKHealthCheck.exe」 コマンドを実行します。

ツールの結果をコマンドプロンプトからコピーおよび貼り付けて、電子メールで support@us.sios.com
に送付することができます。

または、DKTools ディレクトリ内で下記のコマンドを実行して、ファイルに出力するように指定すること
もできます。

• DKHealthCheck.exe > HealthCheck.txt

このファイルを電子メールに添付して送付することができます。

注記注記: このコマンドの実行が完了するまで時間がかかることがあります。
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3.3.7.イベントログの考慮事項イベントログの考慮事項
SIOS DataKeeper の動作ログはイベントログに対して書き込みが可能な状態であることが重要です。イベ
ントログがいっぱいにならないように注意する必要があります。次の手順に従って、必要に応じてイベン
トを上書きするようにイベントログを設定するのも 1 つの方法です。

1. [イベントログイベントログ] を開きます。

2. [システムログシステムログ] の上で右クリックし、 [プロパティプロパティ] を選択します。

3. [最大ログサイズ最大ログサイズ] の下にある [必要に必要に応応じてイベントを上書きするじてイベントを上書きする] を選択します。
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3.3.8.ディスク管理の使用ディスク管理の使用
Windows のディスクの管理ユーティリティを使用して SIOS DataKeeper ボリュームにアクセスする場合
は、次の点に注意してください。

• ディスクの管理を使用してミラー中のパーティションを削除することはサポートされていません。
SIOS DataKeeper のミラーに使用されているパーティションを削除すると、予期せぬ事態を招くこ
とがあります。

• SIOS DataKeeper のミラーに使用されているパーティションに割り当てられたドライブレターをデ
ィスクの管理ユーティリティを使用して変更する方法はサポートされておらず、使用すれば予期せ
ぬ事態を招くことがあります。

• Windows のディスクの管理ユーティリティは、ドライブ数に応じてターゲットノードでの起動時に
時間がかかります。Windows オペレーティングシステムにはエラー条件時の再試行が組み込まれて
いるので、ボリュームがロックされている場合、「ロックされている」ターゲットノードで起動する
ときの処理速度が影響を受けます。
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3.3.9.レジストリエントリレジストリエントリ
以下のレジストリは SIOS DataKeeper サービスまたはドライバに関連があり、Regedt32 を使用して参照
および編集することができます。
注記注記 :ここに記載されているもの以外、DataKeeper のレジストリキーの値を変更しないでください。

修正可能なレジストリエントリ修正可能なレジストリエントリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters

SIOS DataKeeper ドライバは以下のパラメータキーを使用します。パラメータキー内 (* で示す) の値はシ
ステムのすべてのボリュームに対してグローバルな値です。各ターゲット IP のレジストリキー († で示す)
の下の値はミラーのみに特有です。* および † で示される値は両方のキーの下に表示されます。(この場
合、ターゲット特有の値が優先されます)

BandwidthThrottle †

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\BandwidthThrottle

名前 タイプ デフォルトデータ

BandwidthThrottle REG_DWORD 0

ミラーに使用するネットワーク帯域幅の最大値 (単位 Kb/s)を指定してください。0 は [制限なし] という意
味です。

BitmapBaseDir *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
BitmapBaseDir

名前 タイプ デフォルトデータ

BitmapBaseDir REG_SZ
C:\%EXTMIRRBASE%\Bitmaps (通常は C:|Program Files\SIOS\DataKeeper\
Bitmapsですが、システムをアップグレードした場合、または SIOS
DataKeeper を別のパスにインストールした場合は異なります)。

SIOS DataKeeper がインテントログを保存するディレクトリを指定してください。 (注記注記: ドライブレター
は大文字である必要があります。) 空の文字列のディレクトリ設定はインテントログを無効にします。イイ
ンテントログの機能を無ンテントログの機能を無効効にするには、それらの各システムで設定が反映されるように再起動する必要がにするには、それらの各システムで設定が反映されるように再起動する必要が
あります。あります。

BitmapBytesPerBlock * †

場所場所:
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新しいミラ新しいミラーーにに対対して：して：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
BitmapBytesPerBlock

既既存のミラ存のミラーーにに対対して：して：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\BitmapBytesPerBlock

注：Parametersでこの編集する場合、すべての新規作成のミラーはこの値を引き継ぎますが、{Target
IP}でこの編集を行った場合には、値はそのTargetのみに反映されます。また、 {Target IP}において設において設
定された値は、定された値は、Parameter で設定された値に優先します。で設定された値に優先します。

名前 タイプ デフォルトデータ

BitmapBytesPerBlock REG_DWORD 65536 (0×10000)

書き込み要求が発生した際に DataKeeper Intent Log のビットマップにダーティーとして表されるバイ
ト数を指定します。ビットマップ内の単一のビットは65536バイトを表し、BitmapBytesPerBlock は、
複数のビットとして表される有効なブロックサイズを表します。この値を増やすことで、シーケンシャ
ル書き込みや比較的レイテンシの大きなBitmapストレージでの動作など、特定の状況においてレプリケ
ーションのパフォーマンスを改善することが可能です。65,536バイト以下ブロックのシーケンシャル書
き込みでは、より大きなブロックサイズはビットマップファイルへの書き込み回数の減少を意味しま
す。より大きなブロックサイズを指定することは、もっぱらランダムな書き込みが行われる環境や、低
レイテンシの高速なシステム上では顕著なパフォーマンスの改善にはつながりません。また、より大き
なブロックサイズはシステム障害時における再同期時にデータ量の増大につながる場合もあります。

注：注： BitmapBytesPerBlockの最低値は65,536であり、これより低い数値は65,536として扱われます。最
大値には制限はありません。

注：注： BitmapBytesPerBlock はミラー再同期の速度には影響しません。

BlockWritesOnLimitReached * †

場所場所:

新しいミラ新しいミラーーにに対対して：して：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
BlockWritesOnLimitReached

既既存のミラ存のミラーーにに対対して：して：
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HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\BlockWritesOnLimitReached

注： Parameters の下のこのエントリを編集する場合、作成されたすべての新しいミラーはこの値を継
承します。 {Target IP} の下のこのエントリを編集する場合、値はそのターゲットにのみ関係します。
すべてのすべての {Target IP} の値は、グロの値は、グローーバルパラメバルパラメーータ値を上書きします。タ値を上書きします。

名前 タイプ デフォルトデータ

BlockWritesOnLimitReached REG_DWORD 0

この値は、ミラーの書き込みキューが定義された上限値に達した場合（WriteQueueHighWater または
WriteQueueByteLimit に達した場合）のミラーの動作を決定します。 BlockWritesOnLimitReached が
「0」の場合、ミラーは一時停止され、少し後に部分再同期が開始されます。
BlockWritesOnLimitReached が「1」の場合、書き込みキューに空きができるまで、書き込みは遅延しま
す。ミラーはミラーリング状態のままですが、ネットワークの速度とリモートノードのボリュームに応じ
てアプリケーションのスループットが低下します。このレジストリ値を更新した後、 DataKeeper が直
ちに新しい値の使用を開始できるように、 READREGISTRY コマンドを実行してください。

CompressionLevel †

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\CompressionLevel

名前 タイプ デフォルトデータ

CompressionLevel REG_DWORD 0

指定したミラーに対する圧縮レベルを指定してください。有効値は 0 ～ 9 です。レベル 0 は「圧縮なし」で
す。1 ～ 9 の値は、圧縮の CPUの集中レベルを増分的に指定します。圧縮レベル 1 は高速圧縮です。デー
タを圧縮する CPU時間は最短ですが、パケットサイズが最大になります。レベル 9 は圧縮時間が最長で
すが、圧縮率は最大になります。つまり、CPU 時間は長くなりますが、パケットサイズは最小になりま
す。お使いのシステム、ネットワーク、および作業負荷に応じて、CPU 利用率とネットワーク効率の均衡
を取るように適切なレベルに調節することができます。

DontFlushAsyncQueue *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
DontFlushAsyncQueue

名前 タイプ デフォルトデータ

DontFlushAsyncQueue REG_SZ 空空 <drive letter> [<drive letter>]

ドライバがフラッシュ要求を受けた場合に、非同期キューをフラッシュしないボリュームを指定すること
ができます。この値は適用されるボリュームのドライブレターを含みます。ドライブレターは続けて入力
するか (XY) またはスペースで区切って (X Y) 入力してください。コロンは不要です。このレジストリ値を
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更新した後、DataKeeper が新しい値を使用してすぐに起動できるように READREGISTRYコマンドを実
行してください。 (注記注記: DontFlushAsyncQueue を設定する場合は、デを設定する場合は、デーータとデタとデーータベタベーースログを同じパスログを同じパ
ーーティションに配置してくださいティションに配置してください)

MaxResyncPasses *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
MaxResyncPasses

名前 タイプ デフォルトデータ

MaxResyncPasses REG_DWORD 200 (0xc8)

SIOS DataKeeperが再同期プロセスを一時的に中断する前に、ソースボリュームに一定の書き込み処理
がある間に再同期の最大パス数を指定してください。この中断後、通常は60秒後に再同期が自動的に再
開されます。すべてのパスで、SIOS DataKeeperはパスの途中で書き込まれたボリュームブロックをマ
ークします。次のパスでは、マークされたブロックのみをターゲットに送信します。

注：設定されたすべての変更の反映には、システムの再起動が必要となります。

NotificationIconUpdateStatus *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
NotificationIconUpdateStatus

名前 タイプ デフォルトデータ

NotificationIconUpdateStatus REG_SZ true

マシン上の DataKeeper 通知アイコンのすべてのインスタンスによって実行されるステータス更新チェッ
クを無効にすることができます。この値には、 Trueまたは Falseのいずれかを設定する必要がありま
す。コンテキストメニューから通知アイコンを無効にすると、このエントリーは Falseに設定されます。

PingInterval *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
PingInterval

名前 タイプ デフォルトデータ

PingInterval REG_DWORD 3000 (0xBB8)

ping 間の発行間隔をミリ秒で指定してください。WAN 接続または信頼性の低いネットワークに対しては、
高い値を設定してください。 MaxPingMissesの値とともに発行間隔をカスタマイズすることでミラーリ
ングのパフォーマンスを調整することが可能です。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 81 / 310



ResyncBlockWritesTimeoutMs * †

場所場所:

新しいミラ新しいミラーーの場合：の場合：

およびおよび

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
ResyncBlockWritesTimeoutMs

既既存のミラ存のミラーーの場合：の場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\ResyncBlockWritesTimeoutMs

注記注記 ： パラメパラメーータタ の下にあるこのエントリを編集する場合、作成されたすべての新しいミラーはこの
値を継承します。 {Target IP} の下にあるこのエントリを編集する場合、値はそのターゲットにのみ関連
します。 すべてのすべての{Target IP}の値は、グロの値は、グローーバルパラメバルパラメーータの値を上書きします。タの値を上書きします。

名前 タイプ デフォルトデータ

ResyncBlockWritesTimeoutMs REG_DWORD 150 (0×96)

再同期中に DataKeeper が書き込みを遅らせる最大時間を指定します。詳細については、 大量書き込み
に対する考慮事項 のトピックを参照してください。

ResyncFileWriteFreqMs †

場所場所:HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\ResyncFileWriteFreqMs

名前 タイプ デフォルトデータ

ResyncFileWriteFreqMs REG_DWORD 100 (10進数)

再同期中にミラーの永続的なビットマップファイルの更新頻度をミリ秒単位で指定します。

このレジストリエントリこのレジストリエントリーーはは内内部での使用のみを目的としています。部での使用のみを目的としています。変変更することはできません。更することはできません。

ResyncLowWater * †

場所場所:
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新しいミラ新しいミラーーの場合：の場合：

およびおよび

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
ResyncLowWater

既既存のミラ存のミラーーの場合：の場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\ResyncLowWater

注記注記 ： パラメパラメーータタ の下にあるこのエントリを編集する場合、作成されたすべての新しいミラーはこの
値を継承します。 {Target IP} の下にあるこのエントリを編集する場合、値はそのターゲットにのみ関連
します。 すべてのすべての{Target IP}の値は、グロの値は、グローーバルパラメバルパラメーータの値を上書きします。タの値を上書きします。

名前 タイプ デフォルトデータ

ResyncLowWater REG_DWORD 150 (0×96)

再同期中に DataKeeper が書き込みを遅らせるダーティーブロックの最大数を指定します。詳細につい
ては、 大量書き込みに対する考慮事項 のトピックを参照してください。

ResyncReads *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\ResyncReads

名前 タイプ デフォルトデータ

Resync Reads REG_DWORD 20 (0×14)

この値は、ミラー再同期の間、読み込んでターゲットシステムに送信するために処理中にできる最大デ
ィスクブロック数を表します。この値を変更するとミラーの再同期速度が変更されます。

注記注記: この値の調整は、同期および非同期のミラーに適用することができます。

SetSvcNullSessionPipes *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
SetSvcNullSessionPipes

名前 タイプ デフォルトデータ

SetSvcNullSessionPipes REG_DWORD 1
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DataKeeper はシステム間およびクライアントシステムと DataKeeper サービス間との通信のために名前付
きパイプ “DkSvcPipe”を使用します。デフォルトでこのパイプは、匿名接続 を許可する権限をもって作成
されます。 (これは NullSessionPipes リストに追加されます)。NullSessionPipes から DkSvcPipeを削除す
る場合は、 この値を “0” にし、レジストリ値を編集してください。HKEY_LOCAL_MACHINE\System\
CurrentControlSet\Services\LanManServer\Parameters\NullSessionPipes – このレジストリ値のパイプリス
トから DkSvcPipe を削除してください。

SnapshotLocation †

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\SnapshotLocation

名前 タイプ デフォルトデータ

SnapshotLocation REG_SZ <drive letter>

このボリュームのターゲットスナップショットファイルを格納するフォルダを指定します。

TargetDispatchPort *

場所場所

タターーゲットシステムゲットシステム:
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
TargetDispatchPort

上記タ上記ターーゲットにミラゲットにミラーーを作成するソを作成するソーースシステムスシステム:

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Targets{Target IP} （つまり、タ（つまり、ターーゲットシステムのゲットシステムのIPアドレスを名前とするキアドレスを名前とするキーーを作成するか、すでを作成するか、すで
に存在する場合はそのキに存在する場合はそのキーーののTargetDispatchPortの値を更新します。）の値を更新します。）

名前 タイプ デフォルトデータ

TargetDispatchPort REG_DWORD 9999

ディスパッチポートを 9999 から変更する場合は、TargetDispatchPort を設定すべき箇所が 2 か所あり
ます。ターゲットシステムでは、 ExtMirr\Parameters キー内に配置してください。新しい設定は、サー
バのすべての既存および新規ターゲットに対して適用されます。 変変更したパラメ更したパラメーータキタキーーの設定を反映の設定を反映
させるには、タさせるには、ターーゲットの再起動が必要です。ゲットの再起動が必要です。 このターゲットへのミラーを作成するソースシステム
で、ミラーがすでに存在する場合は、 ExtMirr\Parameters\Targets\{Target IP} キーに配置します。その
キーがまだ存在しない場合は作成してください。

注記注記: ソースとターゲットの両方で、ポートを同じにしてください。

新しいディスパッチポートを動作させるためにはすべてのソースおよびターゲットサーバ上でファイア
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ウォールを開放する必要があります。

TargetPortBase *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
TargetPortBase

名前 タイプ デフォルトデータ

TargetPortBase REG_DWORD 10000

ターゲットボリュームへの接続に対するベースの TCP ポート番号を指定してください。この番号はデフ
ォルトのポートが他のサービスで使用されている場合、またはファイアウォールでブロックされている
場合に調整する必要があることもあります。ターゲットが使用する実際のポートは次のように計算され
ます。

ポート = TargetPortBase + (ボリュームレター - A:)

以下に例を示します。

　　TargetPortBase = 10000

　　ボリュームレター = H

　　ポート = 10000 + (H:-A:)= 10007

TargetPortIncr *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
TargetPortIncr

名前 タイプ デフォルトデータ

TargetPortIncr REG_DWORD 256

ベースの TCPポート番号の増分を指定してください。これは、TCP ポートが使用されている場合にのみ使
用されます。例えば、ターゲットがポート 10005 を使用しようとしたがこのポートが使用中だった場合、
ポート 10005 + TargetPortIncrを使用して処理が再試行されます。

TargetSnapshotBlocksize *

場所場所: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\TargetSnapshotBlocksize

名前 タイプ デフォルトデータ

TargetSnapshotBlocksize REG_DWORD なし
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DataKeeper のターゲットスナップショットは、スナップショットファイルに書き込むすべてのエントリ
について、デフォルトのブロックサイズ 64KB を使用します。このブロックサイズを変更するには、
TargetSnapshotBlocksize レジストリキーを作成します。

この値は必ず、ディスクセクタサイズ (通常は 512 バイト) の倍数にする必要があります。特定の作業負
荷と書き込みパターンについて、ブロックサイズ変更のメリットがあります。たとえば、データの順次
ストリームで書き込むボリューム (SQL Server のログファイルなど) では、大きいブロックサイズが効
果的です。ブロックサイズを大きくすると、連続するブロックを書き込むときにターゲットの読み取り
回数が少なくなります。ただし、ランダムなパターンで書き込まれるボリュームでは、小さい値、また
はデフォルトの 64KB が効果的です。ブロックサイズを小さくすると、ランダム書き込み要求でのスナ
ップショットファイルの使用量が少なくなります。

VssQuiesceWaitTimeoutMs *

場所場所

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
VssQuiesceWaitTimeoutMs

名前 タイプ デフォルトデータ

VssQuiesceWaitTimeoutMs REG_DWORD 60000

DataKeeper のサービスが VSSスナップショットソースの開始要求を完了するまでの待機時間（ミリ秒単
位）を指定します。VSS スナップショットソースの開始要求は、VSS を使用してスナップショットボリュ
ームのデータを静止させます。

WriteQueueByteLimitMB †

場所場所

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\WriteQueueByteLimitMB

名前 タイプ デフォルトデータ

WriteQueueByteLimitMB REG_DWORD 0

このミラーの書き込みキューに割り当てることができる最大バイト数を指定します（メガバイト単位 -
1048576バイトの倍数）。値「0」は「制限なし」を意味します。大量のディスク書き込み処理の間、このミ
ラーの書き込みキューが WriteQueueByteLimitMB に達するレベルまで増加すると、SIOS DataKeeper
ドライバーはミラーを一時停止してキューを排出し、自動的に部分再同期を開始します。このレジスト
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リ値を更新した後、DataKeeper が新しい値を使用してすぐに起動できるように READREGISTRY コマ
ンドを実行してください。

この値は、ミラーが再同期状態にある場合だけでなくミラーがミラーリング状態にある場合にも、ボリ
ュームデータをターゲットに送信する間使用されます。再同期中に書き込みキューに置くことのできる
64KB（65536バイト）ブロックの数を指定する ResyncReads の値（下記参照）が、
WriteQueueByteLimitMB で指定した上限を超えないようにする必要があります。
WriteQueueByteLimitMB が0に設定されていない場合、ResyncReads に65536を乗じて1048576で割っ
た値はWriteQueueByteLimitMB を超えてはなりません。

この値は、WriteQueueHighWater（下記参照）と組み合わせて使用できます。両方の値の上限が0以外
の値に設定されている場合、いずれかの上限に達するとミラーは一時停止されます。一方が0に設定され
て他方が0以外の値に設定されている場合、0ではないほうの値が優先されます（書き込みキューによる
非ページメモリの使用は推奨しません）。

注記：この調整パラメーターは、同期ミラーと非同期ミラーに適用されます。SIOS DataKeeper パフォ
ーマンスモニタカウンタ、特に [キューの現在のバイト数] を使用してミラーリングの動作を監視し、そ
れに応じてこの制限を設定できます。

WriteQueueHighWater * †

場所場所

新規ミラ新規ミラーーの場合の場合:

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
WriteQueueHighWater

およびおよび

既既存ミラ存ミラーーの場合の場合:

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\ExtMirr\Parameters\
Volumes\{Volume GUID}\Targets\{Target IP}\WriteQueueHighWater

注記注記 : このエントリの Parameters を編集した場合、新規に作成されたミラーは全てこの値を継承しま
す。このエントリの Target を編集した場合、その値は作成された 1 つのターゲットにのみ適用されま
す。 Target の値はの値は Parameter の値よりも優先されます。の値よりも優先されます。

名前 タイプ デフォルトデータ

WriteQueueHighWater REG_DWORD 20000 (0×4e20)
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このミラーの書き込みキューに格納できる書き込み要求の最大数（バイト数ではありません）を指定し
てください。値「0」は「制限なし」を意味します。大量のディスク書き込み処理の間にこのミラーの書き込
みキューの長さがこの値に達した場合、SIOS DataKeeper ドライバーは一時的にミラーを停止して、キ
ューを排出し、自動的に部分再同期を開始します。この値は、バイト数ではなく、キュー内の書き込み
要求の数を表します。このレジストリ値を更新した後、DataKeeper が新しい値を使用してすぐに起動で
きるように READREGISTRY コマンドを実行してください。

この値は、ミラーが再同期状態にある場合だけでなくミラーがミラーリング状態にある場合にも、ボリ
ュームデータをターゲットに送信する間使用されます。ResyncReads の値（下記参照）は再同期中に書
き込みキューに置くことができるブロック数を指定し、WriteQueueHighWater が0に設定されていない
場合、WriteQueueHighWaterで指定された上限を超えないようにする必要があります。

この値は、WriteQueueByteLimitMB と組み合わせて使用できます。両方の上限が0以外の値に設定され
ている場合、いずれかの上限に達するとミラーは一時停止されます。一方が0に設定されて他方が0以外
の値に設定されている場合、0ではないほうの値が優先されます。両方とも0に設定されている場合、ミ
ラーの書き込みキューは一切制限されません（この設定は推奨しません。WriteQueue は Nonpaged メ
モリを使用します）。

注記注記: この値の調整は、同期および非同期のミラーに適用されます。この値はシステムで使用可能なメモ
リに依存します。SIOS DataKeeper パフォーマンスモニタカウンタを使用してミラーリング処理を監視
すると、この値を適切に設定することができます。
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3.3.10. SIOS DataKeeper でで EMCMD を使用すを使用す
るる
SIOS DataKeeper に付属の EMCMD ユーティリティは、コマンドラインでのミラー操作方法を提供しま
す。スクリプトは「通常の」確認ルールが適用できない状況で実行されるため、EMCMD は SIOS
DataKeeper ユーザインターフェースを使用して実行されるものと同種の正常チェックを実行しません。
EMCMD は、SIOS DataKeeper レプリケーションサービスにコマンドを渡すだけで、サービスは任意の決
定を下すことができます。DataKeeper ユーザインターフェースを使用した場合に行われるようなチェック
がないことによって、EMCMD は便利な診断およびサポートツールになります。ただし、SIOS
DataKeeper の内部構造に詳しくないユーザにとっては、潜在的に危険です。

以下のセクションでは、EMCMD SIOS DataKeeper コマンドラインの操作について詳しく説明します。

• Administrator コマンドプロンプトを起動します。

• cd %extmirrbase% と入力します。

• DataKeeper ディレクトリまたは c:\Program Files (x86) \SIOS\DataKeeper に移動しました。

注記注記: 以下の表現規則を使用します。

<system>
システムの NetBIOS 名、IP アドレス、または完全修飾ドメイン名を使用して、指定のシステ
ムに接続してください。emcmd を実行しているローカルシステムは、ピリオド (.) で表すこと
もできます。

<drive>
参照されているドライブレターを指します。EMCMD は 1 文字目の後はすべて解析するので、
「:」 (コロン) は無効です。

場合によっては、一連の EMCMD コマンドを実行して機能を実行する必要があります。

例例: 削除されたミラーをクリーンアップするには、各クラスタノードで次の3つのコマンドを実行する必要
があります。

• emcmd . deletelocalmirroronly <クリーンアップするミラーのボリュームレター>

• emcmd . clearswitchover <クリーンアップするミラーのボリュームレター>

• emcmd . updatevolumeinfo <クリーンアップするミラーのボリュームレター>

次に、emcmd createmirror コマンドを使用してミラーを再作成します (例: emcmd <ミラーのソースのア
ドレス> createmirror <ボリュームレター> <ミラーのターゲットのアドレス> <ミラーのタイプ（同期の場
合はS、非同期の場合はA）>。 このコマンドでミラーを再作成し、既存のDataKeeperジョブに接続しま
す。

注記注記: これらのコマンドは注意して実行してください。ご質問がある場合は、弊社サポート
support@us.sios.com までお問い合わせください。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 89 / 310

mailto:support@us.sios.com


ミラー状態の定義

BREAKMIRROR

CHANGEMIRRORENDPOINTS

CHANGEMIRRORTYPE

CLEARBLOCKTARGET

CLEARSNAPSHOTLOCATION

CLEARSWITCHOVER

CONTINUEMIRROR

CREATEJOB

CREATEMIRROR

DELETEJOB

DELETELOCALMIRRORONLY

DELETEMIRROR

DROPSNAPSHOT

GETBLOCKTARGET

GETCOMPLETEVOLUMELIST

GETCONFIGURATION

GETEXTENDEDVOLUMEINFO

GETJOBINFO

GETJOBINFOFORVOL

GETMIRRORTYPE

GETMIRRORVOLINFO

GETREMOTEBITMAP

GETRESYNCSTATUS

GETSERVICEINFO
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GETSNAPSHOTLOCATION

GETSOURCEMIRROREDVOLUMES

GETTARGETMIRROREDVOLUMES

GETVOLUMEDRVSTATE

GETVOLUMEINFO

ISBREAKUSERREQUESTED

ISPOTENTIALMIRRORVOL

LOCKVOLUME

MERGETARGETBITMAP

PAUSEMIRROR

PREPARETOBECOMETARGET

READREGISTRY

RESTARTVOLUMEPIPE

RESYNCMIRROR

SETBLOCKTARGET

SETCONFIGURATION

SETSNAPSHOTLOCATION

STOPSERVICE

SWITCHOVERVOLUME

TAKESNAPSHOT

UNLOCKVOLUME

UPDATEJOB

UPDATEVOLUMEINFO
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3.3.10.1.ミラミラー状ー状態の定義態の定義
さまざまな状態の記述のため、内部的に次の数字が使用されます。この数字は EMCMD によって使用され
ますが、イベントログのエントリにある状態番号でもあります。

-1: 無効な状態

0: ミラーなし

1: ミラーリング

2: ミラーは再同期中

3: ミラーは中断

4: ミラーは一時停止

5: 再同期は待ち状態
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3.3.10.2. BREAKMIRROR
EMCMD <system> BREAKMIRROR <volume letter> [<targetsystem>]

このコマンドはミラーを 中中断断 状態にします。ミラーを中断すると、ミラーの再開時または再同期時に完全
再同期が実行されます。パラメータは次のとおりです。

<system>
中断するミラーのソースシステムです。ターゲットシステムでの BREAKMIRRORコマンドは
無効です。

<volume
letter>

中断するミラーのボリュームレターです。

<target
system>

中断するミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関連し
ている場合は、オプションパラメータを使用することもできます。このオプションパラメータ
を指定しない場合、ミラーはすべてのターゲットに対して中断されます。
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3.3.10.3. CHANGEMIRRORENDPOINTS
changemirrorendpointsコマンドをコマンドを実実行する前に行う必要のあるアクション行する前に行う必要のあるアクション

1. ボリュームの ジョブ情報を表示ジョブ情報を表示 します。
2. コマンドラインからEMCMDコマンドを使用して ミラミラーーを一時停止を一時停止 します。

emcmd . pausemirror <drive>
3. システムの IP アドレスをアドレスを変変更更 します (必要な場合)。

注記注記: 必要な DataKeeperポポーートト は、Windowsファイアウォール、AWSセキュリティグループ、また
はその他のステートフルパケットインスペクションデバイスを介して利用できます。
DataKeeperに必要なポートについては、 こちら をご覧ください。

4. EMCMD CHANGEMIRRORENDPOINTS をを実実行行 して、新しい IP アドレスに変更します。

– ソースのみIPアドレスを変更する

– ターゲットのみIPアドレスを変更する

– ソースとターゲットのIPアドレスを変更する

5. EMCMD . CONTINUEMIRROR <drive> をを実実行行 してミラーリングを再開します。

CHANGEMIRRORENDPOINTSコマンドコマンド

• このコマンドは、指定ボリュームの DataKeeper ジョブの一部であるシステム内のレプリケー
ションに使用する IP アドレスを変更します。

emcmd <NEW source IP> CHANGEMIRRORENDPOINTS <volume letter> <ORIGINAL
target IP> <NEW source IP> <NEW target IP>

• ソソーースのみスのみ の IP アドレスを変更する場合の記述形式は下記の通りです。

emcmd <NEW source IP> CHANGEMIRRORENDPOINTS <volume letter> <ORIGINAL
target IP> <NEW source IP> <ORIGINAL target IP>

• タターーゲットのみゲットのみ の IP アドレスを変更する場合の記述形式は下記の通りです。

重要重要: ソースとターゲットの IP アドレスを更新アドレスを更新していない場合は、
CHANGEMIRRORENDPOINTS コマンドを実行する前に更新してください。このコ
マンドは、自動的にミラーを 一時停止一時停止の状態にします。

!

ミラーが継続される前にソースシステムが再起動されると、ミラーリングされたボリ
ューム上で完全な再同期が実行されます。

!
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emcmd <ORIGINAL source IP> CHANGEMIRRORENDPOINTS <volume letter>
<ORIGINAL target IP> <ORIGINAL source IP> <NEW target IP>

以下の例を参照してください。

「設定 」セクションの 「WAN に関する考慮事項 」および「LAN/WAN 間のデータの初期同期 」を参照し
てください。

<system name> ミラーに使用できる新しいソース IP アドレスがあるシステムです。
<volume letter> 変更するミラーのドライブレターです。
<original target IP> ターゲットシステムの以前の IP アドレスです。
<new source IP> ソースシステムの新しい IP アドレスです。
<new target IP> ターゲットシステムの新しい IP アドレスです。

注記注記:

• ジョブには複数のボリュームおよび複数のミラーが含まれる場合があります。
CHANGEMIRRORENDPOINTS コマンドを使用するたびに、1 つのミラーのエンドポイントが
変更されます。1×1 ミラー (1 つのソース、1 つのターゲット) の場合、コマンドを 1 回実行す
る必要があります。 2×1 ミラー (1 つのターゲットノードで共有ボリュームを持つノード 2 つ)
または 1×1×1 (1 つのソース、2 つのターゲットノード) の場合、必要なミラーエンドポイント
を変更するには、コマンドを 2 回実行する必要があります。

• エンドポイントを変更する既存のミラーが現在アクティブなミラーである場合は、エンドポイ
ントを変更する前に、一時停止 、中断 、または 再同期再同期 (ペンディングペンディング) の状態にする必要があ
ります。

変更前にボリュームの ジョブ情報ジョブ情報 を表示すると参考になります。
例: emcmd . getJobInfoForVol D

エンドポイントを変更する間、DataKeeper GUI の [ジョブジョブ] アイコンが赤くなる場合がありますが、
ContinueMirror コマンドを実行すると緑に戻ります。
以下の例では、172.17.103 サブネットから 192.168.1 サブネットにミラーを移動します。基本的な操
作は以下の通りです。

1. ボリュームの ジョブ情報を表示ジョブ情報を表示 します。
2. コマンドラインからEMCMDコマンドを使用して ミラミラーーを一時停止を一時停止 します。
3. システム上で IP アドレスをアドレスを変変更更 します。 (必要な場合。)

このコマンドは 3 ノード以下で構成されるミラーボリュームのエンドポイントの変更
をサポートします。4 つ以上のノードで構成される場合は、ミラーを削除してから再
作成する必要があります。
*

中断 のコマンドを使用すると、 完全再同期完全再同期が実行されます。中断ではなく、ミラー
を一時停止 してください。

!
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4. EMCMD CHANGEMIRRORENDPOINTS を実行して新しい IP アドレスに変更します。

5. EMCMD CONTINUEMIRROR を実行して、ミラーを再開します。ミラーが再開される前にソー
スシステムが再起動されると、ミラー対象のボリューム上で完全再同期が発生します。

1×1 ミラミラーーのの CHANGEMIRRORENDPOINTSコマンドの例コマンドの例

1×1 ミラー (ソースとターゲットのみ) の場合、コマンドを 1 回実行する必要があります。

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol D

ID = caa97f9f-ac6a-4b56-8f25-20db9e2808a8

Name = Mirr Vol D

Description = Mirror Volume D

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;D;172.17.103.223;SYS1.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.221;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL PauseMirror D

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorEndPoints D 172.17.103.223
192.168.1.221 192.168.1.223

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol D

…

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;D;192.168.1.223;SYS1.MYDOM.LOCAL;D;192.168.1.221;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ContinueMirror D

2×1 ミラミラーーのの CHANGEMIRRORENDPOINTSコマンドの例コマンドの例

共有ソースボリュームとターゲットボリュームを含む 2×1 ミラーの場合は、コマンドを 2 回実行する必
要があります。

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol E

ID = caa97f93e-ac6a-4b56-8f25-20db9e2808a8

重要重要: CHANGEMIRRORENDPOINTS コマンドを実行する前にソースおよびターゲッ
トの IP アドレスを更新アドレスを更新してください。この操作によりミラーが自動的に 一時停止一時停止
の状態になります。

!
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Name = Mirr Vol E

Description = Mirror Volume E

MirrorEndPoints = SYS1.MYDOM.LOCAL;E;0.0.0.0;SYS2.MYDOM.LOCAL;E
;0.0.0.0;D

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.223;SYS2.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.222;A

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.223;SYS1.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.221;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL PauseMirror E

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorEndPoints E 172.17.103.223
192.168.1.221 192.168.1.223

emcmd SYS2.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorEndPoints E 172.17.103.223
192.168.1.222 192.168.1.223

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol E

…

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;E;0.0.0.0;SYS2.MYDOM.LOCAL;E;0.0.0.0;D

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;E;192.168.1.223;SYS2.MYDOM.LOCAL;E;192.168.1.222;A

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;E;192.168.1.223;SYS1.MYDOM.LOCAL;E;192.168.1.221;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ContinueMirror E

1×1×1 ミラミラーーのの CHANGEMIRRORENDPOINTSコマンドの例コマンドの例

2 つのターゲットボリュームを含む 1×1×1 ミラーの場合は、コマンドを 2 回実行する必要があります。

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol J

ID = caa97f93j-ac6a-4b56-8f25-20db9j2808a8

Name = Mirr Vol J

Description = Mirror Volume J
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MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.221;SYS3.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.223;A

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.223;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.222;A

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.221;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.222;A

この例では、システム「SYS3.MYDOM.LOCAL」が別のサイトに移動されます。

SYS1 と SYS2 は、新しいサブネット (192.168.1.*) を使用して SYS3 と通信するようになります。

ただし、SYS1 と SYS2 は、相互の通信に 172.17.103.* を使用し続けます。

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL PauseMirror J

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorEndPoints J 172.17.103.223
192.168.1.221 192.168.1.223

emcmd SYS2.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorEndPoints J 172.17.103.223
192.168.1.222 192.168.1.223

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol J

…

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;192.168.1.221;SYS3.MYDOM.LOCAL;J;192.168.1.223;A

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;J;192.168.1.223;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;192.168.1.222;A

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.221;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.222;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ContinueMirror J
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3.3.10.4. CHANGEMIRRORTYPE
EMCMD <system> CHANGEMIRRORTYPE <volume letter> <remote ip> <A/S>

このコマンドは、DataKeeper ジョブの一部であるミラーのミラータイプを変更するために使用します。

注記注記: ボリュームがオンラインになっている必要があります。

以下の例を参照してください。

サポートされている DataKeeper のミラータイプについては、「 同期および非同期ミラーリング 」を参照し
てください。

<system> ミラータイプの変更を開始するソースまたはターゲットシステムです。

<volume letter> 変更するミラーのドライブレターです。

<old target IP> リモートシステムの IP アドレスです。

<A/S> 新規ミラータイプ（非同期または同期）です。

注記注記:

• ジョブには複数のボリュームおよび複数のミラーが含まれる場合があります。
CHANGEMIRRORTYPE コマンドを使用するたびに、1 つのミラーのエンドポイントが変更されま
す。

• 既存のミラーのミラータイプを変更するには、ミラー内の各システムでボリュームがオンラインにな
っている必要があります。

• 既存のミラーのミラータイプは、ミラーがアクティブなミラーリング状態のときに変更できます。タ
イプの変更は直ちに有効になります。

• 存在しないミラーのミラータイプを変更することができます。 以下の1×1×1の例を参照してくださ
い。

• スプリットブレイン状態にあるミラーのミラータイプは変更できません。スプリットブレインを最
初に解決する必要があります。

• ジョブに複数のミラーが含まれている場合は、個々のミラータイプを変更できます。1 つのジョブ
内、およびジョブ内の個々のボリュームのミラー内で、ミラータイプを混在させることができます。

1×1 ミラミラーーのの CHANGEMIRRORTYPEコマンドの例コマンドの例

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol D

ID = caa97f9f-ac6a-4b56-8f25-20db9e2808a8
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Name = Mirr Vol D

Description = Mirror Volume D

MirrorEndPoints　=　SYS3.MYDOM.LOCAL;D;172.17.103.223;SYS1.MYDOM.LOCAL;E;172.17.103.221;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorType D 172.17.103.223 S

この例では、SYS1 とSYS3 の間のD: のミラーを同期に変更しています。

1×1×1 ミラミラーーのの CHANGEMIRRORTYPEコマンドの例コマンドの例

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL getJobInfoForVol J

ID caa97f93j-ac6a-4b56-8f25-20db9j2808a8

Name = Mirr Vol J

Description = Mirror Volume J

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.221;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.222;A

MirrorEndPoints =
SYS1.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.221;SYS3.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.223;A

MirrorEndPoints =
SYS3.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.223;SYS2.MYDOM.LOCAL;J;172.17.103.222;A

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL GetMirrorVolInfo J

J: 1 SYS1.MYDOM.LOCAL 172.17.103.222 1

J: 1 SYS1.MYDOM.LOCAL 172.17.103.223 1

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorType J 172.17.103.222 S

emcmd SYS1.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorType J 172.17.103.223 S

emcmd SYS2.MYDOM.LOCAL ChangeMirrorType J 172.17.103.223 S

この例では、すべてのミラータイプを同期に変更しています。3つ目のコマンドで、SYS2 と SYS3 間の存
在しないミラーのミラータイプを変更しています。
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3.3.10.5. CLEANUPMIRROR
C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper\Support>cleanupmirror
<volume_letter>

このコマンドはノード上でローカルでのみ実行でき、残っているすべてのミラーを削除します。

用途用途 :

• WSFCまたはDataKeeper GUIから削除されなかったミラーを削除する
• ミラーが再作成された際に（emcmd、createmirrorコマンド）、WSFCに影響を与えずに残りのミラ
ーの残りを削除する

パラメーターは以下の通りです。

<root>\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper\Support> The location of the \DataKeeper\Support Directory

<volume_letter> Mirror volume letter. Valid values: A – Z

• Administrator コマンドプロンプトを起動します。

• cd %extmirrbase% と入力します。

• DataKeeper ディレクトリまたは c:\Program Files (x86) \SIOS\DataKeeper に移動しました。

• 移動したディレクトリで、cd support と入力します。

• サポートディレクトリ内から、以下のコマンドを実行します。
cleanupmirror <volume_letter>

• DataKeeper ミラーリングの対象になっているすべてのシステムで、このコマンドを実行します。
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3.3.10.6. CLEARBLOCKTARGET
EMCMD <システムシステム> CLEARBLOCKTARGET <ボリュボリューームレタムレターー>

このコマンドは、ブロックターゲットフラグの状態を FALSE に設定します。ブロックターゲットフラグ
がFALSE に設定されると、システムは選択されたボリュームのターゲットになることができます。このコ
マンドは、内部での使用のみを目的としています。このコマンドを実行しても出力は生成されません。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたは、ターゲットシステムのどちらかです。

<volume
letter>

ブロックターゲットフラグの状態を　FALSEに設定するボリュームのドライブレターで
す。
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3.3.10.7. CLEARSNAPSHOTLOCATION
EMCMD <system> CLEARSNAPSHOTLOCATION <volume letter>

このコマンドは、指定システムの指定ボリュームについて、スナップショットの場所 (ディレクトリのパ
ス) をクリアします。このコマンドが正常に実行されると、指定ボリュームのスナップショットが無効に
なります。

パラメータは次のとおりです。

<system> スナップショットの場所のシステム名 / IP アドレスです。

<volume letter> スナップショットを作成する対象のボリュームのドライブレターです。

出力例

Status = 0

このコマンドが正常に実行されると、ステータス 0 が返されます。コマンドが失敗した場合は、0 以外の
ステータスが返されます。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 103 / 310



3.3.10.8. CLEARSWITCHOVER
EMCMD <system> CLEARSWITCHOVER <volume letter>

このコマンドは前回、ミラーが DELETELOCALMIRRORONLY コマンドで削除され、再構成を必要とす
るターゲットシステムで実行する必要があります。このコマンドは DELETELOCALMIRRORONLY を使
用してターゲットから削除されたボリュームに対して設定された SIOS DataKeeper スイッチオーバフラグ
をクリアします。DELETELOCALMIRRORONLY を使用して削除したターゲットに
CLEARSWITCHOVER を実行しない場合、システムを再起動しない限り、ミラーターゲットを再構成でき
ません。

<system> DELETELOCALMIRRORONLYを実行したターゲットシステムです。

<volume letter> ミラーのドライブレターです。
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3.3.10.9. CONTINUEMIRROR
EMCMD <system> CONTINUEMIRROR <volume letter> [<target system>]

このコマンドは一時停止、または中断したミラーを再開します。再同期 (完全再同期または部分再同期) が
正常に完了すると、ミラーの状態は ミラミラーーリングリング に変更されます。このコマンドは、ターゲットシステム
がロック解除されている場合は自動的に再ロックしません。

注記注記: ターゲットボリュームがロック解除されている場合、このコマンドを実行する前に再ロック する必
要があります。

パラメータは次のとおりです。

<system> ミラーを再開するミラーのソースシステムです。

<volume
letter>

ミラーを再開するミラーのボリュームレターです。

<target
system>

再同期を行うミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関
連している場合は、オプションパラメータを使用することもできます。このオプションパラメ
ータを指定しない場合、再同期がすべてのターゲットに対して実行されます。
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3.3.10.10. CREATEJOB
EMCMD . CREATEJOB <JobName> <Description> <FQDN Source>
<DrvLetter1> <IP SourceReplication> <FQDN Target> <DrvLetter2> <IP Target
for Replication><MirrorType> …

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。
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3.3.10.11. CREATEMIRROR
EMCMD <system> CREATEMIRROR <volume letter> <target system> <type>
[options]

このコマンドは、それぞれ同じドライブレターを使用して 2 つのマシン間にミラーを作成します。パラメ
ータは次のとおりです。

<system> ソースシステムの IP アドレスです (以下の注記を参照)。

<volume
letter>

ミラーされるドライブレターです。これは、ソースおよびターゲットのドライブレターになり
ます。

<target
system>

ターゲットシステムの IP アドレスです (以下の注記を参照)。

<type>

ミラーの種類で、1 文字で表します。

A - 非同期ミラーを作成します。

S - 同期ミラーを作成します。

options

標準ではない処理を指定するオプションの引数。複数のオプションをまとめて指定できます
(10 進数の加算 - 例えばオプション 1 と オプション 4 を指定するには、5 (1 + 4) をコマンドに
指定)。それらは以下になります。

1: 完全な再同期処理を実行しないでミラーを作成します。

2: ターゲット側のミラー作成の完了を待ちません。

4: 起動時の制限を使用して作成します。基本的に、起動プロセスの一部としてミラーを再構
成します。このオプションでは、リモートシステムが既にソースであるかどうかを調べて、ソ
ースである場合には作成が失敗します。

IPv4 の例の例

注記注記: ディスクセクタサイズは、ソースボリュームとターゲットボリュームの両方で一致
している必要があります。 詳細はセクタサイズ を参照してください。*
注記注記: ソースとターゲットの IP アドレスは同じプロトコルのものである必要があります。
2 つの IPV4 アドレス、または 2 つの IPV6 の アドレスの組み合わせでのみ、ミラーを作
成できます。DataKeeper は現在、異なるプロトコルを使用するミラーエンドポイントを
サポートしていません。

*
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EMCMD 192.168.1.1 CREATEMIRROR E 192.168.1.2 A 5

IPv6 の例の例

EMCMD 2001:5c0:110e:3304:a6ba:dbff:feb2:f7fd CREATEMIRROR F
2001:5c0:110e:3304:a6ba:dbff:feb2:afd7 A 5
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3.3.10.12. DELETEJOB
EMCMD <system> DELETEJOB [<JobId>]

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 109 / 310



3.3.10.13. DELETELOCALMIRRORONLY
EMCMD <system> DELETELOCALMIRRORONLY <volume letter>[<target
system>]

このコマンドは、発行対象の <system> のミラーのみを削除します。ミラーリングを構成しているサーバ
のうち、ターゲットサーバが存在しソースサーバが存在しない状態、またはその逆の状態で終わるケース
を処理します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume
letter>

削除するミラーのドライブレターです。

<target
system>

削除するミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関連し
ている場合は、オプションパラメータを使用することもできます。
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3.3.10.14. DELETEMIRROR
EMCMD <system> DELETEMIRROR <volume letter> [<target system>]

このコマンドは、<system> がソースである場合にソースおよびターゲットの両方からミラーを削除しま
す。<system> がターゲットの場合はソースシステムがダウンしている場合に限って、ターゲット側のミラ
ーを削除します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume
letter>

削除するミラーのドライブレターです。

<target
system>

削除するミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関連し
ている場合は、オプションパラメータを使用することもできます。このオプションパラメータ
を指定しない場合、ミラーはすべてのターゲットに対して削除されます。
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3.3.10.15. DROPSNAPSHOT
EMCMD <system> DROPSNAPSHOT <volume letter> [<volume letter> …]

このコマンドは、DataKeeper にボリュームをロックして作成済みのスナップショットファイルをクリー
ンアップするように指示します。パラメータは次のとおりです。

<system> スナップショットを含むシステムの IP アドレスです。

<volume
letter>

ターゲットサーバ上にある、スナップショットを作成したボリュームのドライブレターです。
複数のスナップショットをクリーンアップする場合は、ドライブレターをスペースで区切って
入力してください。
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3.3.10.16. GETBLOCKTARGET
EMCMD <システムシステム> GETBLOCKTARGET <ボリュボリューームレタムレターー>

このコマンドは、ブロックターゲットフラグの現在の状態を TRUE または FALSE のどちらかで返しま
す。ブロックターゲットフラグが TRUE に設定されている場合は、システムは選択されたボリュームのタ
ーゲットになることはできません。このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> ブロックターゲットフラグの状態を取得するボリュームのドライブレターです。

出力例出力例:

c:> EMCMD . GETBLOCKTARGET E

FALSE
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3.3.10.17. GETCOMPLETEVOLUMELIST
EMCMD <system> GETCOMPLETEVOLUMELIST

このコマンドは、ミラーリングに適している、またはすでにミラー状態にあるすべてのボリュームの情報
を表示します。出力例:

ボリュボリューームム 1 の情報の情報

Volume Root = F:

Volume Label = New Volume

Volume File System = NTFS

Volume Total Space = 2151608320

Mirror Role = 01

Number of targets = 2

Target 0 information:

Volume State = 0001

Target System = 10.1.1.133

Target Drive Letter = F

Target 1 information:

Volume State = 0002

Target System = 10.1.1.134

Target Drive Letter = F
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3.3.10.18. GETCONFIGURATION
EMCMD <system> GETCONFIGURATION <volume letter>

このコマンドは、ボリュームのネットアラート設定 (別名、「ボリューム属性」) を取得して表示します。パ
ラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報収集対象のボリュームのドライブレターです。

出力例:

** Calling GetConfiguration [Volume F] **

All Net Alert bit IS NOT enabled

Net Alert IS NOT enabled

Broken State Alert IS NOT enabled

Resync Done Alert IS NOT enabled

Failover Alert IS NOT enabled

Net Failure Alert IS NOT enabled

LK Config IS NOT enabled

Auto Resync IS NOT enabled

MS Failover Cluster Config IS NOT enabled

Shared Volume IS NOT enabled
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3.3.10.19. GETEXTENDEDVOLUMEINFO
EMCMD <system> GETEXTENDEDVOLUMEINFO <volume letter>

このコマンドは、選択したボリュームについて、ディスクシグネチャ、物理ディスクオフセット、内部デ
ィスク ID などの拡張ボリューム情報を返します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報収集対象のボリュームのドライブレターです。

出力例

-------------------------------------------EXTENDED INFO ---

Physical Disk Signature = {217abb5a-0000-0000-0000-000000000000}

Physical Disk Offset = 32256

Internal Disk ID = 0xf2fa
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3.3.10.20. GETJOBINFO
EMCMD <system> GETJOBINFO [<JobId>]

このコマンドは、特定のジョブ ID またはすべての定義されたジョブに対するジョブ情報を表示します。
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3.3.10.21. GETJOBINFOFORVOL
EMCMD <system> GETJOBINFOFORVOL <DrvLetter>[<FullSysname>|<IP>]

このコマンドは、特定のシステム上の特定のボリュームに関連するジョブ情報を表示します。
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3.3.10.22. GETMIRRORTYPE
EMCMD <system> GETMIRRORTYPE <volume letter>

このコマンドは、ミラータイプを数値で出力します。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報収集対象のボリュームのドライブレターです。

出力フォ出力フォーーマットマット

c:>EMCMD .GETMIRRORTYPE F

Target system 10.1.1.133, Type 2

Target system 10.1.1.134, Type 2

ミラミラーータイプタイプ

-1: 無効なタイプ (EMCMD は要求された情報を取得できない)

0: ミラーなし

1: 同期ミラー

2: 非同期ミラー
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3.3.10.23. GETMIRRORVOLINFO
EMCMD <system> GETMIRRORVOLINFO <volume letter>

このコマンドはミラー状態をきわめて簡潔な出力で表示します。GETMIRRORVOLINFO コマンドは複数
の出力行を返すことが可能です (1 つのターゲットにつき 1 行)。表示される情報は、実質的に
GETVOLUMEINFO コマンドのものと同じです。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報収集対象のボリュームのドライブレターです。

出力例出力例

c:>EMCMD .GETMIRRORVOLINFO F

F: 1 CARDINAL10.1.1.133 1

F: 1 CARDINAL10.1.1.134 1

出力フォ出力フォーーマットマット

[ボリュームレター} {ミラーの役割} [ソースシステム] [ターゲットシステム] [ミラーの状態]

ミラーの役割: 1 = ソース、2 = ターゲット

ミラミラー状ー状態態

-1: 無効な状態

0: ミラーなし

1: ミラーリング

2: ミラーは再同期中

3: ミラーは中断

4: ミラーは一時停止
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5: 再同期は待ち状態
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3.3.10.24. GETREMOTEBITMAP
EMCMD <system> GETREMOTEBITMAP <volume letter> <targetsystem> <local
file>

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 122 / 310



3.3.10.25. GETRESYNCSTATUS
EMCMD <system> GETRESYNCSTATUS <volume letter>

このコマンドは再同期処理の全体的な状況を示す情報を返します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 構成を設定するボリュームのドライブレターです。

出力例出力例

Resync Status for Volume F:

Target 0 (Target System 10.1.1.133)

ResyncPhase : 3

BitmapPass : 1

NumberOfBlocks : 32831

DirtyBlocks : 0

CurrentBlock : 0

NewWrites : 1803

ResyncStartTime: Fri Nov 05 13.57.51 2008

LastResyncTime : Fri Nov 05 13.57.51 2008

Target 1 (Target System 10.1.1.134)

ResyncPhase : 2

BitmapPass : 0

NumberofBlocks : 32831

DirtyBlocks : 2124

CurrentBlock : 29556
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NewWrites : 0

ResyncStartTime: Fri Nov 05 15:09:47 2008

LastResyncTime: Fri Nov 05 15:09:47 2008

ResyncPhase は内部で使用され、開発環境外ではあまり重要ではありません。値は 0 (不明)、1 (初期)、
2 (更新)、3 (完了) です。

BitmapPass はダーティブロックの数を示すビットマップを通過した回数です。カウントは 0 から行いま
す。1 つのパスで再同期処理を実行すると、この値は増分しません。

NumberOfBlocks は、ボリューム上の 64K データブロックの数です。

DirtyBlocks パラメータは、更新が必要である (そしてまだ実行されていない) ことをビットマップが示す
ブロックの数です。

CurrentBlock パラメータは、ビットマップでの現在の位置を示します。

NewWrites パラメータは、再同期処理を実行してから行われたボリュームでの書き込みの数です。

ResyncStartTime と LastResyncTime のパラメータは、再同期処理が開始された時間、ネットワークで
再同期の書き込み処理が最後に送信された時間を示します。
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3.3.10.26. GETSERVICEINFO
EMCMD <system> GETSERVICEINFO

このコマンドは、指定のマシンで実行されている SIOS DataKeeper サービスとドライバのバージョンお
よびその他の情報を取得します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

出力例出力例

Service Description:= SIOS DataKeeper Service

Service Build Type: = Release

Service Version = 7.0

Service Build = 1

Driver Version = 7.0

Driver Build = 1

Volume Bit Map = 1000070h

Service Start Time = Fri Oct 06 11:20:45 2008

Last Modified Time = Fri Oct 06 15:11:53 2008
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3.3.10.27. GETSNAPSHOTLOCATION
EMCMD <system> GETSNAPSHOTLOCATION <volume letter>

このコマンドは、指定システムの指定ボリュームについて、現在設定されているスナップショットの場所
(ディレクトリのパス) を取得します。指定ボリュームにスナップショットの場所が設定されていない場合
は、空の結果が返されます。

パラメータは次のとおりです。

<system>
スナップショットを作成する対象のボリュームを含むシステムのシステム名 / IP アドレス
です。

<volume
letter>

スナップショットを作成する対象のボリュームのドライブレターです。

出力例

C:\Temp

コマンドが正常に実行された場合、stdout にスナップショットのディレクトリパスを報告します。スナッ
プショットの場所が設定されていない場合は空の値が返されます。
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3.3.10.28.
GETSOURCEMIRROREDVOLUMES
EMCMD <system> GETSOURCEMIRROREDVOLUMES

このコマンドは、ソースが現在ミラー状態のシステムのボリュームに関する情報を表示します。

出力例出力例

Status = 0

Source Volume = F:

Source Label = New Volume

Source #Targs = 2

Target 0

Target System = 10.1.1.133

Mirror State = 0001

Target 1

Target System = 10.1.1.134

Mirror State = 0001
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3.3.10.29.
GETTARGETMIRROREDVOLUMES
EMCMD <system> GETTARGETMIRROREDVOLUMES

このコマンドは、ターゲットが現在ミラー状態のシステムのボリュームに関する情報を表示します。

出力例出力例

** Calling GetTargetMirroredVolumes **
Returned 1 Target Volumes

Target Volume 1 information:

Volume Root = F:

Volume State = 1

Source = 10.1.1.132

Target = BLUEJAY
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3.3.10.30. GETVOLUMEDRVSTATE
EMCMD <system> GETVOLUMEDRVSTATE <volume letter>

このコマンドは、SIOS DataKeeper のデバイスドライバの現在の状態を取得します。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 構成を取得するボリュームのドライブレターです。

出力は状態を示す数字となっています。この出力が意図的に簡素化されているのは DataKeeper のリカバ
リスクリプトで解析できるように設計されているからです。出力は次のミラー状態のいずれかです。

-1: 無効な状態

0: ミラーなし

1: ミラーリング

2: ミラーは再同期中

3: ミラーは中断

4: ミラーは一時停止

5: 再同期は待ち状態

出力にはミラーエンドポイント (ソースまたはターゲット) のアドレスも表示されます。
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3.3.10.31. GETVOLUMEINFO
EMCMD <system> GETVOLUMEINFO <volume letter> <level>

このコマンドは、選択したボリュームの情報を取得します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報収集対象のボリュームのドライブレターです。

<level> 1 ～ 3 の数字で、必要とする詳細の度合いを示します。

出力例出力例

-------------------------------------LEVEL 1 INFO-------------------------------

Volume Root = F:

Last Modified = Fri Nov 05 15:24:14 2008

Mirror Role = SOURCE

Label = New Volume

FileSystem = NTFS

Total Space = 2151608320

Num Targets = 2

Attributes : 20h

----------------------------- -------LEVEL 2 INFO-------------------------------

>> Remote [0] = 10.1.1.133, F:

Mirror State = MIRROR

Mirror Type = ASYNCHRONOUSLY

>> Remote [1] = 10.1.1.133, F:

Mirror State = MIRROR

Mirror Type = ASYNCHRONOUSLY

------------------------------------LEVEL 3 INFO--------------------------------
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>> Remote [0} = 10.1.1.133, F:

No Resync or CompVol Statistics to report

>> Remote [1] = 10.1.1.134, F:

No Resync or CompVol Statistics to report
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3.3.10.32. ISBREAKUSERREQUESTED
EMCMD <system> ISBREAKUSERREQUESTED <volume letter>

中断したミラーがユーザの要求の結果かどうかを調べます。このコマンドはローカルシステム上でのみ実
行できます。パラメータは次のとおりです。

<system> ローカルシステムです。

<volume letter> 調査するボリュームのドライブレターです。

出力出力

TRUE ミラーはユーザの要求により中断されました。

FALSE

ミラーは SIOS DataKeeper によって中断されました。(例: ネットワーク障害やターゲット側のデ
ータ書き込みの失敗など)

ボリュームは中断 (3) 状態ではありません。
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3.3.10.33. ISPOTENTIALMIRRORVOL
EMCMD <system> ISPOTENTIALMIRRORVOL <volume letter>

このコマンドは、ボリュームがミラーリングに適しているかどうかを調べます。このコマンドはローカル
システム上でのみ実行できます。パラメータは次のとおりです。

<system> ローカルシステムです。

<volume letter> 調査するボリュームのドライブレターです。

出力出力

TRUE - ボリュームはミラーリングに使用できます。

それ以外の場合、出力は以下の組み合わせとなります。

System Drive

RAW filesystem

FAT filesystem

ACTIVE partition

Contains PageFile

GetDriveType not DRIVE_FIXED

Contains DataKeeper bitmap files

ドライブレターが新規作成ボリューム (未接続の SIOS DataKeeper ドライバなど) やディスクではないも
の (ネットワーク共有、CD-ROM) を指している場合、出力は以下のようになります。

Unable to open - SIOS DataKeeper driver might not be attached (you may need to reboot) or this might
not be a valid hard disk volume.

ボリューム情報を取得中に内部エラーがあった場合は、以下のメッセージが表示されます。

Unable to retrieve the volume information for use in determining the potential use as a mirrored volume.
The volume may be locked by another process or may not be formatted as NTFS.
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3.3.10.34. LOCKVOLUME
EMCMD <system> LOCKVOLUME <volume letter>

このコマンドは、指定されたボリュームに排他的ロックを強制的に実行します。この呼び出しは、プロセ
スが開いたハンドルをボリュームに所有している場合は失敗します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> ロックするボリュームのドライブレターです。
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3.3.10.35. MERGETARGETBITMAP
EMCMD <system> MERGETARGETBITMAP <volume letter> <target system>

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。
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3.3.10.36. PAUSEMIRROR
EMCMD <system> PAUSEMIRROR <volume letter> [<target system>]

このコマンドはミラーを 一時停止一時停止 の状態にします。パラメータは次のとおりです。

<system>
一時停止するミラーのソースシステムです。PAUSEMIRROR コマンドをターゲットで実行して
も影響はありません。

<volume
letter>

ミラーのドライブレターです。

<target
system>

一時停止するミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関
連している場合は、オプションパラメータを使用することもできます。このオプションパラメ
ータを指定しない場合、ミラーはすべてのターゲットに対して一時停止します。
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3.3.10.37. PREPARETOBECOMETARGET
EMCMD <system> PREPARETOBECOMETARGET <volume letter>

このコマンドは、スプリットブレイン 状態から復旧する場合にのみ使用してください。ターゲットになる
べきミラーとミラーソースとして有効であるシステム上で実行する必要があります。このコマンドは、ミ
ラーを削除し、ボリュームをロックします。

スプリットブレイン状態から復旧するには、ミラーソースとして残っているシステムで
CONTINUEMIRROR を実行してください。

シナリオ例シナリオ例

ボリューム F ドライブが SYSA および SYSB の両方でミラーソースである場合、emcmd を使用してスプ
リットブレインの状態を解消することができます。ソースとして残すシステムの 1 つを選択します (例:
SYSA)。SYSB に保存しておく必要のあるファイルまたは変更がないことを確認してください。それらが
SYSB にある場合は、手動で SYSA へコピーしてください。ミラーを再構成する場合は、以下の手順を実
行してください。

EMCMD SYSB PREPARETOBECOMETARGET F

SYSB の F ドライブのミラーが削除され、F ドライブがロックされます。

EMCMD SYSA CONTINUEMIRROR F

SYSA から SYSB への F ドライブへのミラーリングが構成され、部分再同期が発生し (それまでの SYSB
の変更はすべて上書きされる) 、ミラーが*ミラーリング*状態になります。
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3.3.10.38. READREGISTRY
EMCMD <system>READREGISTRY <volume letter>

このコマンドは、SIOS DataKeeper のドライバにレジストリー設定を再読み込みさせます。パラメーター
は次のとおりです。

<system> ソースシステムまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 設定の再読み込みを行うミラーのドライブレターです。

例:

EMCMD testsystem READREGISTRY D

このコマンドによって次のレジストリー設定の再読み込みが行われ、変更が有効になります。

ソースシステム (次のパラメーターの変更はただちに有効になります)

BandwidthThrottle

BitmapBytesPerBlock

BlockWritesOnLimitReached

CompressionLevel

ResyncReads

WriteQueueByteLimitMB

WriteQueueHighWater

WriteQueueLowWater　(この値は非推奨であり、現在使用されていません。)

DontFlushAsyncQueue

ターゲットシステム (次のパラメーターの変更はソースおよびターゲットシステムの次回の再接続時に有効
になります)

TargetPortBase

TargetPortIncr
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REGISTERCLUSTERVOLUME
EMCMD <system> REGISTERCLUSTERVOLUME <volume letter>

このコマンドは、DataKeeper が保護するボリュームを WSFC Windows 2008 クラスタに登録します。

<system> ミラーのソースシステムです。

<volume letter> 登録するミラーのドライブレターです。
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3.3.10.39. RESTARTVOLUMEPIPE
EMCMD <system> RESTARTVOLUMEPIPE <volume letter>

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。
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3.3.10.40. RESYNCMIRROR
EMCMD <system> RESYNCMIRROR <volume letter> [<target system>]

このコマンドはミラーに対して完全再同期を実行します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースシステム名です。

<volume
letter>

再同期を行うミラーのドライブレターです。

<target
system>

再同期を行うミラーのターゲットシステムの IP アドレスです。ミラーに複数のターゲットが関
連している場合は、オプションパラメータを使用することもできます。オプションパラメータ
を指定しない場合は、すべてのターゲットに対して再同期が実行されます。
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3.3.10.41. SETBLOCKTARGET
EMCMD <システムシステム> SETBLOCKTARGET <ボリュボリューームレタムレターー>

このコマンドは、ブロックターゲットフラグの状態を TRUE に設定します。ブロックターゲットフラグが
TRUE に設定されると、システムは選択されたボリュームのターゲットになることができません。このコ
マンドは、内部での使用のみを目的としています。このコマンドを実行しても出力は生成されません。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume
letter>

ブロックターゲットフラグの状態を TRUEに設定するボリュームのドライブレターで
す。
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3.3.10.42. SETCONFIGURATION
EMCMD <system> SETCONFIGURATION <volume letter><configuration mask>

このコマンドは、ボリュームにネットアラート設定 (別名「ボリューム属性」) を設定します。パラメータは
次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 構成を設定するボリュームのドライブレターです。

<configuration
mask>

ネットアラートを設定するビットマスクです。次のビットマスクが定義されていま
す。

1 -- 0×01: すべてのネットアラートが有効

2 -- 0×02: 中断状態のアラートが有効

4 -- 0×04: 再同期処理完了アラートが有効

8 -- 0×08: フェイルオーバアラートが有効

16 -- 0×10: ネット障害アラートが有効

32 -- 0×20: LifeKeeper 設定が有効

64 -- 0×40:自動再同期が有効

128 -- 0×80: MS フェイルオーバクラスタ構成が有効

256 -- 0×100:共有ボリュームが有効

MS フェイルオフェイルオーーバクラスタ構成を有バクラスタ構成を有効効にする場合の例にする場合の例

EMCMD .SETCONFIGURATION E 128
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すべてのフラグをクリアする場合の例すべてのフラグをクリアする場合の例

EMCMD .SETCONFIGURATION E 0

共有ボリュ共有ボリューームとムと MS フェイルオフェイルオーーバクラスタの構成を有バクラスタの構成を有効効にする複にする複数数構成の例構成の例 (10 進数値 256 と 128
を加算)

EMCMD .SETCONFIGURATION E 384
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3.3.10.43. SETSNAPSHOTLOCATION
EMCMD <system> SETSNAPSHOTLOCATION <volume letter> "<directory
path>"

このコマンドは、指定システムの指定ボリュームについて、スナップショットの場所 (ディレクトリのパ
ス) を設定します。このディレクトリは、該当システムで有効である必要があり、ローカルドライブ / パス
を表す絶対パスにする必要があります。また、空白にしておくことはできません
(CLEARSNAPSHOTLOCATION を参照)。スナップショットの場所が現在設定されていない場合、このコ
マンドを実行すると、指定ボリュームのターゲットのスナップショットが可能になります。

パラメータは次のとおりです。

<system> スナップショットを作成する対象のボリュームを含むシステム名 / IP アドレスです。

<volume
letter>

スナップショットを作成する対象のボリュームのドライブレターです。

<directory
path>

<system> のローカルにあるディレクトリの絶対パスであり、スナップショットファイルの場
所を示します。パスにスペース文字が含まれる場合は、この値を引用符で囲む必要がありま
す。

出力例

Status = 0

このコマンドが正常に実行されると、ステータス 0 が返されます。コマンドが失敗した場合は、0 以外の
ステータスが返されます。
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3.3.10.44. STOPSERVICE
EMCMD <system> STOPSERVICE

このコマンドは DataKeeper サービスを停止します。
コマンドに成功すると、ステータス1072が返されます。
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3.3.10.45. SWITCHOVERVOLUME
EMCMD <system> SWITCHOVERVOLUME <volume letter> [-f]

このコマンドは、指定したシステムをソースにします。 このコマンドは、このコマンドは、内内部での使用のみを目的として部での使用のみを目的として
います。います。

<system>
ソースになるシステムの IP アドレスです。注記注記:システムの NetBIOS 名、IP アドレス、また
は完全修飾ドメイン名を使用して、指定のシステムに接続してください。emcmd を実行してい
るローカルシステムは、ピリオド (.) で表すこともできます。

<volume
letter>

要求されたボリュームのドライブレターです。

[-f]
このオプションは、高速高速 (安全ではない) スイッチオーバに使用できます。このオプションは、
現在のソースのステータスが既知の場合にのみ使用してください。このコマンドを正しく使用
しない場合、スプリットブレイン状態が発生することがあります。
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3.3.10.46. TAKESNAPSHOT
EMCMD <target system> TAKESNAPSHOT <volume letter> [<volume letter> …]

このコマンドはターゲットシステム上で実行し、指定システム上にある指定ボリュームのスナップショッ
トを作成するように DataKeeper に通知します。スナップショットの場所を設定しない場合、コマンドは
失敗します。

パラメータは次のとおりです。

<target
system>

スナップショットを作成する対象のボリュームを含むターゲットシステム名 / IP アドレスです。

<volume
letter>

ターゲットサーバ上にある、スナップショットを作成する対象のボリュームのドライブレターで
す。複数のボリュームのスナップショットを作成する場合、ドライブレターをスペースで区切っ
てください。

注記注記: すべてのターゲットボリュームのソースシステムが同じである必要があります。
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3.3.10.47. UNLOCKVOLUME
EMCMD <system> UNLOCKVOLUME <volume letter>

このコマンドは指定したボリュームをロック解除します。パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> ロック解除するボリュームのドライブレターです。
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3.3.10.48. UPDATEJOB
EMCMD <system> UPDATEJOB <JobId> <Name> <Descr>[<SysName1>
<DrvLetter1> <IP1> <SysName2><DrvLetter2> <IP2> <MirrorType>]…

このコマンドは、内部での使用のみを目的としています。
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3.3.10.49. UPDATEVOLUMEINFO
EMCMD <system> UPDATEVOLUMEINFO <volume letter>

このコマンドを実行すると、SIOS DataKeeper サービスはドライバをクエリ処理して正しいミラー状態を
取得します。DataKeeper GUI に表示されている情報が正しくないか、最新の情報でない場合、このコマ
ンドを使用すると便利です。

注記注記: SIOS DataKeeper サービスはシステムイベントログ 内の新しい情報に基づいて、ボリューム情報を
自動的にアップデートします。

パラメータは次のとおりです。

<system> ソースまたはターゲットシステムのどちらかです。

<volume letter> 情報を更新したいボリュームのドライブレターです。

もし、ボリューム情報のアップデートに内部エラーが起きた場合には、次のメッセージが表示されること
があります。

Unable to update the volume information. The volume may be locked by another process or may not be
formatted as NTFS.
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3.3.11. SIOS DataKeeperででDKPwrShellを使用を使用
するする
SIOS DataKeeperには、ユーザがMicrosoft Powershellを使用して、DataKeeperのミラーを操作できる
Powershellモジュール（DKPwrShell）が含まれています。コマンドは、SIOS DataKeeperサービスに渡さ
れ、サービスが実行中でない場合は失敗します。

Microsoft Powershell v3.0以降では、 SIOS DataKeeperのPowershellモジュールは、Powershell開始時に
自動的にロードされます。Microsoft Powershell v3.0 より前の SIOS DataKeeperのPowershellモジュール
は、以下の構文を使用してimport-moduleコマンドでロードする必要があります。

import-module "<DK InstallPath>\DKPwrShell"

注記：注記： 初期値では、<DK InstallPath>は C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper に設定されてい
ます。

New-DataKeeperMirror

New-DataKeeperJob

Remove-DataKeeperMirror

Remove-DataKeeperJob

Add-DataKeeperJobPair

Get-DataKeeperVolumeInfo
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3.3.11.1. New-DataKeeperMirror
このコマンドは、新しいDataKeeperのミラーを作成するのに使用します。

パラメパラメーータタ

パラメパラメーータタ
タイタイ
ププ

必必
須須

注記注記

SourceIP String Yes DataKeeperのミラーデータに使用されるソース上のIPアドレス。

SourceVolume String Yes ミラーのためのソースボリューム。

TargetIP String Yes DataKeeperのミラーデータに使用されるターゲット上のIPアドレス。

TargetVolume String No
ミラーターゲットになるためのターゲットボリューム。特定されない場合
は、ソースボリュームパラメータによって、同じボリュームが表示されま
す。

SyncType String Yes
有効なオプション：
Sync - 同期ミラー。
Async - 非同期ミラー。

CreateFlags uint No

標準から逸脱した動作を特定するオプションの引数。オプションのセットを
作成するために、複数の引数を使用することができます。 （小数値を追加し
てください。例：option 1 + option 2には、コマンドで3を設定。）
1. 全同期操作をしないで、ミラーを作成してください。
2. 戻す前に作成されるミラーのターゲット側を待たないでください。

入力入力

なし

出力出力

コマンドのステータスを表す整数値。0は、成功したコマンドです。他の値は、Windowsのエラーコードと
なります。

例：例：

New-DataKeeperMirror -SourceIP 10.200.8.55 -TargetIP 10.200.8.56 -SourceVolume e -SyncType
Async

注記注記: ソースとターゲットIPアドレスは、同じプロトコルである必要があります。 ミラー
は、２つのIPV4、あるいは２つのIPV6アドレスを使用することによってのみ、作成する
ことができます。現在DataKeeperは、異なるプロトコルにおけるミラーのエンドポイン
トをサポートしていません。

*
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New-DataKeeperMirror 10.200.8.55 E 10.200.8.56 E Async

注記注記: ディスクセクタのサイズは、ソースボリュームとターゲットボリュームの両方で一
致する必要があります。詳細はセクタサイズ を参照してください。*
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3.3.11.2. New-DataKeeperJob
このコマンドは、２つのノードから成るDataKeeperのジョブを作成するのに使用します。

Parameters

パラメパラメーータタ タイプタイプ 必須必須 注記注記

JobName String Yes ジョブの名前。

JobDescription String No ジョブの簡単な説明。

Node1Name String Yes 第1ノードのFQDN。

Node1IP String Yes DataKeeper のレプリケーションに使用される第1ノードのIPアドレス。

Node1Volume String Yes レプリケーションに関する第1ノードのボリューム。

Node2Name String Yes 第2ノードのFQDN。

Node2IP String Yes DataKeeper のレプリケーションに使用される第2ノードのIPアドレス。

Node2Volume String Yes レプリケーションに関する第2ノードのボリューム。

SyncType String Yes

有効なオプション：
Sync - 同期ミラー。
Async - 非同期ミラー。
Disk - これら2つのボリュームが、1つの共有ディスク。

入力入力

なし

出力出力

成功時は、生成されたジョブを表すオブジェクト。失敗時は、Windowsエラーコードを含む例外。

例：例：

New-DataKeeperJob -Node1Name example1.domain.com -Node1IP 10.200.8.55 Node1Volume e
-Node2Name example2.domain.com -Node1IP 10.200.8.56 Node1Volume f -SyncType Async

注記注記: IPアドレスは同じプロトコルである必要があります（IPv4、またはIPv6）。現在
DataKeeperは、異なるプロトコルにおけるミラーのエンドポイントをサポートしていま
せん。
*
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3.3.11.3. Remove-DataKeeperMirror
このコマンドは、DataKeeperのミラーを削除し、このミラーをすべてのノードから削除しようとします。
そして、ダウン、あるいはネットワークアクセスできないノードからはミラーを削除しません。

パラメパラメーータタ

パラメパラメ
ーータタ

タイタイ
ププ

必必
須須

注記注記

Source String Yes ミラーのソースノード。

Volume String Yes 削除したいソースノード上にあるミラーボリュームのレター。

Target String No
ミラーのターゲットシステムに対するIPアドレス。このパラメータの左が空欄の場
合は、ソースボリュームのすべてのターゲットが削除されます。

入力入力

なし

出力出力

コマンドのステータスを表す整数値。0は、成功したコマンドです。他の値は、Windowsのエラーコードと
なります。
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3.3.11.4. Remove-DataKeeperJob
このコマンドは、指定したIDのDataKeeperジョブを削除します。このジョブは、ジョブに含まれる全ての
システムから削除されます。

パラメパラメーータタ

パラメパラメーー
タタ

タイタイ
ププ

必必
須須

注記注記

JobID String Yes ジョブが作成された時割り当てられた唯一無二のジョブGUID。

Node String Yes
FQDN、またはジョブIDによって特定されたジョブを含むノードのIPアドレ
ス。

入力入力

なし

出力出力

コマンドのステータスを表す整数値。0は、成功したコマンドです。他の値は、Windowsのエラーコードと
なります。
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3.3.11.5. Add-DataKeeperJobPair
このコマンドは、既存のDataKeeperジョブにノードペアを追加します。

既存のジョブに含まれるノードとボリュームを拡張するのに使用します。例えば、ジョブがノードAとノー
ドBの間のボリュームにあり、ノードCを追加したい場合はAddDataKeeperJobPairを２回実行します。１
回目は、ノードAとノードCの間の新しい関係定義のため、２回目は、ノードBとノードCの新しい関係定義
のためとなります。

パラメパラメーータタ

パラメパラメーータタ タイプタイプ 必須必須 注記注記

JobID String Yes ジョブが作成された時割り当てられた一意のジョブGUID。

Node1Name String Yes 第1ノードのFQDN。

Node1IP String Yes DataKeeper レプリケーションに使用される第1ノードのIPアドレス。

Node1Volume String Yes レプリケーションに関係する第１ノードのボリューム。

Node2Name String Yes 第2ノードのFQDN。

Node2IP String Yes DataKeeper レプリケーションに使用される第2ノードのIPアドレス。

Node2Volume String Yes レプリケーションに関係する第2ノードのボリューム。

SyncType String Yes

有効なオプション：
Sync - 同期ミラー。
Async - 非同期ミラー。
Disk - これら2つのボリュームが、1つの共有ディスク。

入力入力

なし

出力出力

コマンドのステータスを表す整数値。0は、成功したコマンドです。他の値は、Windowsのエラーコードと
なります。

例：例：

Add-DataKeeperJobPair -JobID a1f1ecc6-649e-476b-bbff-286b815fdd30 -Node1Name
example1.domain.com -Node1IP 10.200.8.55 Node1Volume e -Node2Name example2.domain.com
-Node1IP 10.200.8.56 Node1Volume f -SyncType Async
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3.3.11.6. Get-DataKeeperVolumeInfo
この cmdlet は、DataKeeper で使用中のボリュームについての情報のフェッチに使用され、DataKeeper
のボリューム情報をレポートします。

パラパラ
メメーー
タタ

タタ
イイ
ププ

必必
須須
位位
置置

注記注記

ノー
ド

文
字
列

は
い

0
ノードパラメータを使用して、複製するボリュームを含むシステムを指定します。この
パラメータはIPv4 アドレス、FQDN、またはローカルシステムの場合、単に「.」のいずれ
かです。

ボリ
ュー
ム

文
字
列

は
い

1 (システムノード上の) ミラーボリュームレターです。

入力入力

なしなし

出力出力

VolumeInfo オブジェクト

例例:

Get-DataKeeperVolumeInfo -Node example.domain.com -Volume E

Get-DataKeeperVolumeInfo 10.200.8.55 E

Get-DataKeeperVolumeInfo . E

Get-DataKeeperVolumeInfo
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3.4.ユユーーザザーーガイドガイド
このセクションは、SIOS DataKeeper を初めて使用する際のリファレンスとなるように作成されていま
す。実装する構成の種類を決定するための参考となる情報を提供し、SIOS DataKeeper のソフトウェアを
効果的に使用するための詳細な手順を説明します。

__________________________________________________________________________________________________________________

入門

セットアップ

ミラーの構成

ジョブに関連する作業

ミラーに関連する作業

共有ボリュームに関連する作業

Windows 2012 上の DK で iSCSI ターゲットを使用する

DataKeeper Notification Icon

ターゲットスナップショット

DKSE を使用して Hyper-V 仮想マシンのディザスタリカバリを行う

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 160 / 310



3.4.1.入門入門

構成の選構成の選択択

DataKeeper は、多様な構成で、以下のようなさまざまな機能を利用することができます。

• データの 2 つ目の物理コピーを提供する。

• 従来の MSCS/WSFC クラスタに関連する単一障害点を除去する。

以下のレプリケーション構成および例示されたユースケースを確認して、DataKeeper の機能を理解してく
ださい。その後、関心がある構成に関連するトピックを参照して、その構成の詳細を確認してください。

__________________________________________________________________________________________________________________

ディスクからディスク

1 対 1

1 対多

多対 1

1 つに複製される N 共有ディスク

N 共有ディスクに複製される N 共有ディスク

複数の N 共有ディスクターゲットに複製される N 共有ディスク
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3.4.1.1.ディスクからディスクディスクからディスク
これは、1 台のサーバ、2 つのディスク構成で、サーバ A 上のボリューム X をサーバ A 上のボリューム Y
にミラーリングする簡単なケースです。このDisk to Disk構成に使用されたボリュームは他のシステムとの
レプリケーションを構成できません。

注意注意 ：このDisk to Diskの構成では複数のターゲットを使用したミラーリングはサポートしていません。

例例:
ユユーー
スケスケ
ーースス

あるサーバ上のボリュームから同一サーバ上の別のボリュームにデータを複製します。これらのディ
スクは異なるストレージアレイとすることもでき、プライマリ SANに障害が発生した場合にデータ
を損失から保護します。

関連項目

• ミラーの作成

• ミラーの管理
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• 大量書き込みに対する考慮事項

• よくある質問
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3.4.1.2. 1 対対 1
これはソース 1 つ、ターゲット 1 つの簡単な構成で、ネットワーク経由でボリューム X: のミラーリングを
行います。データの 2 つ目の物理コピーを提供するのに加えて、DataKeeper ではミラーのスイッチオー
バ機能も提供しており、バックアップサーバのデータをアクティブにすることができます。

例例:
ユユーースケスケーー
スス

1 つまたは複数のボリュームのデータを、ある都市のサーバから別の都市にある別のサーバに
複製します。

関連項目

• プライマリサーバのシャットダウン

• セカンダリサーバの障害

• DataKeeper Standard Edition を使用して Hyper-V 仮想マシンのディザスタリカバリを行う

• よくある質問
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3.4.1.3. 1 対対多多 (マルチタマルチターーゲットゲット)
この構成には、ネットワーク経由で 2 つの異なるターゲットシステムに対して 1 つ (または複数) のボリュ
ームを複製する 1 つのプライマリ (ソース) システムが含まれます。これはマルチターゲット構成と呼ばれ
ます。

互いに完全に独立したミラーが 2 つあることに注意してください。ミラーは異なるネットワークを使用し
ている場合があります。圧縮またはネットワーク帯域制限の設定が異なる場合や、状態がまったく異なる
場合 (例: ミラー 1 -- ミラーリング、ミラー 2 -- 再同期) もあります。

例例:
ユユーー
スケスケ
ーースス

プライマリサーバと同じサイトにある 1 台のターゲットサーバにデータを複製し、プライマリサイ
トに障害が発生した場合の障害回復のために、リモートサイトにもデータを複製します。

例例:
ユユーー
スケスケ
ーースス

単一のソースシステムから複数のターゲットシステムに定期的にデータを複製 (「プッシュ」) しま
す。

関連項目

• プライマリサーバのシャットダウン

• セカンダリサーバの障害
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• 複数ターゲットとのミラーの作成

• 複数ターゲットのスイッチオーバおよびフェイルオーバ

• DataKeeper Standard Edition を使用して Hyper-V 仮想マシンのディザスタリカバリを行う

• よくある質問
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3.4.1.4.多多対対 1
この構成には、同一のターゲットシステムに対して 1 つ (または複数) のボリュームを複製する、複数のソ
ースサーバが含まれます。この構成では、ターゲットサーバに複製される各ボリュームは一意のドライブ
レターを持つ必要があります。

注記注記: これは実際には 2 つの 1 対 1 ミラーです。

例例:
ユユーースケスケーー
スス

バックアップの統合や障害回復のために、複数の分岐を単一のデータセンタに戻すこともで
きます。

関連項目

• プライマリサーバのシャットダウン

• セカンダリサーバの障害

• DataKeeper Standard を使用して Hyper-V 仮想マシンのディザスタリカバリを行う

• よくある質問
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3.4.1.5.共有ディスクを共有ディスクを単体単体のディスクにレプのディスクにレプ
リケリケーーションする構成ションする構成
この構成では、プライマリサイトの共有ボリュームをネットワーク経由でリモートシステムにレプリケー
ションできます。

この構成は、プライマリサイト内のローカルフェイルオーバと、プライマリサイト全体がダウンした場合
のディザスタリカバリを提供するのに最適です。

例例:
ユユーー
スケスケ
ーースス

共有ボリュームをリモートターゲットに複製して、WSFC クラスタを DR サイトに拡張します。プ
ライマリサイトが停止した場合には、リモートサーバがアクティブサーバになります。

関連項目

• 共有ボリュームとのミラーの作成

• 共有ボリュームの管理

• 共有システムの追加

• 共有システムの削除

• よくある質問
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3.4.1.6.共有ディスク同士でレプリケ共有ディスク同士でレプリケーーションション
する構成する構成
この構成では、共有ストレージを利用しているサイト間でデータを複製します。

プライマリサイト内のシステムの数は、リモートサイト内のシステムの数と同じでなくてもかまいませ
ん。

また、ソースサーバのみがソースボリュームにアクセスできることにも注意してください。共有ソースシ
ステムおよびターゲット側のすべてのシステムはボリュームにアクセスできず、ファイルシステムからは
ロックされています。

例例:
ユユーー
スス
ケケーー
スス

DR サイトで同じレベルの可用性を提供するには、この構成を展開して、どのサイトがサービス中で
あるかにかかわらず可用性レベルが一定になるようにします。

例例:
ユユーー
スス
ケケーー
スス

Hyper-V クラスタが多数のクラスタノード間に分散した仮想マシンで構成されている場合は、障害回
復時に同程度の数のクラスタノードを使用できるようにして、障害発生時にすべての仮想マシンを実
行できるリソースを確保することが重要です。

関連項目

• 共有ボリュームとのミラーの作成

• 共有ボリュームの管理
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• 共有システムの追加

• 共有システムの削除

• よくある質問
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3.4.1.7. N 個の共有ディスクタ個の共有ディスクターーゲットへレプゲットへレプ
リケリケーーションされるションされる N 個の共有ディスク構成個の共有ディスク構成
これは、複数の共有ターゲットに対して共有ストレージ環境をレプリケーションしている複雑な構成で
す。

例例:
ユユーースス
ケケーースス

DR サイトで同じレベルの可用性を提供するには、この構成を展開して、どのサイトがサービス
中であるかに関わらず可用性レベルが一定になるようにします。

関連項目

• 共有ボリュームとのミラーの作成

• 共有ボリュームの管理

• 共有システムの追加

• 共有システムの削除

• よくある質問
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3.4.2.セットアップセットアップ

SIOS DataKeeper の設定方法の設定方法

1. レプリケーションに使用する サーバへ接続 します。左側のペインに表示されているジョブフォルダ
の上で右クリックし [ササーーバへ接バへ接続続] を選択するか、 [操作操作] パネルから [ササーーバへ接バへ接続続] を選択しま
す。

2. ジョブを作成 します。この操作は [操作操作] パネルから、 [ジョブの作成ジョブの作成] を選択するか、左側のペイ
ンに表示されているジョブフォルダの上で右クリックし [ジョブの作成ジョブの作成] を選択することで実行でき
ます。

3. 新しいジョブのミラーを作成 します。
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3.4.2.1. SIOS DataKeeper の設定方法の設定方法
以下の手順に従って SIOS DataKeeper の使用をスタートしてください。

1. レプリケーションに使用する サーバへ接続 します。左側のペインに表示されているジョブフォルダ
の上で右クリックし [ササーーバへ接バへ接続続] を選択するか、 [操作操作] パネルから [ササーーバへ接バへ接続続] を選択しま
す。

2. ジョブを作成 します。この操作は [操作操作] パネルから、 [ジョブの作成ジョブの作成] を選択するか、左側のペイ
ンに表示されているジョブフォルダの上で右クリックし [ジョブの作成ジョブの作成] を選択することで実行でき
ます。

3. 新しいジョブのミラーを作成 します。
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3.4.2.2.ササーーバへ接バへ接続続
選択したサーバに接続するには、このダイアログを使用してください。サーバの IP アドレス、システム
NetBIOS 名、または完全システムドメイン名を入力できます。選択するには [接接続続] をクリックしてくだ
さい。
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3.4.2.3.ササーーバからの切バからの切断断
サーバから切断するには、このダイアログを使用します。このオプションは、管理ウィンドウにサーバを
表示する必要がなくなった場合に使用できます。

サーバのリストから切断するサーバを選択して、 [切切断断] をクリックしてください。
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3.4.2.4.ジョブの作成ジョブの作成
1. 現在接続していない場合は、ジョブ を作成したいサーバへ接続 します。

2. 右側の [操作操作] パネルから、 [ジョブの作成ジョブの作成] を選択します。 ジョブの作成ウィザジョブの作成ウィザーードド が表示され、
[ジョブ名ジョブ名] およびジョブの [説説明明] を入力するように求められます。

3. 適切な情報を入力して [ジョブの作成ジョブの作成] を選択すると、ジョブの作成が完了します。

4. 次に新しいジョブに対する ミラーの作成 を行います。
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3.4.3.ミラミラーーの設定の設定
ミラーの作成

共有ボリュームとのミラーの作成

共有ストレージボリュームリソースの安全な作成

複数ターゲットとのミラーの作成

複数ターゲットのスイッチオーバとフェイルオーバ
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3.4.3.1.ミラミラーーの作成の作成
ミラーを作成する前に、必ず以下のことを確認してください。

• ミラーを行うジョブを作成 している。

• ソースおよびターゲットの両方のボリュームのファイルシステムのタイプが NTFS である。

• ターゲットボリュームはソースボリュームより大きいまたは同等である。

• ボリュームを ダイナミックディスクダイナミックディスク 上に構成する場合は、ダイナミックボリュームを作成しシステ
ムを再起動してから、ミラーの作成を続行してください (詳細については、ダイナミックディスクの
ミラーリング の既知の問題を参照)。

• ミラーできないボリュームを含む詳細はボリュームの考慮事項 を参照してください。

• ミラーを作成する前にソースおよびターゲットの両方に接続している。 [操作操作] ペイン内または [ミラミラ
ーーを作成を作成] ダイアログ内の [サーバへ接続] のリンクを使用してください。

ミラミラーーの作成の作成

1. 右側の列の [操作操作] ペインから [ミラミラーーを作成を作成] を選択します。 [ソソーースの選スの選択択] ダイアログが表示され
ます。

2. ソースボリュームの [ササーーバ名バ名] を入力または選択します。この時点で、このフィールドの下にある
[ササーーバへ接バへ接続続] のリンクを選択し、サーバへ接続することができます。

3. レプリケーショントラフィックに使用するサブネットの [IP アドレスアドレス] を選択します。

4. 選択したサーバで使用する [ボリュボリューームム] を選択します。 [次へ次へ] を選択します。 [タターーゲットの選ゲットの選択択]
ダイアログが表示されます。

5. [タターーゲットボリュゲットボリューームム] のサーバを入力または選択します。この時点で必要に応じて、 [ササーーバへ接バへ接
続続] を選択することができます。

6. レプリケーショントラフィックに使用するサブネットの [IP アドレスアドレス] を選択します。

7. 選択したサーバで使用する [ボリュボリューームム] を選択します。 [次へ次へ] をクリックします。 [詳細の設定詳細の設定] ダ
イアログが表示されます。

8. スライドバーを使用してソースシステムからターゲットシステムにデータを送信する際の 圧圧縮レベ縮レベ
ルル を設定します。 注記注記: 圧縮は、WAN を介したレプリケーションでの使用を推奨します。

9. ソースボリューム / ターゲットボリューム間の転送モードを選択します (非同期または同期 )。

10. レプリケーションに使用する帯域幅を制限したい場合は、転送に対する 最大最大帯帯域幅域幅 を入力します。
帯域幅を制限する必要がない場合は、デフォルト設定のままにします。 [完了完了] を選択します。新し
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いミラーとジョブが左のツリーとメイン画面に表示されます。

注記注記: ミラーを作成した後、初期の状態は [概概要要] ペインで「 再同期を保留しています再同期を保留しています 」と表示されま
す。ミラーの初期の再同期が完了すると、自動的に ミラミラーー の状態に変更されます。
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3.4.3.2.共有ボリュ共有ボリューームとのミラムとのミラーーの作成の作成
共有ボリューム構成にて DataKeeper を正しく構成するために、 DataKeeper GUI を使用して共有ボリュ
ームが構成されているすべてのシステムに接続する必要があります。接続されると、DataKeeper GUI は
ハードウェアシグネチャを使用して、どのボリュームが共有されていて、どのボリュームが共有されてい
ないかを自動的に検知します。

重要重要: GUI がシステムに接続していない場合は、システム上の共有ボリュームを検知することができませ
ん。

注記注記 : ダイナミックディスクは共有ストレージではサポート対象外です。ダイナミックディスク構成は各
システム上のどこかに (文書化されていません) 保存されますが、ディスク自体には保存されないためで
す。現在 2 つのシステム間で構成を複製する方法が存在しません。

注記注記: DataKeeper では、複数のシステムが同じ物理ストレージにアクセスしている共有ボリューム上にミ
ラーを作成することができます。同時アクセスを防ぐには、以下の手順を実行する前に、共有ストレージ
ボリュームリソースの安全な作成 を参照してください。

1. DataKeeper GUI を介してすべてのシステムに接続します。

2. [ジョブの作成] を選択します。

3. ジョブ名とジョブの説明を定義し、 [ジョブの作成ジョブの作成] をクリックします。 [ソソーースを選スを選択択してくださしてくださ
いい] ダイアログが表示されます。
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4. [ソソーースシステムスシステム] 、 [IP アドレスアドレス] 、 [ボリュボリューームム] を選択します。

5. [次へ次へ] を選択します。 [共有ボリュ共有ボリューームム] ダイアログが表示されます。

6. ソースシステムと共有するボリュームを持つシステムを選択します。
注記注記: 共有ボリュームに接続されるすべてのシステムは同じサブネット上の IP アドレスで構成され
ている必要があります。該当のすべてのシステムが有効な IP アドレスを設定されるまで、 [次へ次へ]
ボタンは有効になりません。

該当のシステムの [含む含む] のチェックボックスのチェックをはずすことは可能なため、表示されるボ
リュームが本当に共有されるボリュームでないことを確認してチェックをはずしてください。(まれ
にしかありませんが) 2 つのボリュームが共有されていない場合であっても、それらのハードウェア
シグネチャが一致することがあります。この場合は、 [含む含む] チェックボックスのチェックをはずし
てください。

7. [次へ次へ] を選択します。 [タターーゲットの選ゲットの選択択] ダイアログが表示されます。

8. [タターーゲットシステムゲットシステム] 、 [IP アドレスアドレス] 、 [ボリュボリューームム] を選択します。

9. [次へ次へ] を選択します。

注記注記: ターゲットボリュームと共有している他のシステムにボリュームがある場合は、 [共有ボリュ共有ボリュ
ーームム] ダイアログは次に表示されます。上記で共有するソースボリュームを構成したときのように共
有するターゲットボリュームの構成を行ってください。

10. [次へ次へ] を選択して続行します。 [詳細の設定詳細の設定] ダイアログが表示されます。
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11. スライドバーを使用してソースシステムからターゲットシステムにデータを送信する際の 圧圧縮レベ縮レベ
ルル を設定します。

注記注記: 圧縮は、WAN を介したレプリケーションでの使用を推奨します。

12. ソースボリューム/ターゲットボリューム間の転送モードを選択します (非同期または同期 )。

13. レプリケーションに使用する帯域幅を制限したい場合は、転送に対する最大帯域幅 を入力します。
帯域幅を制限する必要がない場合は、デフォルト設定のままにします。

14. [完了完了] を選択します。新しいミラーとジョブが左のツリーとメイン画面に表示されます。
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3.4.3.3.共有ストレ共有ストレーージボリュジボリューームリソムリソーースのスの
安全な作成安全な作成
DataKeeper では、複数のシステムが同じ物理ストレージにアクセスしている共有ボリューム上にミラーを
作成することができます。共有ボリュームは、ミラーのソース側に作成することも、ターゲット側に作成
することもできます。

注記注記　 : ダイナミックディスクは共有ストレージではサポート対象外です。ダイナミックディスク構成は
各システム上のどこかに (文書化されていません) 保存されますが、ディスク自体には保存されないためで
す。現在 2 つのシステム間で構成を複製する方法が存在しません。

共有ストレージボリュームリソースを安全に作成するには、ボリュームに対する書き込みアクセスを持つ
のが、どの時点においても、1 つのシステムだけになるようにする必要があります。これには
DataKeeper ミラーを作成する前も含まれます。DataKeeper はミラーを作成する前にボリュームが共有さ
れていることを認識しないので、ボリュームが同時に 2 つ以上のシステムで書き込み可能になることがな
いように、手動での手順が必要になります。

ボリュームの同時書き込みアクセスを防ぐには、以下の手順を使用してください。この例では、2 つのシ
ステム (SYSA および SYSB) が共有ストレージに接続され、3 つ目のターゲットシステム (SYSC) に複製
されています。このストレージは 2 つのボリュームで構成されており、3 つすべてのシステムでドライブ
レター E: および F: を割り当てます。

1. SYSB の電源はオフにしたまま、_SYSA_ の電源をオンにします。

2. もしインストールされていない場合は、DataKeeper をインストールします。

3. ボリュームにドライブレター E: および F: を割り当て、まだフォーマットしていない場合は NTFS
でフォーマットします。

4. SYSA の電源をオフにします。

5. SYSB の電源をオンにします。

6. DataKeeper をまだインストールしていない場合はインストールして、インストール後にシステムを
再起動します。

7. 共有ボリュームにドライブレター E: および F: を割り当てます。

8. コマンドプロンプトで以下のコマンドを実行して、「共有」構成フラグを設定します。

"%ExtMirrBase%\emcmd" . setconfiguration E 256

"%ExtMirrBase%\emcmd" . setconfiguration F 256

9. SYSB を再起動します。_E:_　および F:　ドライブがロックされて再起動します。
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10. SYSA の電源をオンにします。_E:_　および F:　ドライブが書き込み可能になって再起動します。

11. DataKeeper GUI を使用して、 SYSA E: (ソース) から SYSC E: (ターゲット) へ、また SYSA F: (ソ
ース) から SYSC F: (ターゲット) へ、ジョブとミラーを作成 します。DataKeeper によって、
SYSB が共有ソースシステムであることが検出されます。

システムの電源をオフにする代わりに、 ディスク管理ディスク管理 を使用して、共有物理ディスクをオフラインにす
ることもできます。

この手順を使用して共有ターゲットボリュームに安全にミラーを作成することもできます。上記の例で
は、_SYSC_ から SYSA にミラーを作成できます。その場合、ボリューム SYSB は共有ターゲットになり
ます。

3 つ以上の共有ディスクを持つサイトの場合は、同様の手順で 1 つ目のミラーボリュームに含まれていな
いすべての領域についてロックすることができます。
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3.4.3.4.複複数数タターーゲットとのミラゲットとのミラーーの作成の作成
SIOS DataKeeper では、シングルソースボリュームから 1 つまたは複数のターゲットボリュームへデータ
のレプリケーションを行うことが可能です。さらに、DataKeeper はスイッチオーバ操作を行い、任意の
ターゲットボリュームをソースにすることが可能です。すでに、ミラーの作成 手順でミラーを含むジョブ
を作成していると仮定して、以下の手順を使用して同じソースボリュームから異なるターゲットボリュー
ムへ 2 つ目のミラーを作成してください。

1. 既存のジョブの上で右クリックします。

2. [ミラミラーーを作成を作成] を選択します。

3. 既存のミラーの ソソーースス を選択します (新しいミラーのソースにもなります)。

4. 新しいミラーの タターーゲットゲット を選択します。

5. [完了完了] を選択します。

次に表示されるダイアログで、DataKeeper がソースボリュームをターゲットボリュームのうちの 1
つへ正常にスイッチオーバするために必要な追加の情報について設定することになります。1 つ目
のミラーを作成したとき、ソースシステムと 1 つ目のターゲットシステムとの間のネットワークの
エンドポイントを指定しているはずです。また、2 つ目のミラーを作成したときソースシステムと 2
つ目のターゲットシステムとの間のネットワークエンドポイントを指定しているはずです。

最後の設定で必要になるのは 1 つ目のターゲットシステムと 2 つ目のターゲットシステム間のネッ
トワークのエンドポイントです。それを指定することにより、どのシステムがソースになっても問
題はなく、ミラーがすべてのシステム間で正常に確立されます。

6. [追加情報追加情報] ダイアログで、1 つ目のターゲットシステムと 2 つ目のターゲットシステム間のミラー
の作成に必要となる ネットワネットワーークエンドポイントクエンドポイント を選択します。

注記：この時点でミラ注記：この時点でミラーーは作成されていません。は作成されていません。 DataKeeper は、ミラー作成時に使用するエンド
ポイントの保存のみ実行しています。

7. [OK] を選択します。

注記注記: シングルソースボリュームを 2 つ以上のターゲットボリュームへレプリケーションしている場
合は、関連するすべてのシステム間で、ミラーに対するネットワークエンドポイントを提供する必
要があります。

例例:

3 ノノーードド (A、、B、、C) – ミラミラーーエンドポイントの定義エンドポイントの定義

作成されたミラ作成されたミラーー 追加のミラ追加のミラー関ー関係係

A → B B → C
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3 ノノーードド (A、、B、、C) – ミラミラーーエンドポイントの定義エンドポイントの定義

A → C

4 ノノーードド (A、、B、、C、、D) – ミラミラーーエンドポイントの定義エンドポイントの定義

作成されたミラ作成されたミラーー 追加のミラ追加のミラー関ー関係係

A → B
B → C

B → D

C → D

A → C

A → D
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3.4.3.5.複複数数タターーゲットのスイッチオゲットのスイッチオーーバおよバおよ
びフェイルオびフェイルオーーババ
複数のターゲットがある構成において、以下のシナリオにおける DataKeeper の動作について理解してお
くことが重要です。

• ターゲットサーバへの手動スイッチオーバ

• ソースサーバ障害によるターゲットサーバへの手動スイッチオーバ

例例:

以下のシナリオにおいて、3 つのサーバがあります。

• サーバ A (ソース)

• サーバ B (ターゲット 1)

• サーバ C (ターゲット 2)

2 つの独立したミラーがあり、サーバ A は 2 つの異なるターゲットボリュームをミラーリングしているの
で注意してください。

• ミラー 1: サーバ A → B

• ミラー 2: サーバ A → C
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タターーゲットサゲットサーーバへの手動スイッチオバへの手動スイッチオーーババ

サーバ B をアクティブ (ソース) サーバにする場合は、以下の処理が行われます。

1. 管理者は、DataKeeper UI を使用して ミラミラーーのスイッチオのスイッチオーーババ を行うことにより、サーバ B へのス
イッチオーバを開始します。

2. サーバ A はソースボリューム宛のデータをすべて書き出します。

3. ミラー 1 は、いったん削除され、サーバ B からサーバ A へ再作成されます。

4. サーバ A とサーバ C 間のミラーも同様に自動的に削除されます (注記注記: DataKeeper GUI ではほんの
数秒遅れを感じることがあります。この遅れはネットワーク帯域 およびサーバのパフォーマンスに
基づいて発生します)。

5. サーバ B とサーバ C 間に新しいミラーが確立されます。サーバ A からのインテントログ がサーバ
B にコピーされます。これによりサーバ B およびサーバ C 間のデータ同期は部分再同期が要求され
ます。 (部分再同期は新しいエンドポイントを確立するのに必要なデータのみの再同期であり、完全
再同期に比べ格別に早くなります)。

結果結果

• ミラー 1: サーバ B → A (部分再同期)

• ミラー 2: サーバ B → C (サーバ A からのインテントログ、部分再同期)

ソソーースサスサーーバ障害バ障害 - タターーゲットサゲットサーーバへの手動スイッチオバへの手動スイッチオーーババ

アクティブ (ソース) サーバに障害が発生した場合、DataKeeper ではサーバ B をアクティブ (ソース) サー
バにすることが可能です。以下の処理が行われます。
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1. サーバ A に障害が発生します。

2. 管理者は、DataKeeper UI を使用して「ミラーのスイッチオーバ」を行うことにより、サーバ B への
スイッチオーバを開始します。

3. サーバ B はローカル側のミラーを削除し、サーバ B からサーバ A へ新しいミラーを作成します。

4. サーバ A とサーバ C 間のミラーは削除されます。

5. サーバ B とサーバ C 間に新しいミラーが確立されます。

6. サーバ A が復旧したとき、サーバ A は、サーバ A がダウンしている間にサーバ B がソースとなり、
自分自身が自動的にターゲットとなったことを検知します。

結果結果

• ミラー 1: サーバ B → A (サーバ A が復旧した場合は部分再同期)

• ミラー 2: サーバ B → C (部分再同期)
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3.4.4.ジョブにジョブに関関連する作業連する作業
ジョブ

ジョブの名前変更

ジョブの削除

ジョブの再割り当て

ミラーのスイッチオーバ
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3.4.4.1.ジョブジョブ
SIOS DataKeeper は、ジョブと呼ばれるものを使ってミラーの管理を行います。ジョブは関連するミラー
およびサーバの論理的な集合となります。このため SIOS DataKeeper のユーザインターフェースを使うこ
とで、ジョブを作成するための複雑で反復的な作業をすばやく実行することができます。

関連するミラーは 1 つのジョブに配置する必要があります。例えば、複数のミラーで SQL Server のよう
なアプリケーションを保護する場合はそれぞれを同じジョブに配置する必要があります。関連しないミラ
ーは別々のジョブに配置する必要があります。

注記注記: 前回のバージョンの SIOS Data Replication で作成したミラーは、個々のジョブとしてインポートさ
れます。管理者はミラーが論理グループに集約されるよう注意してください。
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3.4.4.2.ジョブ名のジョブ名の変変更更
1. DataKeeper のウィンドウの左側にある コンソコンソーールツリルツリーー のジョブを選択します。

2. [操作操作] ペインから [ジョブ名をジョブ名を変変更更] を選択するか、選択したジョブの上で右クリックし、表示され
るメニューから [ジョブ名をジョブ名を変変更更] を選択します。

3. 新しい [ジョブ名ジョブ名] および [ジョブのジョブの説説明明] を入力します。
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3.4.4.3.ジョブの削除ジョブの削除
1. DataKeeper のウィンドウの左側の コンソコンソーールツリルツリーー ペインのジョブを選択します。

2. [操作操作] ペインから [ジョブを削除ジョブを削除] を選択するか、選択したジョブの上で右クリックし、表示される
メニューから [ジョブを削除ジョブを削除] を選択します。

3. [はいはい] を選択します。選択したジョブおよび関連するミラーが削除されます。
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3.4.4.4.ジョブの再アサインジョブの再アサイン
ジョブの再アサインジョブの再アサイン 機能を使用すると、ミラーを削除せずにあるジョブから別のジョブへ既存のミラーを
移動させることができます。

1. 中央の [概概要要] パネルからジョブを選択します。

2. 右クリックして、 [ジョブの再アサインジョブの再アサイン] を選択するか、 [操作操作] パネルから [ジョブの再アサインジョブの再アサイン]
を選択します。

3. [既既存のジョブ存のジョブ] ドロップダウンリストから既存のジョブを選択し、 [ジョブにアサインジョブにアサイン] ボタンを押
します。中央の [概概要要] パネルに、新規にアサインされたジョブが表示されます。

注記注記 : 既存のジョブを使用したくない場合は、このダイアログで [新しいジョブの作成新しいジョブの作成] を選択することも
可能です。
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3.4.4.5.ミラミラーーのスイッチオのスイッチオーーババ
ミラーのスイッチオーバー機能では、ジョブ内のすべてのミラーまたはジョブ内のミラーのうち 1 つだけ
をスイッチオーバーすることが可能です。「ミラー」は、標準的な単一ターゲットのレプリケーションや複
雑なジオメトリー、例えば複数ターゲットのレプリケーションや共有のノードのソースやターゲットなど
を含んでいます。これらの複雑なミラー構成およびジオメトリーは、実際は単一のユニットとして動作す
るミラーの集まりとして実装されています。

注記注記: ミラーは、現在のターゲットシステムにスイッチオーバーする前には、 ミラミラーーリングリング の状態である
必要があります。複数のターゲットが存在している構成や共有のソース / ターゲットが存在する構成にお
けるスイッチオーバー時の要件については、以下の スイッチオスイッチオーーババーー時の要件時の要件 をご参照ください。ミラー
の状態を表示するには、DataKeeper GUI を使用してください。WSFC GUI では、DataKeeper GUI のよ
うな詳細な情報は提供されず、ミラーがミラーリング状態ではない場合でもリソースがオンライン (緑色)
として表示されます。

1. 左側のパネルのジョブを選択します。

2. そのジョブの上で右クリックし、 [ミラミラーーのスイッチオのスイッチオーーババーー] を選択します。

3. ダイアログが表示され、選択したジョブまたはミラーにおいてどのノード / ホストをミラーのソース
にするかを指定することになります。

複雑なミラーの場合は、現在のミラーソースの共有グループまたは現在ミラーリング状態の有効なタ
ーゲットのうちの 1 つ、のどちらかを選択することが有効です。有効なターゲット側の共有ピアー
または現在ミラーリング状態ではないターゲットを選択すると、エラーにより現在のミラーの状態の
ままになり、設定は変更されません。

4. 砂時計のアイコンが左側のパネル上に表示されます。

5. [概概要要] パネルでミラーの状態を確認することでスイッチオーバが完了したかどうかを確認すること
ができます。

注記注記: スイッチオスイッチオーーババ オプションがグレイアウト (有効ではない) されている場合は、ボリュームがクラス
タの保護下にあることを意味します。(Microsoft クラスタもしくは SIOS Protection Suite クラスタ)。

スイッチオスイッチオーーバ時の要件バ時の要件

設定の種類設定の種類 設定例設定例 スイッチオスイッチオーーバ操作バ操作 スイッチオスイッチオーーバ時の要件バ時の要件

単一ターゲット A → B Bへスイッチオーバ
ミラーがミラーリング状態の場合のみ
可能です。

複数ターゲット

A → B (ミラー
リング)

A → C (一時停
止)

Bへスイッチオーバー
A → B へのミラーがミラーリングの状
態なので可能です。

Cへスイッチオーバー 不可能
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共有ソース / タ
ーゲット

*S1、S2、S3 →
*T1、T2

(S1 は現在のソ
ース)

(T1 は現在のタ
ーゲット)

共有ソースへスイッチオーバ
ー (S2 または S3)

常時可能

現在のターゲットにスイッチ
オーバー (T1)

ミラーがミラーリング状態の場合のみ
可能です。

共有ターゲットにスイッチオ
ーバー (T2)

不可能 - スイッチオーバーが失敗しま
す。
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3.4.5.ミラミラーーの操作の操作
ミラーの管理

一時停止およびロック解除

再開/ロック

部分再同期

中断

再同

ミラーの削除

ターゲットの置き換え

DataKeeper ボリュームのサイズ変更

ミラープロパティ

既存のミラーの圧縮レベルの変更
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3.4.5.1.ミラミラーーの管理の管理
[操作操作] ペインからジョブを選択し、ジョブにあるすべてのミラーの管理、またはジョブにある単一のミラ
ーの操作を行うことができます。

ジョブを選択した後、以下の操作を実行できます。

• 全ミラーの一時停止 / ロック解除

• 全ミラーの再開 / ロック

• 全ミラーの中断

• 全ミラーの再同期

• 全ミラーのスイッチオーバ

ターゲット単位の操作 ( [操作操作] ペインの下) では個々のミラーに対して実行します。例えば、2 つのミラー
のジョブを持っていて、そのうちの 1 つを選択しターゲットで [ミラミラーーの一時停止の一時停止 / ロック解除ロック解除] を選択し
た場合は、選択したミラーのみが一時停止します。
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3.4.5.2.一時停止およびロック解除一時停止およびロック解除
この操作ではミラーを一時停止し、ターゲットシステム側のボリュームのロックを解除します。ボリュー
ムのバックアップを作成する場合は、ターゲットボリュームのロックを解除します。

警告警告: ロック解除中のターゲットボリュームへのどの書き込みも、ミラーの再開時に失われます。

注記注記: ターゲットボリュームを 再配置 する場合は、新しいターゲットボリュームが作成された際にソース
ボリュームからターゲットボリュームへのデータの全同期を実行するためにミラーの中断 またはミラーの
削除 を実行する必要があります。詳細な情報は ターゲットの再配置 を参照してください。

再開およびロック のコマンドでは、ターゲットボリュームを再ロックし、部分再同期 ( またはタまたはターーゲットゲット
がロック解除中に再起動かシャットダウンされた場合に完全再同期をがロック解除中に再起動かシャットダウンされた場合に完全再同期を実実行します行します )およびミラーリングの
再開を実行します。

1. ロックを解除したいミラーを含むジョブを選択します。

2. ジョブの上で右クリックし、 [全ミラ全ミラーーの一時停止の一時停止 / ロック解除ロック解除] を選択するか、または [操作操作] ペイ
ンから [全ミラ全ミラーーの一時停止の一時停止 / ロック解除ロック解除] を選択します。

3. [はいはい] を選択し、選択したジョブですべてのミラーを一時停止しロック解除を実行します。
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3.4.5.3.再開再開 / ロックロック
この操作によってターゲットシステム上のボリュームがロックされ、ミラーリングプロセスが再開されま
す。

ミラーの一時停止中、ソースシステムに対する書き込みは SIOS DataKeeper インテントログ に記録され
ます。*再開 / ロック*処理を実行すると、これらの変更されたブロックは、ターゲットボリュームで変更さ
れたブロックとともにソースからターゲットに送信され、ミラーは部分再同期 と呼ばれる方法で再同期さ
れます。

警告警告: ロック解除中にターゲットボリュームに書き込んだ内容はミラーを再開すると失われてしまいます。
また、一時停止およびロック解除中にターゲットシステムで再起動またはシャットダウンを実行すると、
再開 / ロックが実行された場合に完全再同期が行われます。

注記注記: ターゲットボリュームを _再配置_する場合は、ミラーの 中断 またはミラーの削除 のいずれかが、
つまりミラーの再開およびロックの代わりに 再同期再同期 または *再作成*が必要です。詳細は ターゲットの再
配置 を参照してください。

1. 再開したいミラーを含むジョブを選択します。

2. ジョブの上で右クリックし、*[全ミラーの再開 / ロック]* を選択するか、または [操作操作] パネルから
[全ミラ全ミラーーの再開の再開 / ロックロック] を選択します。

3. [はいはい] を選択し、選択したジョブですべてのミラーの再開とロックを実行します。

4. [ミラミラー概ー概要要] ウィンドウで、ミラーの状態が [ミラミラーーリングリング] に変わります。
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3.4.5.4.部分再同期部分再同期
新しいエンドポイントを確立するためだけに必要となるデータのみの再同期は、完全再同期に比べ格別に
早くなります。
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3.4.5.5.中中断断
ミラーの中断は一時停止およびロック解除機能に似ています。これによってミラー処理が停止し、読み書
きアクセスのターゲットボリュームがロック解除されます。違いは 、 中中断断 処理では DataKeeper インテ
ントログ のすべてのビットがダーティとマークされ、ミラーを再同期してミラーリングを再開するとき
に、強制的に完全再同期が実行されるということです。

警告警告: ミラーリングの中断中には、ターゲットボリュームにデータを書き込まないでください。中断時に書
き込んだデータは、ミラーの再同期時に失われます。

1. 中断したいミラーを含むジョブを選択します。

2. ジョブの上で右クリックし、 [全ミラ全ミラーーの中の中断断] を選択するか、または [操作操作] ペインから [全ミラ全ミラーー
の中の中断断] を選択します。

3. [はいはい] を選択し、選択したジョブですべてのミラーを中断します。

4. [ミラミラー概ー概要要] ウィンドウで、ミラーの状態が [中中断断] に変わります。

注記注記: Resync コマンドはターゲットボリュームを再度ロックし、 完全再同期完全再同期 を実行してミラーリングの
処理を再開します。
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3.4.5.6.再同期再同期
このコマンドは、中断したミラーを再確立します。完全な再同期が実行されます。

1. 再同期したいミラーを含むジョブを選択します。

2. ジョブの上で右クリックし、 [全ミラ全ミラーーの再同期の再同期] を選択するか、または [操作操作] タスクペインから
[全ミラ全ミラーーの再同期の再同期] を選択します。

3. [はいはい] を選択し、選択したジョブですべてのミラーを再同期します。

4. [ミラミラー概ー概要要] ウィンドウで、ミラーの状態が [ミラミラーーリングリング] に変わります。
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3.4.5.7.ミラミラーーの削除の削除
この操作によってレプリケーションが終了し、関連するジョブからミラーが削除されます。ターゲットボ
リュームはロック解除され、完全にアクセス可能になります。

1. 削除したいミラーを含むジョブを選択します。

2. ミラーの上で右クリックし、 [ミラミラーー削除削除] を選択するか、 [操作操作] ペインから [ミラミラーー削除削除] を選択し
ます。

3. [はいはい] を選択してミラーを削除します。

4. ミラーが削除され、関連するジョブから取り除かれます。

注記注記: ミラミラーーの削除の削除　オプションがグレイアウト (有効ではない) されている場合は、ボリュームがクラス
ターの保護下にあることを意味します。(Microsoft クラスターもしくは LifeKeeper for Windows クラスタ
ー)。
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3.4.5.8.タターーゲットの再配置ゲットの再配置
ターゲットボリュームを再配置する場合は、ターゲットボリュームが再配置された際にソースボリューム
からターゲットボリュームへのデータの完全再同期を実行するためにミラーの中断 またはミラーの削除 を
実行する必要があります。一時停止およびロック解除 と似ていますが、ミラーの中断では DataKeeper イ
ンテントログのすべてのビットがダーティとマークされ、強制的に完全再同期が実行されます。ミラーを
削除すると、レプリケーションが終了してジョブからミラーが削除されるので、新しいターゲットを使用
してミラーを再作成すると、完全再同期が実行されます。

中中断断コマンドを使用するコマンドを使用する

1. 再配置するターゲットを含むミラーを選択します。

2. ミラーの上で右クリックし、*[ミラー中断]* を選択するか、または [操作操作] タスクペインから [ミラミラーー
中中断断] を選択します。

3. [はいはい] を選択してミラーを中断します。

4. 新しいターゲットが生成されたことを確認し、リプレースされたボリュームを含むジョブを右クリ
ックして、 [全ミラ全ミラーーの再同期の再同期] を選択します。

5. ターゲットボリュームはロックされ、完全再同期が実行されて、ミラーリング処理が再開されま
す。

削除コマンドを使用する削除コマンドを使用する

1. 再配置するターゲットを含むミラーを選択します。

2. ミラーの上で右クリックし、 [ミラミラーー削除削除] を選択するか、または [操作操作] タスクペインから [ミラミラーー
削除削除] を選択します。

3. [はいはい] を選択してミラーを削除します。

4. 新しいターゲットが配置されたら、ミラーを再作成 します。
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3.4.5.9. DataKeeper ボリュボリューームのサイズムのサイズ変変更更
DataKeeper では、ミラーの設定を行う際、動的にDataKeeper ボリュームを拡張および縮小することが可
能です。一旦サイズ変更が完了すると、部分同期が実行されます。

注記注記: サイズ変更は、一度に 1 つのボリュームでのみ実施する必要があります。

制限制限

• DataKeeper はミラー対象のボリュームが存在する物理ディスクのディスクの種類を変更することは
サポートされていません (たとえば ベベーーシックディスクシックディスク から ダイナミックディスクダイナミックディスク -- ダイナミック
ディスクを作成する前にミラーを削除する必要があります)。

• DataKeeper はパーティションのサイズ変更を行うサードパーティ製品をサポートしていません。

• DataKeeper は、 ダイナミックディスクダイナミックディスク 上に構成される共有ボリューム上のボリュームのサイズ変
更をサポートしません。Windows での共有ダイナミックディスクの使用には信頼性において問題が
あります。

非共有ボリュ非共有ボリューームの場合ムの場合

以下の手順を使用するためのサンプル構成には、次のものが含まれます。

• ディスクからディスク
• 1 対 1
• 1 対多
• 多対 1

非共有ボリューム構成で DataKeeper ボリュームをサイズ変更するには、以下の手順を実行します。

警告警告: DataKeeper for Windows v7.4以前のバージョンでサイズ変更をしないでください。!

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 206 / 310



参参考動考動画画（英語）（英語）

　

1. DataKeeper UIの ミラーの一時停止 / ロック解除 オプションを使用して全ミラーを一時停止し、全
ターゲットボリュームのロックを解除してください。

2. Windows ディスクの管理ディスクの管理 ユーティリティを使用して サイズサイズ変変更ウィザ更ウィザーードド で [ボリュボリューームのムの拡拡張張]
もしくは [ボリュボリューームの縮小ムの縮小] を選択して、ソースシステムでボリュームサイズを拡大 (オペレーティ
ングシステムにおいて可能な場合は縮小) します。 サイズサイズ変変更が完了して確認されたら、タ更が完了して確認されたら、ターーゲッゲッ
トシステムをサイズトシステムをサイズ変変更します。各タ更します。各ターーゲットの未ゲットの未処処理ボリュ理ボリューームサイズがソムサイズがソーースボリュスボリューームのサイムのサイ
ズ以上であることを確認してください。ズ以上であることを確認してください。

注記注記: Windows ディスクの管理ユーティリティは、ドライブ数に基づいてターゲットノードで開始
する場合、より長い時間がかかります。ボリュームがロックされている場合、Windows オペレーテ
ィングシステムには、エラー条件の再試行が組み込まれているため、「ロックされた」ターゲットノ
ードで開始する際の速度が影響を受けます。

注記注記: ソースとターゲットのサイズを変更した後、ディスク管理で再スキャンを実行してください。
次にクラスタ内の各システムで以下のコマンドを実行し、DataKeeper が新しいボリュームサイズを
認識するようにします。

・コマンドプロンプトを起動します（管理者として実行）

・cd %extmirrbase%

https://fast.wistia.net/embed/iframe/ryp1be5r8l
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・emcmd . updatevolumeinfo <enter-volume-letter>

3. ソソーースおよびタスおよびターーゲットゲット のサイズが同じ、もしくはターゲットサイズのほうが大きいことを確認す
るため、以下のいずれかの方法を実施してください。

方法方法 1

ディスクの管理でソース/ターゲットの Total Capacity を確認します。

• “ロック解除された” ドライブを表示して、サイズを確認してください。合計容量 (単位：バイ
ト)は、 ソースとターゲットで 等しい等しい か タターーゲットがソゲットがソーースよりも大きくなければなりませスよりも大きくなければなりませ
ん。ん。

• ドライブを選択し、プロパティを選択します。 Capacity（容量） は、Total Capacity と同等に
なり emcmd . getvolumeinfo の出力からも確認することができます。

サイズ変更後、前述の手順を実行しても正しいサイズが表示されない場合は、以下のいずれかを実行
してください。

• ディスクの管理で該当になっているディスク をオフラインにし、(例： Disk 1, Disk 2)その後
オンラインにします。この操作により正しいサイズを反映させるためパーティションテーブル
が更新されます。
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• サイズ変更を反映させるためターゲット側の再起動します。

• DISKPART を使用してサイズ変更が正確に伝わっていることを確認します。

コマンドプロンプトから管理者権限で以下を実行します。

• DISKPART を入力します。

• DISKPART> list volume

• DISKPART> select volume #

注記注記: #は対象となるボリュームの番号で、 list volume で確認できます。

• DISKPART> extend filesystem

これでファイルシステムのサイズが新しいパーティションサイズと一致します。

• “Exit” を入力し、コマンドプロンプトに戻ります。

操作が完了したら DataKeeper UI で “全ミラ全ミラーーの再開の再開 / ロックロック” をクリックします。

方法方法 2

ソースおよびターゲットのサイズが同じ、もしくはターゲットサイズのほうが大きいことを確認する
ため、 以下を以下を実実施してください。施してください。

getvolumeinfoコマンドを使用します。:

emcmd <system> getvolumeinfo <volume letter> 1

例例: C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper>emcmd Sourceservername
getvolumeinfo e 1

出力出力:

—- LEVEL 1 INFO —-

Volume Root = E:

ソース側でこの操作を実行した場合は、オフラインディスクにはアクセスできくなり
ます。

!

コマンドの最後に記載されている 1 は、ボリュームの total space を含んだ “level 1”
の情報を表示するために使用されます。*
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Last Modified = Sun Jan 10 23:21:40 2021

Mirror Role = SOURCE

Label = SQL Data

FileSystem = NTFS

Total Space = 4291817472

Num Targets = 1

Attributes : 0h

—————————————————

他のボリュームの属性を排除/フィルタリングし、ソースの “total space” のみ表示させるため、
“findstr Total“ を使用します。

以下のサンプルを参照してください。:

ソソーースにスに対対するフィルタするフィルターーの例の例
C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper>emcmd Sourceservername
getvolumeinfo e 1 |findstr Total

出力出力:
Total Space = 4291817472

タターーゲットにゲットに対対するフィルタするフィルターーの例の例

C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper>emcmd Targetservername
getvolumeinfo e 1 |findstr Total

出力出力:
Total Space = 4291817472

タターーゲットがロックされている場合ゲットがロックされている場合 、アクセス拒否もしくは使用不可となり次のような出力となりま
す。

出力出力:
Total Space = N/A

注記注記: ロックされている際に Total Space が Total Spaceの値を表示する場合もあります。

これらの例によりTotal Space/Total Capacityが表示されます。*
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方法方法 3

コマンドプロンプトから管理者権限で以下を実行します。

emcmd . updatevolumeinfo <ボリュームレター>

4. ボリュームのサイズ変更後、 ミラーの再開 / ロック を行ってください。ミラーリング処理が再開さ
れ、部分同期が発生します。

共有ボリュ共有ボリューームの場合ムの場合 - ベベーーシックディスクシックディスク

このサイズ変更手順は、 ベベーーシックディスクシックディスク 上に共有ボリュームが構成されている場合に適用できます。
以下の手順を使用するためのサンプル構成には、次のものが含まれます。

• 共有ディスクを単体のディスクにレプリケーションする構成
• 共有ディスク同士でレプリケーションする構成
• N 個の共有ディスクターゲットへレプリケーションされる N 個の共有ディスク構成

ディスク上のフリーディスクがある場合は、ボリュームを別のスペースで使用するために拡張することが
可能です。

1. DataKeeper UIの ミラーの一時停止 / ロック解除 オプションを使用して全ミラーを一時停止し、全
ターゲットボリュームのロックを解除してください。

2. すべての共有ソースまたは共有ターゲットシステムをシャットダウン (電源オフに) します。(注記注記:
現在のソースと現在のターゲットシステムはシャットダウンしないでください。)

3. 上記の非共有ボリュームの場合の手順にしたがってボリュームサイズを変更してください。

4. サイズ変更後、ミラーの再開とロック を行ってください。

5. 共有システムの電源をオンにします。新しいボリューム構成が自動的に認識されます。

エラエラー処ー処理理

1. ミラーの 再開とロック再開とロック を実施後、GUIが長時間「 一時停止一時停止 」状態のままの場合は、ソースとターゲ
ットノードの両方でシステムログを確認してください。

2. DataKeeper は、ターゲットボリュームがソースボリュームよりも小さい場合にミラーの同期が開始
されるのを防ぎます。UNLOCKVOLUME コマンドを介して、システムログがそのようなエラーを表

このコマンドは DataKeeper GUI が正しくない情報を表示したり、情報が更新されて
いない場合に役立ちます。ディスクの管理の UI を更新する際にも役立ちます。*

共有ボリューム – 複数のシステムが同じ物理ストレージにアクセスできます。この共有ボ
リュームは、ミラーのソース側、ターゲット側のどちらにあっても構いません。*
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示した場合、ターゲットのボリュームサイズがソースボリュームのサイズ以上であることを確認し、
ボリュームを再びサイズ変更する必要があります。その上で、上記の再開 / ロック手順に進みま
す。

3. ミラーを継続している DataKeeper は、新しいボリュームサイズを使用してビットマップファイル
およびインメモリビットマップバッファの割り当てをしなおします。ソースもしくはターゲットに
十分なメモリリソースがないため DataKeeper がビットマップバッファの割り当てに失敗した場
合、ミラーは、全同期を必要とする ‘中中断断’ 状態となります。

4. 一旦ボリュームのサイズ変更が開始されると、サイズの変更機能を元にもどす手段はなく、
DataKeeper に関連するエラー処理は、ビットマップファイルおよびインメモリビットマップバッフ
ァの配置しなおしが必要となります。配置のしなおしに失敗する
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3.4.5.10.ミラミラーープロパティプロパティ
[ジョブのジョブの概概要要] ペインのジョブを選択し、右クリックして [ミラミラーープロパティプロパティ] を選択してください。

このダイアログはジョブ、ソースシステム、ターゲットシステムに関する以下の情報を表示します。

• ジョブ名ジョブ名

• ステステーータスタス (ジョブの現在の状態、例: アクティブ)

• ソソーースシステムスシステム
◦ サーバ - ソースサーバの名前
◦ ソース IP - ソースサーバの IP アドレス
◦ ディスク空き容量 - ソースボリュームの容量
◦ 共有ホスト - 共有ストレージを介してこのボリュームへアクセスする別のシステム

• タターーゲットシステムゲットシステム
◦ サーバ - ターゲットサーバの名前
◦ ターゲット IP - ターゲットサーバの IP アドレス

[ミラミラーープロパティプロパティ] ダイアログでは、次の設定を修正することができます。

• 圧縮レベル - 特定のミラーに対して圧縮レベルを指定します。圧縮レベルは、[Lowest] から
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[Highest] まで設定できます。 [Medium low] に設定することを推奨していますが、テストを行いネ
ットワーク環境に適した設定を行ってください。なお、転送速度が 100 Mbps より大きい場合、圧
縮を行う必要はありません。

注記注記: 圧縮レベルの設定変更を行った場合は、 [ミラミラーープロパティプロパティ] 画面に表示されているすべての
システムに対して自動的に反映されます。

• 最大帯域 - 特定のミラーに使用するネットワークの帯域幅の最大値を指定します (キロビット/秒)。0
は「制限なし」という意味です。

注記注記: A がソース、B および C がターゲットのマルチターゲット構成においては、B または C がソースと
なるまで B-C 間のミラーのプロパティを構成できません。
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3.4.5.11.既既存のミラ存のミラーーのの圧圧縮レベルの縮レベルの変変更更
ミラーの圧縮レベルは、ミラー作成時に設定され、そのミラーだけに適用されます。

既存のミラーの圧縮レベルを変更するには、DataKeeper GUI 内からミラーのプロパティを編集してくだ
さい。

1. ミラーを選択して [編集編集] をクリックします。

2. スライダボタンをドラッグして、圧縮レベルを変更します。

値は [Lowest] から [Highest] まで変更できます。[Medium low] に設定することを推奨していますが、テス
トを行いネットワーク環境に適した設定を行ってください。

また、ダイアログのコメントのとおりにパラメータを変更すると、 [ミラープロパティ] 画面にリストされ
るすべてのシステムに圧縮プロパティが反映されることにも注意してください。
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3.4.6.共有ボリュ共有ボリューームにムに関関連する作業連する作業
共有ボリュームの管理

共有システムの追加

共有システムの削除
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3.4.6.1.共有ボリュ共有ボリューームの管理ムの管理
ミラーの作成後から、DataKeeper では共有ボリュームの管理を行うことができます。DataKeeper GUI の
[共有ボリュ共有ボリューームの管理ムの管理] を選択することにより、ミラーされているボリュームを共有している別のシステ
ムをジョブに追加する ことができます。また、ジョブから共有システムを削除する ことも可能です。こ
れらのシステムはミラーのソースまたはターゲットのどちらかに存在することができます。

ミラーのソースまたはターゲット側でミラーされているボリュームを共有しているシステムを追加または
削除したい場合は、管理したいジョブを選択し、編集対象のボリュームを含むミラーをハイライトしてく
ださい。

ボリュームが 1 つまたは複数のターゲットに対してミラーされていてミラーのソース側の共有システムを
追加または削除したい場合、それらすべてが同じソースボリュームを参照しているため、どのミラーでも
選択可能です。そのミラーに対して [共有ボリュ共有ボリューームの管理ムの管理] を選択すると、 [共有ボリュ共有ボリューームム] のダイアロ
グが表示されます。

ミラーのターゲット側の共有システムを追加または削除したい場合は、特定のミラーを指定する必要があ
ります。
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3.4.6.2.共有システムの追加共有システムの追加
ミラーのソースまたはターゲットのどちらかに共有システムを追加する場合は、そのシステムに接続して
いる必要があります。 [共有ボリュ共有ボリューームの管理ムの管理] ダイアログを開始する前にシステムに接続するか、そのダ
イアログ内の [ササーーバへ接バへ接続続] をクリックすることでシステムへの接続が可能です。このどちらかの場合に
おいて、ソースまたはターゲットボリュームのどちらかに一致するシステムに存在する共有ボリュームが
ある場合は、ダイアログの中でそのシステムとそのシステムに一致する IP アドレスが表示されます。この
ジョブの設定においてそのシステムを含む場合は [含む含む] チェックボックスはチェックしたままで、そのシ
ステムで使用する正しい IP アドレスを選択してください。

共有システムで既存のミラーシステムと IP アドレスのサブネットが一致しない場合、[IP アドレス] の欄
が空欄になり、 [含む含む] チェックボックスのチェックがはずれた状態になります。そのサブネット上に IP
アドレスを設定するためにシステムの再設定が必要になります。再度共有ボリュームの追加を行ってくだ
さい。

新しい共有システムを追加した後 [完了完了] をクリックすると、ジョブに追加されます。複数のミラーが存在
している場合は、新規に追加されたシステムとその他すべてのターゲット間で使用するネットワークアド
レスを設定することになります。
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3.4.6.3.共有システムの削除共有システムの削除
共有システムからミラーの片側を削除する場合は、 [共有ボリュ共有ボリューームの管理ムの管理] ダイアログを起動し、削除し
たいシステムの [含む含む] チェックボックスからチェックをはずしてください。 [完了完了] をクリックすると、ジ
ョブが更新され、そのシステムがジョブから削除されます。

警告警告: 共有システムをミラーのソース側から削除した場合、その時点でソースボリュームは複数のシステム
でアクセス可能となります。ソースボリュームは同時アクセスが可能となるため、同時アクセスによるデ
ータ破壊をまねく恐れがあります。
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3.4.7. Windows Server 2012 上での上での Microsoft
iSCSI タターーゲットとゲットと
以下のトピックでは、ユーザインターフェースを使用してMicrosoft iSCSI ターゲットと DataKeeper を設
定する手順を説明します。

__________________________________________________________________________________________________________________

iSCSI ターゲットのインストール

iSCSI 仮想ディスクの作成

注記注記: この設定は、VMware ESX 環境ではサポートされません。*
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iSCSI Initiator のセットアップ
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3.4.7.1. iSCSI タターーゲットのインストゲットのインストーールル
1. Server Manager のメニューの [管理管理] ドロップダウンから [役割と機能の追加役割と機能の追加] を選択してくださ
い。

2. [役割ベ役割ベーースまたは機能ベスまたは機能ベーースのインストスのインストーールル] オプションを選択してください。

3. 表示されたサーバのリストから、適切なサーバを選択してください。

4. [ササーーバの役割の選バの役割の選択択] 画面の [ササーーバの役割バの役割] で、 [ファイルサファイルサーービスおよびビスおよび iSCSI ササーービスビス] /
[iSCSI タターーゲットサゲットサーーババ] を選択してください。注記: [ファイルサファイルサーービスおよびビスおよび iSCSI ササーービスビス] は
ツリー階層にあり、通常はグレー表示で見つけにくい [ファイルおよびストレファイルおよびストレーージサジサーービスビス] の下に
あります。

5. [次へ次へ] を 2 回クリックし、表示された [インストインストーールル] ボタンをクリックして役割をインストールし
てください。

6. インストールが開始され、進行状況が表示されます。
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7. インストールが完了すると、メッセージ「 インストインストーールが正常に完了しましたルが正常に完了しました 」が表示されます。

8. クラスタ内のすべてのサーバについて、上記の手順を繰り返してください。
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3.4.7.2. iSCSI 仮仮想ディスクの作成想ディスクの作成
その時点でその時点で iSCSI タターーゲットサゲットサーーバがオンラインであるプライマリサバがオンラインであるプライマリサーーババ で、以下の操作を行ってくださ
い。

1. Server Manager の [ファイルおよびストレファイルおよびストレーージサジサーービスビス] に移動し、 [iSCSI] を選択してくださ
い。 [iSCSI 仮仮想ディスクを作成するには、想ディスクを作成するには、 新しい新しい iSCSI 仮仮想ディスクウィザ想ディスクウィザーードド を起動してくだを起動してくだ
さいさい] のリンクをクリックしてください (または、画面の右上にある [タスクタスク] ドロップダウンメニュ
ーから [新しい新しい iSCSI 仮仮想ディスク想ディスク] を選択)。 注記注記: Windows Server 2012 Server Manager は、
ユーザへの情報の表示や更新に時間がかかります。

2. 新しい新しい iSCSI 仮仮想ディスクウィザ想ディスクウィザーードド に、サーバとボリュームが表示されます。 DataKeeper ボリボリ
ュューームム を選択し、 [次へ次へ] をクリックします(注記: サーバ名は 前の手順 で作成した名前であり、ボ
リュームは認識された DataKeeper ボリュームです)。

3. 次のパネルに従って、 iSCSI 仮仮想ディスク想ディスク を構成してください。
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a. [iSCSI 仮仮想ディスク名想ディスク名] を指定します。

b. [iSCSI 仮仮想ディスクのサイズ想ディスクのサイズ] を指定します (注記注記: 複数のファイルを作成できます。ファイルサ
イズがディスク全体になる場合、作成する VHD ファイルによりディスク全体が使用されるので、
OS によりディスク容量が少ないと警告されることがあります)。

c. [iSCSI タターーゲットの割りゲットの割り当当てて] 画面で、iSCSI 仮想ディスクを 既既存の存の iSCSI タターーゲットゲット に割り
当てるか、 新しい新しい iSCSI タターーゲットゲット に割り当てるかを指定します ( 既既存の存の iSCSI タターーゲットゲット を選
択する場合の説明については、以下の説明 を参照してください)。

d. [iSCSI タターーゲット名ゲット名] を指定します。

e. [アクセスサアクセスサーーババ] 画面で [追加追加] を選択します。この iSCSI 仮仮想ディスク想ディスク にアクセスする iSCSI
イニシエイニシエーータタ を追加します。 注記注記: iSCSI イニシエータは一度に 1 つずつ追加してください。

4. すべての情報を指定したら、iSCSI 仮想ディスク / ターゲットの作成は完了です。iSCSI イニシエー
タ の設定に進んでください。

同一のタ同一のターーゲット名に複ゲット名に複数数のの仮仮想ディスクを設定する想ディスクを設定する

同一の iSCSI ターゲット名に、複数の iSCSI 仮想ディスクを設定することもできます。iSCSI イニシエー
タがそのようなターゲットに接続する場合は常に、その名前が割り当てられたすべての仮想ディスクに接
続します。

あらかじめ、どのファイルを作成するか、またそれらのファイルに同時にアクセスするか、個別にアクセ
スする必要があるかを計画する必要があります。

ユユーースケスケーースの例スの例

同一仮想マシンのシステムディスク、およびデータディスクになる 2 つの仮想ディスクを設定します。タ
ーゲットに「 server-1-disks 」の名前を付けます。iSCSI イニシエータがターゲット名「_server-1-disks_ 」
に接続すると、両方のディスクがイニシエータシステムに接続します。また、クラスタ (および CSV) の
一部を構成する仮想ディスクを持つ iSCSI ターゲットを設定する場合、これらのすべてのディスクを同一
のターゲットにすることができます。

同一ターゲット名に複数の仮想ディスクを設定するには、手順 3c で、 [iSCSI タターーゲットの割りゲットの割り当当てて] 画
面で 新規新規 iSCSI タターーゲットゲット を選択せずに、 既既存の存のiSCSI タターーゲットゲット を選択し、前の手順で作成した
iSCSI ターゲット名を指定します。このターゲット名は、iSCSI イニシエータが iSCSI ターゲットサーバ
に接続すると [ターゲット] リストに表示されます。ターゲットに複数の仮想ディスクが関連付けられてい
る場合、イニシエータはそれらの各ディスクと接続します (ディスクは [ディスク管理] に新規ディスクと
して表示される)。
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3.4.7.3. Windows 2012 でのでの iSCSI イニシエイニシエーー
タの設定タの設定
仮想ディスク / ターゲットを作成した後、Microsoft の iSCSI イニシエータ経由で、個々のクラスタサーバ
の接続を開始する必要があります。

1. [ササーーバマネバマネーージャジャ] の [管理ツ管理ツーールル] から [iSCSI イニシエイニシエーータタ] を開始してください。

2. [タターーゲットゲット] タブを選択し、前の手順 で作成した クラスタ化クラスタ化 iSCSI タターーゲットゲット の ネットワネットワーーク名ク名
または IP アドレスアドレス を入力してください。 [クイック接クイック接続続] を選択します。

3. 新しいパネルに、「 正常にログイン正常にログイン 」したことが示されます。 [OK] をクリックしてパネルの表示を
消します。

4. 「 Disk Manager 」を開始してください。新しい iSCSI 仮想ディスクが表示され、初期化可能になり
ます。
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5. ディスクを右クリックし、オンラインにしてください。

6. ディスクを初期化してください。

7. 新しいボリュームを作成し、ドライブレターを割り当ててください。

8. 設定が完了しました。
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3.4.8. DataKeeper Notification Icon
DataKeeper Notification Icon は、Windows の通知領域に DataKeeper ミラーについての概要を表示する
アプリケーションです。表示されるアイコンは、検出された状態を以下の優先度順に示します。

• Error: スプリットブレインなどのエラー状態が検出されました。

• Warning: ミラーの一時停止または中断など、管理者の介入が必要になる場合がある状態を示しま
す。

• Resync: ミラーが再同期または再同期のペンディング状態であることを示します。

• Mirroring: すべてのミラーがミラーリング状態であることを示します。

• Disabled: ステータスの更新をもう実行していないことを示します。この状態の間は他のステー
タス条件は表示されません。

DataKeeper Notification Icon 上にマウスのポインタを置くと、各状態のミラー数、検出されたエラー状態
の特性など、詳細な条件が表示されます。下記に例をいくつか示します。

注記注記: DataKeeper Notification Icon は、DataKeeper のジョブを使用して、情報を検査するリモートシス
テムを決定します。レポートされるのは、DataKeeper Notification Icon が実行中のノードを含むジョブの
ミラーの状態のみです。

表示機能に加えて、DataKeeper Notification Icon は、DataKeeper ミラーを管理するショートカットとし
ても機能します。DataKeeper Notification Icon をダブルクリックすると、DataKeeper GUI が起動しま
す。

右クリックすると、以下のオプションを持つメニューが表示されます。

• Launch DataKeeper GUI - DataKeeper GUI を起動します。

• Launch License Manager - SIOS ライセンスマネージャを起動します。

• Launch Health Check – コマンドプロンプトを開いてDKHealthCheck を実行します。
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• Gather Support Logs - DKSupport を実行し、新規アーカイブを含む場所のエクスプローラのウィン
ドウを開きます。

• Set Refresh Rate – アイコンが状態の情報を更新する頻度を設定できます。

• Disable/Enable Status Updates – 状態の更新を無効化または有効化します。EmTray を管理者権限
で実行します。

• Exit - DataKeeper Notification Icon を停止して閉じます。

ログイン時の自動起動ログイン時の自動起動

ノードにログインすると、Windowsの通知領域に Notification Icon が自動的に表示されます。

この機能を無効にするには、以下の場所から EmTray.exe へのショートカットを削除します。

• C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\StartUp

この機能を再有効にするには、<DataKeeper のインストールパス>\DKTools にある EmTray.exe から上記
の場所へのショートカットを作成するだけです。

注記注記: デフォルトでは、Microsoft Windows の通知領域はNotification Tray Icons を表示しません。[コント
ロールパネル] の [通知領域アイコン] のオプションで、[SIOS DataKeeperNotification Icon ] の設定を
[Show icon and notifications] に変更することによって表示することができます。
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3.4.9. DataKeeper タターーゲットスナップショッゲットスナップショッ
トト

概概要要

DataKeeper と DataKeeper Cluster Edition の両方に統合されている DataKeeper のターゲットスナップ
ショット機能は、特定時点の複製ボリュームのコピーを作成するプロセスであり、ソースシステムからの
データーレプリケーション動作を妨げることなく、スタンバイクラスターノード上のデーターにアクセス
することができます。どの時点でも、データー保護は失われません。ターゲットスナップショットを有効
にすると、ソースのパフォーマンスに悪影響を与えずに、アイドル状態になっていたターゲットノード上
のデータを使用できます。

ターゲットスナップショットを使用しない場合、DataKeeper と DataKeeper Cluster Edition は、ターゲ
ットシステム上にソースシステムのデーターのリアルタイムレプリカを維持できます。ただし、ミラーを
一時停止しターゲットシステムをロック解除しない限り、このレプリカにアクセスすることはできませ
ん。この一時停止とロック解除の状態では、ミラーのフェイルオーバーとスイッチオーバーが実行される
ことはないので、保護されているアプリケーションの可用性が低下します。アプリケーションと整合性の
あるターゲットスナップショットを使用すると、ソースシステム上で動作しているアプリケーションの可
用性を高く維持したまま、ターゲットシステムのデーターにアクセスできます。ミラーは ミラミラーーリングリング の
状態に維持され、ソースからのすべての書き込みを使用してターゲットボリュームの更新を継続します。
ターゲットスナップショットはボリュームシャドウコピーサービス (VSS) と統合されており、ターゲット
システム上に現れるデーターを確実にアプリケーションと整合性がある状態にします。

タターーゲットスナップショットの活用ゲットスナップショットの活用

DataKeeperのターゲットスナップショットは、ターゲットシステム上のデータへアクセスするための
“Pause and Unlock“ コマンドの使用に代わるものですが、ターゲットスナップショットにはPause and
Unlock にはない以下のようなメリットがあります。

• ミラーリング状態のまま、ソースシステムからのデーターのレプリケーション継続を妨げません。
• 複数のボリュームのスナップショットを同時に実行できます。
• ターゲットシステムで対象となるデーターがアプリケーションに適合した状態であることを確実にす
るため、ソースシステムで稼働しているVSS対応のアプリケーション（MS SQL Server など）は、
VSS により一旦停止されます。

タターーゲットスナップショットの使い方ゲットスナップショットの使い方

タターーゲットシステム上でスナップショットの場所を定義するゲットシステム上でスナップショットの場所を定義する

ターゲットスナップショットを使用するには、アクセスする予定のボリュームごとにターゲットシステム
上でスナップショットの場所を定義する必要があります。スナップショットの場所は、DataKeeper GUIの
[ミラープロパティ] ダイアログで定義できます。 ターゲットシステムでEMCMD
SETSNAPSHOTLOCATION を実行して定義することもできます。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 230 / 310



EMCMD <system> SETSNAPSHOTLOCATION <volume letter> "<directory path>"

ソソーースシステムでスシステムでSIOS VSSプロバイダプロバイダーーを有を有効効にするにする

DataKeeper ターゲットスナップショットは VSS を使用して、ミラーソースシステム上のデーターを静止
します。 DataKeeper には、この実行に使用される VSS プロバイダーコンポーネントがあります。しか
し、SIOS VSS Providerといくつかのバックアップ製品の干渉が報告されたため、これは無効の状態で出
荷されます。スナップショットを作成するには、ミラーソースシステム上の VSS Provider を有効にする
必要があります。

SIOS VSS Provider を有効にするには、 "％ExtMirrBase％\ VSSProvider" にあるスクリプト "install-
siosprovider.cmd" を実行します。

ターゲットスナップショットを作成した後、同じフォルダー内のコマンド "uninstall-
siosprovider.cmd" を実行することにより、ミラーソースシステム上でそのスナップショットを無効に
することができます。SIOS VSS Provider と互換性のないバックアップ製品を使用している場合は、この
コマンドを使用して無効にする必要があります（互換性のない製品については、 「既知の問題」 を参
照）。ただし、互換性のない製品を使用していない場合は、VSS Provider を有効のままにしておくことが
できます。
注記：注記： すべての DataKeeper アップデートでプロバイダーが無効になるため、この後にターゲットスナッ
プショットを取得するには再度有効にする必要があります。

SIOS VSS Provider は、スナップショット取得時のみ必要です。プロバイダーが無効化された後、ターゲ
ットシステム上にスナップショットを残しておき、プロバイダーが無効になっている間はスナップショッ
トを削除することができます。

TAKESNAPSHOTコマンドのコマンドの実実行行

ミラーボリュームごとにスナップショットロケーションが定義され、ソースシステム上でSIOS VSS
Providerが有効化された後、EMCMD TAKESHAPSHOT コマンドを実行すると、ターゲットシステム上で
ボリュームにアクセスできるようになります。

EMCMD <target_system> TAKESNAPSHOT <volume letter> [<volume letter>…]

<target_system> がターゲットシステムの名称またはIPアドレスの場合、<volume letter> はスナップショ
ットの対象となる一方のボリュームのドライブレターであり、[<volume letter>…] は同時にスナップショ
ットの対象となるもう一方のドライブのドライブレター（オプション）です。

タターーゲットスナップショットの仕組みゲットスナップショットの仕組み

DataKeeper のターゲットスナップショットは「書き込み時にコピー」方針を使用し、特定時点におけるボ
リュームの表示を維持して提示します。ボリューム情報の格納にはスナップショットファイルが使用され
ます。このスナップショットファイルの場所を設定することが、ターゲットスナップショットを有効にす

このコマンドはクラスターのどのソースでもターゲットシステムでも実行可能ですが、タ
ーゲットシステムで実行することが推奨されています。*
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るための最初の手順です。

EMCMD コマンド TAKESNAPSHOT を実行すると、DataKeeper によりスナップショットファイルが作
成され、設定したスナップショットフォルダーにマウントされます。次に、VSS を使用して特定のボリュ
ーム上の VSS 書き込みを休止すること、およびディスクへのすべての書き込み動作が停止してそのボリュ
ームが正しく定義された状態になったときにターゲットに通知することを指示するリクエストがソースシ
ステムに送信されます。

デデーータターーベベーースス/アプリケアプリケーーションの休止ションの休止

このアプリケーションとの整合性維持機能はボリュームシャドウコピーサービス (VSS) と統合されてお
り、ターゲットシステム上に現れるデーターを確実にアプリケーションと整合性がある状態にします。ス
ナップショットが要求されると、VSS サービスはシステムを一時停止し、ディスク上のデーターを変更す
るすべてのアプリケーションのすべてのアプリケーションファイルを確実に整合性がある状態にしてか
ら、スナップショットを作成します。これを、「データーベース/アプリケーションの休止」と呼びます。デ
ーターベースをシャットダウンして制限付きモードで再度開くこととは異なり、一時的な休止では、スナ
ップショットの作成に必要な短期間のみ、アプリケーションの書き込み I/O リクエストを凍結します (読み
取り I/O リクエストは継続して可能)。休止状態になると、スナップショットメッセージをドライバーのミ
ラー書き込みキューに追加することにより、各ボリュームのスナップショットが開始されます。VSS は次
にアプリケーションを凍結解除してボリュームをロック解除するので、アプリケーションが休止している
時間が最短に抑えられます。このとき、ユーザーはターゲットシステムで動作を実行できる一方、ミラー
は ミラミラーーリングリング 状態であり、ソースシステム上のアプリケーションの可用性は高く維持されています。

読読み取りと書きみ取りと書き込込みのみの I/O リクエストリクエスト

スナップショットは、バックアップ対象ボリュームのライブコピーと並行して存在するので、スナップシ
ョットの準備と作成が実行される短期間を除いて、アプリケーションは継続して動作できます。ただし、
ターゲットがこの状態である期間、ターゲットへの書き込みは別の方法で処理されます。

ソースシステムからのデータのミラーリングは引き続き中断されませんが、スナップショットを実行した
後にソースから受信される新規データは、スナップショットがドロップされるまでターゲットでは表示さ
れなくなります。これにより、ターゲットシステム上のアプリケーションは、スナップショットの実行時
点のソースシステムのデータを表すデータを使用 (および更新) して動作することができます。

ソソーースへの書きスへの書き込込みみ

ソースへの書き込みを実行するには、ソースから新規データーが到達したときに、DataKeeper はまず、
特定データーブロックがすでにスナップショットファイルに書き込まれているかどうかを調べます。
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上の図に示すように、そのブロックがまだ書き込まれていない場合、スナップショットデーターを保
持するために 元の元の ブロックがスナップショットファイルに書き込まれ、次に新規データーがターゲ
ットに書き込まれます。結果を以下に示します。

このブロックがすでにスナップショットファイルに書き込まれていると DataKeeper が判断した場
合、この手順は省略され、ブロックは単にターゲットに書き込まれます。頻繁に上書きされるソース
ボリューム上のブロックの場合、スナップショットファイルは 1 回のみ更新する必要があり、スナッ
プショットの実行後の初回にそのブロックが書き込まれます。

ロローーカル書きカル書き込込みみ

ターゲットでローカル書き込みが (ターゲットシステムのアプリケーションから) 実行される場合、これ
らの書き込みはスナップショットファイルに格納され、複製ボリューム上のブロックを上書きすること
はしません。(注記注記: スナップショットファイルに格納されたローカル書き込みは、スナップショットの
ドロップ時に失われます。)
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タターーゲットゲット読読み取りリクエストみ取りリクエスト

ターゲットボリューム上の読み取りリクエストは、スナップショットデーターを返します。この動作
は、はじめにスナップショットファイルに書き込まれたデーターを読み取ることにより実行されます。
スナップショットファイルに保存されていないブロックは、ターゲットボリュームから読み取られま
す。

タターーゲットスナップショットを使用するゲットスナップショットを使用する

ターゲットスナップショットを使用するときには、以下の 3 つのタスクを実行する必要があります。スナ
ップショットの場所の設定 、およびスナップショットの開始 を実行する必要があります。ターゲットのレ
ポート動作が完了したら、スナップショットのドロップ を実行する必要があります。

スナップショットの場所を設定するスナップショットの場所を設定する

ターゲットスナップショットを開始すると、DataKeeper はスナップショットデータを保持するファイル
を作成し、スナップショットの場所にマウントします。スナップショットを開始する前に、この場所を設
定する必要があります。マウントするスナップショットディスクの詳細については、以下のファイル/ディ
スクデバイス/レジストリエントリー を参照してください。

スナップショットの場所は、以下の条件を満たすように設定してください。

• スナップショットが要求されたときにのみ使用される。

• DataKeeper のミラーボリューム上には保存できない。

• 異なるボリュームのスナップショットファイルを複数保存することはできない。

• ソースのミラーボリュームのサイズおよびスナップショット使用時の書き込みに従って、増大する
ファイルを作成して保存できるだけの十分な空き容量がある。

注記注記: スナップショットの実行中にスナップショットの場所を変更しないでください。

スナップショットの場所のサイズスナップショットの場所のサイズ

スナップショットの場所のサイズは、複数の条件に基づいて、個別に決定する必要があります。実際、
スナップショットファイルに必要なサイズは、スナップショットを作成するボリュームのサイズよりも
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非常に小さくなっています。必要なストレージは、スナップショットの使用中にソースシステム上で変
更されるデータを格納できるように十分に大きい必要があります。スナップショットを開始するたび
に、すべてのスナップショットファイルがゼロに設定され、使用中にサイズが徐々に増加します。スナ
ップショットがドロップされると、これらのファイルは削除されます。書き込み時のコピープロセスは
「変更された」ブロックのみをスナップショットファイルに書き込むので、スナップショットの継続時
間、およびミラーボリュームの変更の割合を考慮する必要があります。過去のアクティビティのスナッ
プショットについて履歴を表示すると、サイズを再評価できます。

スナップショットの場所の選スナップショットの場所の選択択

1. 適切なミラーを右クリックし、 [ミラミラーープロパティプロパティ] を選択してください。

2. [ミラミラーープロパティプロパティ] ダイアログの [スナップショットスナップショット] タブを選択してください。

ベストプラクティスベストプラクティス: 控え目に推定して、空き容量を余分に確保してください。十分な空
き容量が割り当てられていない場合、上限に達するとスナップショットがドロップされま
す。

!

注記注記: DataKeeper は、ターゲットノード上に設定したスナップショットの場所を使用しま
す。ただし、ミラーのいずれのノードもターゲットになることが可能なので、スナップシ
ョットの場所をソースとターゲットの両方に設定できます。
*
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3. [参参照照] ボタンを使用してスナップショットの場所を選択するか、テキストボックスに パスパス を入
力してください。

GUI が動作しているシステムに対応する [参参照照] ボタンをクリックすると、 [フォルダのフォルダの参参照照] ダイア
ログが表示されます。GUI が動作しているシステム以外のシステムに対応する [参参照照] ボタンをクリ
ックすると、 [リモリモーートフォルダのトフォルダの参参照照] ダイアログが表示されます。

4. ソースとターゲットの スナップショットスナップショット の場所を選択します。このボリュームに、このスナップシ
ョットの動作が正常に実行できるだけの十分な空き容量があることを確認してください。スナップ
ショットのボリュームサイズを推定するときの詳細については、スナップショットの場所のサイズ
を参照してください。 [適用適用] をクリックしてください。

注記注記: 指定したシステムの各ボリュームについて、同じ場所を使用することも、別の場所を選択する
こともできます。

GUIをバイパスする場合、をバイパスする場合、コマンドラインから SETSNAPSHOTLOCATIONコマンドを使用
して、スナップショットファイルの場所を設定できます。指定したボリュームの現在のスナッ
プショットの場所を表示するには、GETSNAPSHOTLOCATIONコマンドを使用します。

スナップショットをスナップショットを実実行する行する

ターゲットシステムで スナップショットの場所スナップショットの場所 を設定した後、スナップショットを実行できます。ターゲ
ットノードから、EMCMD コマンド TAKESNAPSHOT を実行してください。
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スナップショットをドロップするスナップショットをドロップする

スナップショットが不要になったときには、通常の処理に戻すためにボリュームのスナップショットをド
ロップする必要があります。EMCMD コマンド DROPSNAPSHOT を実行してください。このコマンド
は、ボリュームをロックし、作成したスナップショットファイルをクリーンアップします。その後、ボリ
ュームが通常のターゲットに戻り、ソースからの書き込みは、書き込み時のコピー保存を実行せずに直接
ボリュームに書き込まれます。

注記注記: Windows 2012 R2では、「ディスク # が突然取り外されました。」という警告メッセージが表示され
ます。

特定のボリュ特定のボリューームのタムのターーゲットスナップショットを無ゲットスナップショットを無効効にするにする

特定のボリュームのターゲットスナップショットを無効にするには、スナップショットの場所をクリアす
る必要があります。この操作は、GUI から実行できます。

1. 該当するミラーを右クリックし、 [ミラミラーープロパティプロパティ] を選択してください。

2. [ミラミラーープロパティプロパティ] ダイアログの [スナップショットスナップショット] タブを選択してください。

3. ターゲットスナップショットを無効にするボリュームのスナップショットフォルダーを削除してく
ださい。

4. [適用適用] をクリックしてください。

スナップショットファイルの場所は、コマンドラインから CLEARSNAPSHOTLOCATIONコ
マンドを実行しても削除できます。

コマンドが正常に実行された場合、そのボリュームのスナップショットを再び開始するには、スナップシ
ョットの場所を再設定する必要があります。

タターーゲットスナップショットの注記ゲットスナップショットの注記

サポサポーートする設定トする設定

DataKeeper のターゲットスナップショットは LifeKeeper for Windows でサポートされているすべての
Windows OS バージョンで、非共有（1×1 および 1×1×1）環境でサポートされています。

Out of Service のソのソーースス

ソースが out of service の場合、DataKeeper のターゲットスナップショットを開始することはできませ
ん。ただし、スナップショットの開始後にソースが out of service になった場合、スナップショットは意
図どおりに動作を継続します。ソースが out of service である期間、スナップショットを継続して使用で
き、不要になったときにはドロップできます。
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スイッチオスイッチオーーババーーとフェイルオとフェイルオーーババーー

スナップショットを使用中の場合、スナップショットがドロップされるまで、スナップショットされてい
るボリュームはミラーソースになることができません。ローカルノードへのボリュームのスイッチオーバー
やフェイルオーバーを可能にするには、DROPSNAPSHOT を実行する必要があります。スナップショッ
トを実行したボリューム上に存在するデーターにアクセスするプロセスはすべて、スナップショットのド
ロップ時にハンドルが無効になります。ただし、ボリュームがその後ロック解除される場合、これらのプ
ロセスがそのハンドルを再び開かないようにする必要があります。この時点で、データが「 ライブライブ 」のアプ
リケーションデーターになります。スナップショットされたデーターではありません。

ファイルファイル/ディスクデバイスディスクデバイス/レジストリエントリレジストリエントリーー

スナップショットを実行すると、実行対象の各ボリュームについて、スナップショットファイルがそのボ
リュームのスナップショットの場所に作成されます。作成されるファイルの名前は
datakeeper_snapshot_vol.vhd で、 はドライブレターです。この VHD ファイルは、Windows のディスク
管理で表示できる仮想ディスクとして接続されます。

注記注記: ディスク番号の横にある色付きアイコンは、このディスクが VHD であることを表
します。*

注意注意: 作成された仮想ディスクデバイスは、パーティションが作成されていないベーシッ
クディスクとして表示されます。この仮想ディスクデバイスは スナップショットデスナップショットデーータタ専専

!
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これらの仮想ディスクデバイスを接続すると、ボリュームのキーに SnapshotDevice というレジストリエ
ントリが作成されます。値が \\.\PHYSICALDRIVE に設定され、 は以下に示すディスク番号です。

TargetSnapshotBlocksizeレジストリ値レジストリ値

DataKeeper のターゲットスナップショットは、ターゲットファイルに書き込むすべてのエントリについ
て、デフォルトのブロックサイズ 64KB を使用します。このブロックサイズを変更するには、ボリューム
のレジストリキーに TargetSnapshotBlocksize という名前の REG_DWORD 値を作成します。

この値は常に、ディスクセクターサイズ (通常は 512 バイト) の倍数に設定する必要があります。特定のワ
ークロードと書き込みパターンでは、ブロックサイズを変更すると効果がある場合があります。例えば、
データのシーケンシャルストリーム (SQL Server のログファイルなど) に書き込まれるボリュームでは、
ブロックサイズが大きいほうが効果的です。ブロックサイズを大きくすると、連続するブロックの書き込
み時にターゲットボリュームからの読み取り回数が少なくなります。ただし、ランダムパターンに書き込
まれるボリュームでは、小さいサイズ、またはデフォルトの 64KB が効果的です。ブロックサイズを小さ
くすると、ランダム書き込みリクエストでのターゲットファイルの使用量が少なくなります。

SQL Server の注記の注記

DataKeeper のターゲットスナップショットを LifeKeeper for Windows 環境で SQL Server とともに使用
する場合、データーベースをスナップショットに接続するために個別の SQL Server インスタンスを使用
することを推奨します。

クラスター化された SQL Server 環境では、データーベースをスナップショットに接続するために個別の
SQL Server インスタンスを使用する必要があります。

用用であり、スナップショットの使用中には切断やパーティションの作成を行うことはでき
ません。これらの動作を実行すると、スナップショットデータが破損することがありま
す。 パパーーティションの作成やフォティションの作成やフォーーマットをマットを実実行できる行できる仮仮想ディスクデバイスと混同しな想ディスクデバイスと混同しな
いようにしてください。いようにしてください。
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既既知の問題知の問題

SIOS VSS Provider と互換性のないバックアップ製品と互換性のないバックアップ製品

SIOS VSS Provider のコンポーネントでは、以下のバックアップ製品を使用するとバックアップが失敗す
ることが報告されています。

• IBM Tivoli Storage Manager
• Microsoft Data Protection Manager

NTFSファイルシステムのメッセファイルシステムのメッセーージジ

ターゲットスナップショットの開始後にスナップショットの内部エラーが発生した場合 (スナップショット
ファイルの容量不足、ユーザによる接続の切断など)、スナップショットが無効になり、ボリュームがロッ
クされます。また、失敗したボリュームのスナップショットファイルが削除されます。スナップショット
エラーの処理中は、NTFS ファイルシステムのエラーが表示されることがあります。このメッセージは通
常のものであり無視できます。

スナップショットを使用するアプリケスナップショットを使用するアプリケーーションデションデーータターー

ターゲットスナップショットデーターをアプリケーションとともに使用している場合、ターゲットスナッ
プショットが更新された後、データーを更新するには、アプリケーションを閉じてから開き直す必要があ
ることがあります。

ボリュボリューームシャドウコピムシャドウコピーーササーービスビス (VSS) のディスクの空き容量の要件のディスクの空き容量の要件

ターゲットスナップショットボリュームの空き容量が不足した場合、そのボリュームが関係する VSS の動
作が「予期しないエラー」で失敗することがあります。これを防ぐには、スナップショットボリュームが
Microsoft の記事article Windows サーバー バックアップ (WBADMIN) では、Windows Server 2008 と
Windows Server 2008 R2 を実行する VSS の問題をトラブルシューティングします。 のガイドラインに
従う必要があります。

この記事には、ディスクの空き容量について以下の要件が記載されています。

500 MB 未満のボリュームの場合、空き容量の最小値は 50 MB です。500 MB を超えるボリュームの場
合、空き容量の最小値は 320 MB です。ボリュームサイズが 1 GB を超える場合、各ボリューム上に 1 GB
以上のディスクの空き容量を確保することを推奨します。
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3.4.10. SIOS DataKeeper Standard Edition をを
使用して使用して Hyper-V 仮仮想マシンのディザスタリ想マシンのディザスタリ
カバリを行うカバリを行う

考慮事項考慮事項

異なるサブネット間で Hyper-V 環境を準備する場合は、仮想マシン内で実行されるアプリケーションのサ
ブネットについても考慮する必要があります。構成に IP アドレスを「ハードコード」しているアプリケーシ
ョンもあります。このようなアプリケーションが、異なるサブネット上のターゲットサーバに
(DataKeeper によって複製されるボリュームを介して) 複製される仮想マシンに読み込まれた場合、ネッ
トワーク設定の違いのために予想通りの動作をしないことがあります。

環境の準備環境の準備
1. 少なくとも 2 つのパーティションを持つ 2 台のサーバに Windows をインストールします。パーティ
ションの 1 つは OS 用、もう 1 つは Hyper-V 仮想マシン (VM) のファイル用です。ターゲットサー
バ上のファイル用パーティションは、ソースサーバの「データ」パーティションと同じか、それよりも
大きいサイズでなければなりません。Microsoft のHyper-V Planning and Deployment Guide および
Hyper-V Getting Started Guide の説明に従って、各サーバ上で Hyper-V の役割のインストールと構
成を行ってください。ただし、DataKeeper によって複製されるボリュームを作成するまでは仮想マ
シンを作成しないでください。

2. SIOS DataKeeper ソフトウェアのインストール要件を満たす環境にします。

3. サーバに接続 します。

接続すると、新しいオプションが中央のペインに表示されます。

ササーーババ概概要要 を表示して、ボリュームのステータスを確認することもできます。

DataKeeper をインストールしてライセンスを設定した複数のサーバに接続する場合は、ここに複数
のサーバとボリュームが表示されます。

4. ジョブ とミラーボリュームを作成 します。
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注記注記: ソースサーバを選択する場合は、必ず複製元にするボリュームがあるサーバを選択してくださ
い。これらの手順でソースとターゲットを逆にすると、ソースボリュームはターゲットサーバのボリ
ュームの内容によって (それが空であったとしても) すべて上書きされ、ソースボリュームに保存さ
れていたデータはすべて失われます。

Hyper-V 仮仮想マシンの作成と構成想マシンの作成と構成
1. [スタスターートト] - [管理ツ管理ツーールル] - [Hyper-V マネマネーージャジャ] から、 Hyper-V コンソコンソーールル を起動します。

2. 新しい新しい仮仮想マシンウィザ想マシンウィザーードド を起動します。

3. 使用する RAM の量を指定します。
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4. 使用する ネットワネットワーークアダプタクアダプタ を選択します。

5. 複製されるボリュームに新しい 仮仮想ハ想ハーードディスクドディスク を作成します (または既存の VHD を複製され
るソースボリュームにコピーし、作成ウィザードで仮想ディスクとして使用するよう指定します)。
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6. オペレオペレーーティングシステムのインストティングシステムのインストーールオプションルオプション を指定します。

7. ウィザードを 終了終了 して、 仮仮想マシン想マシン を起動します。

オペレオペレーーティングシステムおよびティングシステムおよび仮仮想マシンに必要なアプリケ想マシンに必要なアプリケ
ーーションのインストションのインストーールル

1. メーカーまたはベンダの指定する、ベストプラクティスとして要求されるオペレーティングシステ
ムを仮想マシンに読み込みます。
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2. DHCP アドレスを使用するように、仮想マシン内のネットワークを構成します。クライアント接続
のアドレスの整合性に必要な場合は、同様に DHCP 予約および DNS または WINS による名前解決
を行ってください。

3. 必要なアプリケーションを仮想マシンにインストールします。

仮仮想マシンを想マシンを実実行するタ行するターーゲットサゲットサーーバの構成バの構成
1. ソース Hyper-V ホストサーバで Hyper-V マネマネーージャジャ を開き、仮想マシンに接続して、仮想マシン
のシャットダウンを実行します。この操作によってディスク上のデータが休止状態になり、ターゲ
ットサーバのデータの整合性が保たれます。

2. 上記のように、 DataKeeper コンソコンソーールル を起動します。

3. ミラーの状態をチェックして、ボリュームが完全にミラーリングされていることを確認します。ス
テータスは ミラミラーーリングリング で、 同期同期残残容量容量 0 KB でなければなりません。

4. [操作操作] ペインでミラーを選択し、 [スイッチオスイッチオーーババ] をクリックします。

これによってソースとターゲットが入れ替わり、ターゲットサーバ上の仮想マシンを準備することができ
ます。

5. ターゲットサーバで Hyper-V マネマネーージャジャ を起動します。

6. 新しい新しい仮仮想マシンウィザ想マシンウィザーードド を起動します。
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7. 使用する RAM の量を指定します。

8. 使用する ネットワネットワーークアダプタクアダプタ を選択します。
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重要重要: 複製されたボリュームで既存の仮想ハードディスクを使用してください。

9. [完了完了] をクリックして、仮想マシン作成プロセスを終了させます。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 247 / 310



仮想マシンを起動して、予想通りに動作することを確認してください。

計計画済画済 / 計計画画外スイッチオ外スイッチオーーババ

仮想マシンをソースサーバに戻すには、 計計画済画済スイッチオスイッチオーーババ を開始します。

テストまたはプライマリサーバでの実際の停電のためにスイッチオーバを開始したい場合は、 計計画画的スイ的スイ
ッチオッチオーーババ の実行をお勧めします。スイッチオーバには、 計計画済画済*とと *計計画画外外 の 2 種類があります。

計計画済画済スイッチオスイッチオーーババ

計画済スイッチオーバは、通常、ユーザコミュニティが計画されたダウンタイムの通知を受けることがで
きる場合に、メンテナンスウィンドウで実行されます。

1. 上記のように、仮想マシンを実行しているサーバで Hyper-V マネマネーージャジャ を起動し、 仮仮想マシン想マシン に
接続します。
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2. 仮想マシンの内部から、仮想マシンを シャットダウンシャットダウン します。

3. 同じサーバで、上記のように DataKeeper コンソコンソーールル を起動します。

ミラミラーーのの状状態態 をチェックして、ボリュームが ミラミラーーリングリング 状態であることを確認します。スイッチ
オーバを実行するには、ステータスが ミラミラーーリングリング で、 同期同期残残容量容量 0 KB でなければなりません。

4. [操作操作] パネルでミラーを選択し、 [スイッチオスイッチオーーババ] をクリックします。
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ミラーのスイッチオーバが完了し、DataKeeper ユーザインターフェース (UI) にロールが正常に逆
転したことが表示されるまで待機してください。

5. DataKeeper インターフェースで、ソースサーバになったばかりの Hyper-V ホストサホストサーーババ にログイ
ンします。

6. 上記のように、 Hyper-V マネマネーージャジャ を起動します。

7. 仮想マシンを起動します。

計計画画外スイッチオ外スイッチオーーババ

計画外スイッチオーバが必要になるのは、何らかの障害が発生して、ソースシステムが使用できなくなる
か、システム間の接続が切断され、ターゲットサーバ上で仮想マシンをオンラインにしなければならない
場合です。

このケース、つまり何らかの理由でソースサーバが利用できず、ソースサーバ上のデータを静止できない
ような場合でも、ターゲットサーバ上で仮想マシンをオンラインにするために必要となるのは、以下の手
順だけです。

1. ターゲットサーバで、上記のように DataKeeper コンソコンソーールル を起動します。

2. [操作操作] パネルでミラーを選択し、 [スイッチオスイッチオーーババ] をクリックします。
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サーバでミラーが完全に起動し、ソースサーバが有効になっていることが DataKeeper ユーザインターフ
ェース (UI) に表示されるまで待機してください。

3. 同じサーバで、上記のように Hyper-V マネマネーージャジャ を起動します。

仮想マシンを起動します。

スイッチバックタイプスイッチバックタイプ

スイッチバックは、仮想マシンをターゲットサーバからソースサーバに戻すという計画されたイベントで
あり、プロセスは計画済スイッチオーバプロセスとまったく同じです。スイッチバックの影響について
は、上記の 計計画済画済スイッチオスイッチオーーババ の手順を参照してください。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 251 / 310



3.5.よくある質問よくある質問
SIOS DataKeeper に関してよくある質問の回答については、このセクションを参照してください。

______________________________________________________________________________________________________________

Windows ファイル名とディレクトリ名の認識

AWSに関する問題と回避策

ミラーのエンドポイントの変更

ミラータイプの変更

ミラー作成、ジョブの名前変更、およびジョブの削除の各操作がグレイアウトされる

データ転送ネットワークプロトコル

および [スイッチオーバ] 操作がグレイアウトされる

ミラーの削除

エラーメッセージログ

ミラーを作成できない

ネットワーク切断

ターゲットドライブの全容量の回収

ミラー対象ボリュームのサイズ変更または拡張

スプリットブレインに関するよくある質問

ソースとターゲットの間のレプリケーションの停止

ボリュームシャドウコピーの使用

ミラーリングに使用できないボリューム

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 252 / 310



3.5.1. Windows のファイル名およびディレクのファイル名およびディレク
トリ名の認識トリ名の認識
質問質問

SIOS DataKeeper は Windows のファイル名とディレクトリ名を認識しますか。

回答回答

SIOS DataKeeper は、物理ディスクドライバの上かつファイルシステムの下に位置する Windows カーネ
ルモードフィルタドライバを使用して実装されています。そのため、SIOS DataKeeper ドライバは、個々
のファイルまたはファイルシステム自体については何も認識しません。認識するのは、ディスクに対する
そのままの書き込みのみです。
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3.5.2. AWSにに関関する問題と回避策する問題と回避策
質問質問

AWSでクラスター化されたVMをシャットダウンするベストプラクティスは何ですか？

回答回答

プライマリソースノードをシャットダウンする場合、SIOS DataKeeperボリュームリソースに依存するす
べてのクラスターロールをオフライン状態にする必要があります。また、VMをシャットダウンする前に、
すべてのミラーがミラーリング状態になっていることを確認してください。前の手順を実行していれば、
ノードのシャットダウン順序は重要ではありません。
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3.5.3.ミラミラーーエンドポイントのエンドポイントの変変更更
質問質問

既存のミラーに現在関連付けられているシステムのミラーエンドポイント (IP アドレス) を変更することは
できますか。

回答回答

はい。CHANGEMIRRORENDPOINTS という EMCMD を使用すると、3 ノード以下で構成されるミラー
ボリュームのエンドポイントを変更できます (4 つ以上のノードで構成される場合は、ミラーを削除してか
ら再作成する必要があります)。
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3.5.4.ミラミラーータイプのタイプの変変更更
質問質問

既存のミラーのミラータイプを、同期から非同期 (またはその逆) に変更することはできますか。
　

回答回答

はい。EMCMD CHANGEMIRRORTYPE コマンドを使用してミラータイプを変更できます。
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3.5.5. [ミラミラーーを作成を作成]、、[ジョブ名をジョブ名を変変更更]、、[ジジ
ョブを削除ョブを削除] 操作がグレイアウトされる操作がグレイアウトされる
質問質問

[ミラーを作成]、[ジョブ名を変更]、[ジョブを削除] 操作がグレイアウトされているのはなぜですか。
　

回答回答

ジョブの一部が停止しているノードでは、これらの操作は無効になります。
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3.5.6.デデーータタ転転送ネットワ送ネットワーークプロトコルクプロトコル
質問質問

SIOS DataKeeper のデータ転送で使用されているネットワークプロトコルは何ですか。
　

回答回答

SIOS DataKeeper では名前付きパイプ通信および TCP ソケットを使用します。
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3.5.7. [削除削除] およびおよび [スイッチオスイッチオーーババ] 操作がグ操作がグ
レイアウトされるレイアウトされる
質問質問

DataKeeper のユーザインターフェースの [削除] および [スイッチオーバ] 操作がグレイアウトされている
のはなぜですか。
　

回答回答

ボリュームがクラスタの保護下 (マイクロソフトのクラスタまたは SIOS LifeKeeper のクラスタ) にある場
合、これらの操作は無効になります。
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3.5.8.ミラミラーーの削除にの削除に関関するする FAQ
質問質問

ミラーを削除すると、実際にはどのような処理が実行されますか。
　

回答回答

両方の側のデータが残りますが、ターゲットとソースのデータは同期されなくなります。ターゲットボリ
ュームはロック解除され、完全にアクセス可能になります。
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3.5.9.エラエラーーメッセメッセーージログジログ
質問質問

DataKeeper のエラーメッセージはどこに記録されますか。
　

回答回答

DataKeeper のイベントは、 Windows アプリケアプリケーーションイベントログションイベントログ および Windows システムイベンシステムイベン
トログトログ に記録されます。検索用にメッセージの分類を以下に示します。

アプリケアプリケーーションイベントログションイベントログ

• Source = ExtMirrSvc – DataKeeper サービスに関連するイベント。

• Source = DataKeeperVolume – Windows Failover Clustering (WSFC) で定義された DataKeeper ボ
リュームリソースに関連するイベント。

• Source = SIOS.SDRSnapIn – DataKeeper システムに接続している DataKeeper GUI に関連するイ
ベント。

システムイベントログシステムイベントログ

• Source = ExtMirr – ミラーの作成、ミラーの操作、およびレプリケーションに直接関連するイベン
ト。

注記注記: システムイベントログシステムイベントログ*は必ずは必ず *[必要に必要に応応じてイベントを上書きするじてイベントを上書きする] に設定してください。システ
ムイベントログがいっぱいになったり破損したりすると、DataKeeper はミラーの状態変化を正常に認識
できなくなります。
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3.5.10.ミラミラーーを作成できないを作成できない
質問質問

ミラーを作成できないのは、なぜですか。
　

回答回答

• よくある原因は、ソースまたはターゲットのボリュームが別のプロセスで使用中であることです。
ボリュームにアクセスしているプロセスを停止して、再試行してください。ミラーの作成中は、
SIOS DataKeeper がターゲットボリュームに排他的にアクセスできるようにする必要があります。

• ターゲットボリュームのサイズはソースボリューム以上でなければなりません。ディスクの管理ユー
ティリティを使用して、ターゲットボリュームとソースボリュームのサイズを比較することを推奨し
ます。サイズが同じでない場合は、ターゲットパーティションを少しだけ大きくして再作成してく
ださい。詳細については、ボリュームの考慮事項 を参照してください。

• ミラーの作成 時に発生したエラーは、ターゲットボリュームが壊れていることを示している場合が
あります。この場合、ターゲットボリュームをフォーマットし、ミラーを作成しなおしてください。

警告警告: Windows Server Failover Clustering を使用する場合は、ターゲットおよびソースのドライブレター
を必ず一致させる必要があります。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 262 / 310



3.5.11.ネットワネットワーーク切ク切断断

シナリオシナリオ #1

WAN経由のソースサーバおよびターゲットサーバ間で 100TB のボリュームを複製している 2 ノードの非
クラスタ構成 (1×1) では、ネットワークが 20 分間切断されます。

質問質問

このシナリオにおいて、DataKeeper Standard Edition では ミラミラーーのの状状態態 がどのようになりますか。

回答回答

数分後にソースサーバがネットワークの切断を検知し、ミラーの状態は ミラミラーーリングリング から 一時停止一時停止 にな
ります。

質問質問

DataKeeper はソースサーバ上の変更をトラックし続けますか。

回答回答

はい。ミラーが 一時停止一時停止 の間、ビットマップ (ダーティセクタ数) がソースサーバで更新され続けます。

質問質問

ネットワークが復旧すると、ターゲットサーバへの部分同期が発生しますか？

回答回答

はい。ミラーが 同期中同期中 になり、すべてのダーティセクタがターゲットサーバへ書き込まれるまでそのまま
になります。その後、部分同期になります。

シナリオシナリオ #2

WAN経由のソースサーバおよびターゲットサーバ間で 100TB のボリュームを複製している 2 ノードの非
クラスタ構成 (1×1) では、ネットワークが 12 時間切断されます。ネットワーク切断中にソースサーバが再
起動されます。

質問質問

このシナリオにおいて、DataKeeper Standard Edition のソースサーバのステータスはどのようになります
か。

回答回答

(ディスク上で) ソースサーバのビットマップは存在し続けているので、ソースの再起動による影響は受け
ません。ソースサーバの再起動時には部分同期のみが必要になります。 ターゲットサーバは、ソースサー
バに再接続されるまで ミラミラーーリングリング 状態になります。同期が開始されると、 同期中同期中 状態になります。
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3.5.12.タターーゲットドライブの全容量を再利用ゲットドライブの全容量を再利用
するする
質問質問

ターゲットドライブをミラーリングで使用する必要がなくなったときに、ドライブをフル容量で利用でき
るようにする方法はありますか。

回答回答

ターゲットドライブは、ファイルシステムに SIOS DataKeeper の処理が加わっているため、実際のパー
ティションサイズより容量が小さくなっています。ディスクの管理ユーティリティでは完全なパーティシ
ョンサイズが表示されますが、SIOS DataKeeper と Windows エクスプローラでは容量の小さいミラーサ
イズが表示されます。ドライブをフル容量で利用できるようにするには、パーティションを再フォーマッ
トするか、または GParted (gparted.sourceforge.net/) のようなパーティション再構成ユーティリティを使
用してください。
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3.5.13.ミラミラーーボリュボリューームのサイズムのサイズ変変更または更または拡拡
張張
質問質問

ミラーボリュームのサイズを変更したり、増やしたりすることはできますか。

回答回答

はいできます。バージョン 7.4 以降、ユーザはミラー設定を維持したまま、DataKeeper ボリュームを動的
に拡張したり縮小したりすることができます。詳細については、DataKeeper ボリュームのサイズ変更 を
参照してください。
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3.5.14.スプリットブレインにスプリットブレインに関関するよくあるするよくある
質問質問
シナリオシナリオ

DataKeeper を非クラスタ環境で使用しています。あるサイトの　Server1 から、2つ目のサイトの
Server2 にミラーリングしています。サイト間の VPN 通信が切れ、Server1 から Server2 にフェイルオー
バする必要があります。どこからも Server1 にアクセスできません。実際 Server1 は 起動しています
が、内部または外部からアクセスすることはできず、まだいくつかのプロセスはバックエンドで動作中で
す。

質問質問

どうすれば Server1 から Server2 にフェイルオーバすることができますか。

回答回答

SWITCHOVERVOLUME コマンドまたは DataKeeper UIの [ミラミラーーのスイッチオのスイッチオーーババ] オプションを使用
して、Server2 にミラーのソースを切り替えてください。ターゲットがソースへの接続を行っている間、
遅延が発生しますが、30 ～ 40秒程度で完了します。

質問質問

スイッチオーバ中に　Server1 と Server2 の両方がディスク (Server1 と Server2 の両方の F ボリューム)
に新しいデータを書き込んでいます。接続がオンラインに戻ったときに、Server1 は自動的にターゲット
になりますか。

回答回答

いいえ。このシナリオでは、スプリットブレイン 状態が発生します。以下のいずれかを実行して現象を解
決してください。

• DataKeeper ユーザインターフェースを使用して、スプリットブレインのリカバリ手順 を実行して
ください。

または

• ターゲットになるシステムで EMCMD PREPARETOBECOMETARGET コマンドを実行し、ソース
になるシステムで CONTINUEMIRROR コマンドを実行してください。

質問質問

スプリットブレインを解決するための上記 2 つの方法のうち、どちらが推奨されますか。

回答回答

どちらの方法も同じ機能を実行するので、どちらでも希望される方を実行してください。
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質問質問

ターゲットサーバに対するコマンドはソースサーバから実行可能ですか。

回答回答

はい。ターゲットサーバに対するコマンドはソースサーバから実行可能です。

質問質問

どのようにして DataKeeper は変更のあったブロックと変更のなかったブロックを同期しますか。

回答回答

スプリットブレイン状態を解消する際、ターゲットになっているシステム上のどの変更も上書きされ失わ
れます。状態を保っておきたいしたいシステム上に変更がある場合は手動でそれらの変更をソースになる
システムへコピーしてください。

質問質問

スプリットブレイン状態を解消するために PREPARETOBECOMETARGET コマンドを実行する際、ソー
スから発生するのは全同期ですか、部分同期ですか。

回答回答

Preparetobecometarget コマンドはシステム上のミラーを削除しますが、ボリュームをロックしたままに
します。ビットマップはそのままの状態なので、次のステップ (CONTINUEMIRROR ) で部分同期を実行
できます。

質問質問

どのようにすれば、スプリットブレイン状態をシミュレーションすることができますか。

回答回答*

スプリットブレイン状態をシミュレーションするには、2 つのシステムが通信できないように、システム
間のネットワークを切断してください。ターゲットで SWITCHOVERVOLUME コマンドを実行 (または
DataKeeper UIの [ミラミラーーのスイッチオのスイッチオーーババ] オプションを選択) すると、両方ともソースになり、ネットワ
ークに再接続します。この時点でスプリットブレイン状態となります。

質問質問

ソースで continuemirror を実行する前に、 PREPARETOBECOMETARGET コマンドの完了を待たなけれ
ばなりませんか。

回答回答

PREPARETOBECOMETARGET コマンドは即時に完了します。
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3.5.15.ソソーースとタスとターーゲットの間のレプリケゲットの間のレプリケーーシシ
ョンの停止ョンの停止
質問質問

ソースとターゲットボリュームの間のレプリケーションはどのように停止するのですか。

回答回答

レプリケーションはドライバレベルで実行されます。停止または中断するには、DataKeeper GUI または
DataKeeper コマンドライン (EMCMD) から DataKeeper ドライバに対して、以下のいずれかを実行する
コマンドを送信するしかありません。

• ミラーの一時停止 – ミラーエンドポイントは存在したままですが、すべてのレプリケーションが停
止されます。ソースシステムに対する書き込みは トラックされる ので、ミラーを再開したときにデ
ータの部分再同期を行うだけでターゲットボリュームを同期状態に戻すことができます。

• ミラーの中断 – ミラーエンドポイントは存在したままですが、すべてのレプリケーションが停止さ
れます。ソースシステムに対する書き込みは トラックされません 。ミラーを再同期すると、ターゲ
ットボリュームをソースと同期させるために必要なデータの 完全再同期 が開始されます。

• ミラーの削除 – ミラーエンドポイントを削除し、レプリケーションを停止します。

注記注記: DataKeeper サービスを停止してもレプリケーションは停止しません。
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3.5.16.ボリュボリューームシャドウコピムシャドウコピーーを使用するを使用する
質問質問

DataKeeper ボリュームではボリュームシャドウコピー (VSS) を使用できますか。

回答回答

DataKeeper ボリュームで VSS シャドウコピーを有効にすることができます。ただし、以下のガイドライ
ンが適用されます。

• DataKeeper ボリュームには VSS スナップショットイメージを保存できません。DataKeeper ボリ
ュームに VSS スナップショットを保存すると、DataKeeper はボリュームをロックして別のノード
にスイッチオーバすることができません。

• DataKeeper ボリュームがスイッチオーバまたはフェイルオーバした場合、DataKeeper ボリューム
から取得された以前のスナップショットは破棄され、再利用することができません。

• VSS スナップショットスケジュールは DataKeeper サーバ間でコピーされません。プライマリサー
バで 1 日 2 回スナップショットを取得するように予定されているときにスイッチオーバが発生した
場合、このスケジュールはバックアップサーバには渡されず、バックアップサーバで再定義する必
要があります。

• スナップショットが以前有効になっていたサーバに切り替えられた場合、VSS スナップショットは
自動的に再度有効になります。ただし、以前に作成したDataKeeper ボリュームのスナップショット
は削除され再利用することはできません。

ボリュボリューームシャドウコピムシャドウコピーー(VSS)を有を有効効にする方法にする方法

以下の手順でVSSを有効にしてください。

1. Windowsエクスプローラを起動し、ボリュームを右クリックし、プロパティを表示します。
a. “Shadow Copies” タブで、ボリュームの自動バックアップをオンにします。

注記注記: これらのバックアップは、自身のボリュームまたは別のボリュームに保存できますが、LK/DKで保護
された異なるボリュームには保存 しないでくださいしないでください 。
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ここでは “Shadow Copies” は無効になっています。

2. Enable ボタンボタン をクリックします。 (デフォルトのバックアップスケジュールが設定されます。)
a. カスタマイズするには Settings をクリックします。

LK/DKは、ボリュームのシャドウコピースケジュールにおいて、サービスが停止したとき
にオフにし、サービスが開始したときにオンに戻します。*
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3.5.17.ミラミラーーリングに使用できないボリュリングに使用できないボリューームム
質問質問

ボリュームの中にミラーリングに使用できないものがあるのは、なぜですか。

回答回答

SIOS DataKeeper サービスは次の種類のディスクパーティションを処理対象から除外します。

• Windows システムボリューム

• Windows ページファイルを含むボリューム

• NTFS 形式以外のボリューム (FAT、Raw FS など)

• 固定ドライブ以外 (CD-ROM、フロッピーディスクなど)

• ソースボリュームよりサイズの小さいターゲットボリューム
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3.6.トラブルシュトラブルシューーティングティング
このセクションでは、既知の問題および制限事項に関する重要な情報とそれらに対するワークアラウンド
および/また解決方法について説明します。

________________________________________________________________________________________________________________

既知の問題と回避策

指定したボリュームへのアクセス拒否

ミラーの作成に失敗する

MaxResyncPasses 値

ダイナミックディスクのミラーリング

サーバログインアカウントおよびパスワードはクラスタの各サーバで同一である必要がある

システムイベントログ - GUI でミラー作成に失敗する

以前のインストールパスを判定できない

ユーザインターフェース - ミラーの作成に失敗する

ユーザインターフェース - ミラーの片側しか表示されない

Windows Server 2012 固有の問題

Windows Server 2012 DataKeeper MMC スナップインクラッシュ

Windows Server 2012 iSCSI ターゲットの役割がダイナミックディスクをサポートしない

Windows Server 2012 NIC チーミングの問題

Windows Server 2016 固有の問題

偶発的なジョブ作成の失敗

制限事項

Bitlocker は DataKeeper をサポートしない

CHANGEMIRRORENDPOINTS

CHKDSK

DataKeeper ボリュームのサイズ変更の制限
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ビットマップ用ディレクトリは再配置の前に作成する必要がある

同一ジョブ内で IP アドレスの重複は認められない

同期レプリケーションによる集中 I-O

リソースタグ名の制限
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3.6.1.ビデオソリュビデオソリューーションション
ボリュボリューームのサイズムのサイズ変変更について更について

概概要要:
事象事象: DataKeeper ボリュボリューームム のサイズ変更

DataKeeper では、ミラーの設定を行う際、動的にDataKeeper ボリュームを拡張および縮小するこ
とが可能です。一旦サイズ変更が完了すると、 部分同期部分同期 が実行されます。

設定や、制限、詳細な手順などは DataKeeper ボリュームのサイズ変更 を参照してください。

「スイッチオ「スイッチオーーババーー」、「ジョブを削除」、「ミラ」、「ジョブを削除」、「ミラーー削除」が、アクションパネルでグレ削除」が、アクションパネルでグレーーアウトされています。アウトされています。

https://fast.wistia.net/embed/iframe/ryp1be5r8l

https://fast.wistia.net/embed/iframe/ryp1be5r8l

注記注記: サイズ変更は、一度に 1 つのボリュームでのみ実施する必要があります。*
DataKeeper for Windows v7.4 以前のバージョンでサイズ変更をしないでくださ
い。

!
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概概要要:
事象事象: DataKeeper UIで、 「スイッチオ「スイッチオーーババーー」」 、 「ジョブを削除」「ジョブを削除」 、 「ミラ「ミラーー削除」削除」 は、アクションパ
ネルでグレーアウ トされています。

理由理由: DataKeeperミラーがクラスター/WSFCの一部である場合、またはクラスター/WSFCの一部にな
った場合、 すべての管理はWSFCレベルで行われるためです。

削除手順削除手順:

フェフェーールオルオーーババーークラスタクラスターーマネマネーージャジャーーで、次の手順をで、次の手順を実実行します。行します。

1. [Roles] パネルから、 [Storage] と関連する DataKeeper Volume を選択します。

2. 右クリックして、 [Remove from the role you’ve created] を選択し、 [Yes] を選択します。

3. WFSC から、 Storage\Disk を選択します。

DataKeeper ボリュボリューームム が /Assigned To、Available Storage としてリストされます。

4. [Remove] を選択し、次に [Yes] を選択します。

https://fast.wistia.net/embed/iframe/of9povjurq
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DataKeeper ストレージは、クラスター/WSFC のリソースではなくなりました。

5. DataKeeper UI > Action Panel で、 [Delete Job] を選択します。「Are you sure you want to
delete the ‘Volume (drive)’ and its mirror?」というメッセージが表示されたら、 [Yes] を選択し
ます。

複数のミラー/ターゲットがある場合、 [Delete Mirror] を選択するとジョブも削除さ
れます。

!
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3.6.2.既既知の問題と回避策知の問題と回避策
以下は、DataKeeper の既知の問題です。回避策や解決策についても記載しています。

__________________________________________________________________________________________________________________

指定したボリュームへのアクセス拒否

ミラーの作成に失敗する

MaxResyncPasses 値

ダイナミックディスクのミラーリング

サーバログインアカウントおよびパスワードはクラスタの各サーバで同一である必要がある

システムイベントログ - GUI でミラー作成に失敗する

以前のインストールパスを判定できない

ユーザインターフェース - ミラーの作成に失敗する

ユーザインターフェース - ミラーの片側しか表示されない

Windows Server 2012 固有の問題

Windows Server 2012 DataKeeper MMC スナップインクラッシュ

Windows Server 2012 iSCSI ターゲットの役割がダイナミックディスクをサポートしない

ミラー作成中に Windows Server 2012 のデフォルト情報が表示されない

Windows Server 2012 NIC チーミングの問題
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3.6.2.1.指定したボリュ指定したボリューームへのアクセス拒否ムへのアクセス拒否
指定したボリュームへのアクセスが拒否された場合は、ミラーを作成しようとしているボリュームに他の
アプリケーションがアクセスしていないか確認してください。SIOS DataKeeper では、ミラーの作成中は
ターゲットシステム上でボリュームをロックして他からのアクセスを排除する必要があります。

特に、Distributed Tracking Client service は、Windows ではデフォルトで実行されるように設定されてお
り、ボリュームごとにファイルハンドルを 2 つ開いたままにします。ボリュームに SIOS DataKeeper の
ターゲットを格納している場合は、SIOS DataKeeper のドライバはボリュームをロックできません。した
がって、Distributed Tracking Client service を停止し、スタートアップの種類を [手動] に設定してくださ
い。
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3.6.2.2. LifeKeeper およびおよび DataKeeper for
Windows のアンチウイルスソフトウェアの除のアンチウイルスソフトウェアの除
外リスト外リスト

説説明明

ウイルス対策ソフトウェアにより、LifeKeeper は LifeKeeper レジストリキーを更新できなくなります。
ウイルス対策ソフトウェアは LifeKeeper と DataKeeper の実行可能ファイルも隔離するため、LifeKeeper
と DataKeeper が正常に実行されなくなります。

推推奨奨されるされる対応対応

LifeKeeper およびおよび DataKeeper にに関関し、ウイルスし、ウイルス対対策ソフトウェアで除外するものは以下の通りです。策ソフトウェアで除外するものは以下の通りです。

- C:\LK (LifeKeeper がインストールされるデフォルトのフォルダーです。)およびそのサブフォルダーをア
ンチウイルスソフトウェアのセキュリティホワイトリストに除外として追加します。

- ビットマップファイルの場所（デフォルトでは c: ドライブにありますが、再配置される場合があります
C:\Program Files (x86)\SIOS\DataKeeper\Bitmaps ）

これらの場所にはすべての実行可能ファイルが含まれていますが、ウイルス対策ソフトウェアによってこ
れらのファイルが隔離され、LifeKeeper または DataKeeper が動作不能になることがあります。

LifeKeeper と DataKeeper が使用するレジストリキーのリストについては、 レジストリエントリ を参照
してください。

また、

UpperFilters レジストリキーは以下の場所にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\
Class\{71A27CDD-812A-11D0-BEC7-08002BE2092F}
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3.6.2.3.ミラミラーーを作成できないを作成できない

ユユーーザインタザインターーフェフェーースス - ミラミラーーを作成できないを作成できない - アプリケアプリケーーションイベントログションイベントログ

エラエラーー / メッセメッセーージジ

アプリケアプリケーーションイベントログションイベントログ に以下のように記録されます。

File:.\GuiThread.cpp Line:3099 Attempt to connect to remote system REMOTESERVER failed
with error 5.　Please ensure that the local security policy for "Network Access:　 Let Everyone
permissions apply to anonymous users " is enabled on all the servers running DataKeeper.

確認: 指定されたシステムのローカルセキュリティポリシー設定。

説説明明

ミラーの作成に失敗しました。ミラーは作成されましたが、ジョブに格納されていません。

推推奨奨されるされる処処置置

ローカルセキュリティポリシーを変更してコマンドプロンプトを開き、「%EXTMIRRBASE
%\emcmd. deletemirror <volume>」を実行してから、ミラー作成処理を再度実行してくださ
い。
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3.6.2.4. MaxResyncPasses 値値
ボリュームの再同期中にインテントログに記録されるパスが MaxResyncPasses レジストリ値 (デフォル
トは 200) を超えると、SIOS DataKeeper は イベントログイベントログ に、再同期プロセスのパス数が大量なので、
再同期されているドライブに書き込みを行っているその他のプロセスを停止するよう管理者に対して要求
するメッセージを記録します。その後ミラーは 一時停止一時停止 の状態になります。再同期処理の時間を長くした
い場合には、レジストリの MaxResyncPasses の値を増加させてください。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 281 / 310



3.6.2.5.ダイナミックディスクのミラダイナミックディスクのミラーーリングリング
ベベーーシックディスクシックディスク から ダイナミックディスクダイナミックディスク に変更すると、基盤となるボリューム GUID は再起動時
に OS によって変更される場合があります。これによって、DataKeeper ミラーは中断されます。

推推奨奨されるされる処処置置

ダイナミックディスクのミラーリングを行う場合は、ミラーを作成する前に ダイナミックダイナミック ボリュームを作
成し、再起動を実行してください。ミラーがすでに作成されている場合は、ダイナミックボリュームの作
成前に削除する必要があります。
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3.6.2.6.ササーーバログインアカウントおよびパスバログインアカウントおよびパス
ワワーードはクラスタの各サドはクラスタの各サーーバで同一である必要バで同一である必要
があるがある
サーバの ログインアカウントログインアカウント と パスワパスワーードド が各サーバで異なる場合、DataKeeper GUI からクラスタ内
のターゲットサーバに接続することができません。

エラエラーーメッセメッセーージジ

エラーコード 1326 がアプリケーションログに表示されます ( 注記注記: イベント ID が 0 で、エラーコードが
2 であることもあります)。

SteelEye.Dialogs.AddServerWindow:　Failed to connect to
server:　172.17.105.112 System.ApplicationException:　Failed to open a
connection to 172.17.105.112 (error_code = 1326) at
SteelEye.DAO.Impl.DataReplication.ClientLibrarySDRService.throwIfNonZero(UInt32
errorCode, String message) at
SteelEye.DAO.Impl.DataReplication.ClientLibrarySDRService.getServiceInfo(String
serverName) at
SteelEye.DAO.Impl.DataReplication.CachingSDRService.<>c__DisplayClass2.<getServiceInfo>b__0()
at SteelEye.DAO.Impl.DataReplication.Cacher`1.fetch(String typekey,
String datakey, Fetcher fetcher) at
SteelEye.DAO.Impl.DataReplication.CachingSDRService.getServiceInfo(String
serverName) at
SteelEye.DataKeeper.SDR.SDRDataKeeperService.ConnectToServer(String
serverName) at
SteelEye.Dialogs.AddServerWindow.<>c__DisplayClass4.<ShowDialog>b__0(Object
s, DoWorkEventArgs e) at
System.ComponentModel.BackgroundWorker.WorkerThreadStart(Object argument)

net helpmsg 1326 shows:

Logon failure: unknown user name or bad password

説説明明 / 原因原因

DataKeeper の起動に使用されているサービスアカウントのユーザ名とパスワードが両方のサーバで同じで
あり、ファイアウォールがサーバで無効になっていますが、サーバ自体へのログインに使用するパスワー
ドが異なっています。

推推奨奨されるされる処処置置

DataKeeper GUI では、サーバのログイン ID とパスワードを使用します。そのため、サーバ自体へのログ
インに使用するユーザ名とパスワードは各サーバで同じである必要があり、管理者権限を持っている必要
があります。
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3.6.2.7.システムイベントログシステムイベントログ – GUI でのミラでのミラ
ーー作成の失敗作成の失敗
エラエラーー / メッセメッセーージジ

GUI でのミラー作成に失敗します。

説説明明

これは、vmms.exe プログラムがボリュームを保持し、SIOS DataKeeper がロックするのを防いで
いる場合に発生することがあります。
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3.6.2.8.以前のインスト以前のインストーールパスを確認できなルパスを確認できな
いい

インストインストーールル - 致命的なエラ致命的なエラーー: 以前のインスト以前のインストーールパスを確認できないルパスを確認できない

エラエラーー / メッセメッセーージジ

致命的なエラー: 以前のインストールパスを確認できません。DataKeeper をアンインストールまた
は再インストールすることができません。

説説明明

DataKeeper の「 修復修復 」または「 アンインストアンインストーールル 」を実行する場合、 HKLM\System\
CurrentControlSet\Control\Session Manager\Environment では、レジストリ内の DataKeeper
のインストールパスで「 ExtMirrBase 」値を見つけることはできません。

推推奨奨されるされる処処置置

以下のいずれかを実行してください。

• Environment キーに「 ExtMirrBase 」を REG_SZ として作成し、値に DataKeeper のインストール
パス ( C:\Program Files(x86)\SIOS\DataKeeper ) を設定してください。

• InstallShield で DataKeeper の新規インストールを強制的に実行する場合は、以下のレジストリキー
を削除してください。

HKLM\Software\Wow6432Node\Microsoft\Windows\CurrentVersion\
Uninstall\
{B00365F8-E4E0-11D5-8323-0050DA240D61}.

これは DataKeeper v7.1.0 製品のために InstallShield によって作成されるインストールキーです。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 285 / 310



3.6.2.9.ユユーーザインタザインターーフェフェーースス – ミラミラーーを作を作
成できない成できない

ユユーーザインタザインターーフェフェーースス - ミラミラーーを作成できない、イベントを作成できない、イベント ID 137

エラエラーー / メッセメッセーージジ

ミラーの作成に失敗しました。
イベント ID: 137
システムイベントログ

ターゲットマシンでミラーを初期化できません。

ボリュームデバイス:
ソースボリューム: E
ターゲットマシン: 10.17.103.135
ターゲットボリューム: E
失敗した操作: ターゲット報告エラー
エラーコード: 0xC0000055

説説明明

DataKeeper はミラー作成時にターゲットボリュームをロックできません。

推推奨奨されるされる処処置置

1. いずれかのシステムで Distributed Link Tracking Client サービスが実行されていないことを確認して
ください。

2. DataKeeper がターゲットボリュームをロックするのを妨げている可能性があるその他のプロセス
(アンチウイルスソフトウェアなど) を停止してください。

3. ミラーを再作成してください。
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3.6.2.10.ユユーーザインタザインターーフェフェーースス – ミラミラーーの片の片
側しか表示されない側しか表示されない
SIOS DataKeeper UI でボリュームが 1 つだけソースとして表示され、対応するターゲットも使用できる
状態で表示される場合、あるいは逆にボリュームが 1 つだけターゲットとして表示され、対応するソース
ボリュームも使用できる状態で表示される場合は、コマンドラインユーティリティを使用して SIOS
DataKeeper GUI を強制的に更新するか、その片側状態のミラーを削除することができます。コマンドプ
ロンプトから予期しないミラー状態が表示されているサーバ上の SIOS DataKeeper ディレクトリに移動
し、以下の手順を実行してください。

1. ミラーがソース上で 一時停止一時停止 状態または 中中断断 状態にないことを確認してください。その場合は、
ソース上でミラーを再開してください。これによって、ターゲットに対してミラーが再構築されま
す。

2. 次のコマンドを実行してください。EMCMD <system name> UpdateVolumeInfo <volume letter>

意味は以下のとおりです。

<system name> はシステムの名前です。

<volume letter> はボリュームレターです。

3. 手順 1 で問題が解決されない場合は、SIOS DataKeeper を停止してから再起動してください。
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3.6.2.11. Windows Server 2012 に固有の問題に固有の問題
Windows Server 2012 に関する問題については、以下のトピックを参照してください。

__________________________________________________________________________________________________________________

Windows Server 2012 DataKeeper MMC スナップインクラッシュ

Windows Server 2012 iSCSI ターゲットの役割がダイナミックディスクをサポートしない

ミラー作成中に Windows Server 2012 のデフォルト情報が表示されない

Windows Server 2012 NIC チーミングの問題
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3.6.2.11.1. Windows Server 2012 MMC スナッスナッ
プインのクラッシュプインのクラッシュ
説説明明

Windows Server 2012 上で DataKeeper のユーザインターフェース (MMC スナップイン) を使用している
場合、内部の .NET または Windows Presentation Foundation (WPF) の問題により、 mmc.exe プロセス
が予期せずクラッシュすることがあります。エラーは、画面やイベントビューアに表示されることがあり
ます。

推推奨奨されるされる処処置置

このクラッシュは、スナップインの接続先であったサーバにも、クラッシュ時に確立された DataKeeper
ミラーにも影響しません。MMC スナップインを問題なく再起動できることがあります。単に UI を閉じ、
再起動してください。

このエラー時にログに記録されることがある アプリケアプリケーーションイベントログのメッセションイベントログのメッセーージジ 例を以下に示し
ます。

----------------------------------------------------------------------------

Log Name: Application
Source: Desktop Window Manager
Date: 11/28/2012 8:34:00 AM
Event ID: 9009
Task Category: None
Level: Information
Keywords: Classic
User: N/A
Computer: CAE-QA-V96.QAGROUP.COM
Description:
The Desktop Window Manager has exited with code (0xd00002fe)

----------------------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------------------

Log Name: Application
Source: .NET Runtime
Date: 11/28/2012 8:34:00 AM
Event ID: 1026
Task Category: None
Level: Error
Keywords: Classic
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User: N/A
Computer: CAE-QA-V96.QAGROUP.COM
Description:
Application: mmc.exe
Framework Version: v4.0.30319
Description:The process was terminated due to an unhandled exception.

----------------------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------------------

Log Name: Application
Source: Application Error
Date: 11/28/2012 8:34:00 AM
Event ID: 1000
Task Category: (100)
Level: Error
Keywords: Classic
User: N/A
Computer: CAE-QA-V96.QAGROUP.COM
Description:
Faulting application name: mmc.exe, version: 6.2.9200.16384, time stamp:
0×50109efd
Faulting module name: KERNELBASE.dll, version: 6.2.9200.16384, time stamp:
0×5010ab2d
Exception code: 0xe0434352
Fault offset: 0×00000000000189cc
Faulting process id: 0xdc4
Faulting application start time: 0×01cdccd27c68a1c6
Faulting application path: C:\Windows\system32\mmc.exe
Faulting module path: C:\Windows\system32\KERNELBASE.dll
Report Id: 443c3ed3-3960-11e2-9400-0050569b131b
Faulting package full name:
Faulting package-relative application ID:

----------------------------------------------------------------------------
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3.6.2.11.2. Windows Server 2012 iSCSI
Target の役割はダイナミックディスクをサポの役割はダイナミックディスクをサポ
ーートしていないトしていない
説説明明

iSCSI Target の役割は、 ベベーーシックディスクシックディスク 上に配置された シンプルボリュシンプルボリューームム のミラーである
DataKeeper ボリュームしかサポートしていません。いずれかのミラーが、ソースシステムまたはターゲッ
トシステムでダイナミックディスク上のストライプボリュームやスパンボリュームなどのボリュームを使
用している場合、それらの DataKeeper ボリュームリソースをストレージに使用する iSCSI Target の役割
は作成できません。
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3.6.2.11.3.ミラミラーー作成中に作成中にWindows Server
2012のデフォルト情報が表示されないのデフォルト情報が表示されない

マルチタマルチターーゲットでのミラゲットでのミラーーの作成の作成

最初の問題は、マルチターゲット構成でのミラー作成中に生じるものです。最後のステップで、ユーザー
は2次関係情報の入力を求められます。以前のバージョンのOSでは、デフォルトの送信元IPが [Additional
Information Needed] ダイアログで提供されていました。しかしWindows Server 2012では、このデフォ
ルトのIPが提供されていないにもかかわらず、正しいIPアドレスを選択する必要があります。IPアドレス
を選択せずに [OK] をクリックした場合もミラーは作成されますが、重要な関係情報は表示されません。

共有ボリュ共有ボリューームを使用したミラムを使用したミラーーの作成の作成

もう1つの問題は、共有ボリュームでミラーを作成する際の [Shared Volumes] ダイアログボックスで
す。以前のOSバージョンではデフォルトの送信元IPがこの画面に表示されていました。しかしWindows
Server 2012では、このダイアログには [No Valid IP Selection Found] と表示されるにもかかわらず、正
しい送信元IPを選択する必要があります。
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3.6.2.11.4. Windows Server 2012 NIC チチーーミミ
ングの問題ングの問題
Windows Server 2012 の NIC チチーーミングミング 機能を使用している場合、Windows 2012 では、1 つのアダプ
タの MAC アドレスしかライセンスの対象として報告されません。基となるアダプタが多数ある場合、
MAC アドレスは任意に変わるため、Windows で、許可されていないアダプタのいずれかが選択されるこ
とがあります。

この問題を解決するには、仮想チームアダプタの MAC アドレスアドレス プロパティを設定します。このプロパテ
ィは、 アダプタのプロパティアダプタのプロパティ の [詳細設定詳細設定] タブを使用して変更できます (下図を参照)。
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3.6.2.12. Windows Server 2016 に固有の問題に固有の問題
Windows Server 2016 に関する問題については、以下のトピックを参照してください。

________________________________________________________________

偶発的なジョブ作成の失敗
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3.6.2.12.1.偶偶発発的なジョブ作成の失敗的なジョブ作成の失敗

説説明明

Windows 2016 システムでは、新規ジョブの作成が時折失敗することがあります。失敗した場合は再度作
成しなおしてください。

SIOS TECHNOLOGY CORP. SIOS DK Standard LIVE - 8.9.0_ja

ページ 296 / 310



3.6.3.制限事項制限事項
以下は DataKeeper に関連する制限事項です。回避策や解決策についても記載しています。

__________________________________________________________________________________________________________________

Bitlocker は DataKeeper をサポートしない

CHANGEMIRRORENDPOINTS

CHKDSK

DataKeeper ボリュームのサイズ変更の制限

ビットマップ用ディレクトリは再配置の前に作成する必要がある

同一ジョブ内で IP アドレスの重複は認められない

同期レプリケーションによる集中 I-O

リソースタグ名の制限

ワークグループクラスター上の SQL FCI
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3.6.3.1. Bitlocker はは DataKeeper をサポをサポーートしトし
ていないていない
Microsoft によると、BitLocker のソフトウェア RAID 設定での動作はサポートされていません。
DataKeeper は本質的にソフトウェア RAID 1 であるため、Bitlocker を DataKeeper とともに使用するこ
とはできません。

注記注記: EFS (Encrypting File System)とTDE (Transparent Disk Encryption)は、DataKeeperと互換性がある
ので、暗号化されたデータに使用することができます。これに加えて、両方ともDataKeeperによってネッ
トワークに送られるデータの暗号化も行います。

次の記事およびセクションで具体的な説明を参照できます。

technet.microsoft.com/en-us/library/ee449438#BKMK_R2disks
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3.6.3.2. CHANGEMIRRORENDPOINTS
説説明明

このコマンドを使用すると DataKeeper によって保護されているボリュームをネットワーク上の別の場所
に移動することができますが、3 ノード以下で設定されたミラーボリュームのエンドポイントの変更しか
サポートしません。

回避策回避策

4 ノード以上の設定では、ローカルサイトで最終的なエンドポイントのミラーを削除して再作成し、route
add を使用してミラーの作成と再同期を行ってから、サーバを最終的な位置/アドレス/DR サイトに移動す
る必要があります。
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3.6.3.3. CHKDSK
説説明明

SIOS DataKeeper で複製したボリュームで CHKDSK を実行する必要がある場合は、ミラーを 一時停止一時停止
してから CHKDSK を起動してください。 CHKDSK を実行後、ミラーを 再開再開 してください。部分再同期
が実行され ( CHKDSK による書き込みがアップデートされます)、レプリケーションが再開します。

注記注記: ビットマップファイル (非共有ボリューム用) は BitmapBaseDir により定義されるデフォルトの保存
場所の C ドライブに配置されます。 ソソーースス システムの C ドライブで CHKDSK を実行すると、アクティ
ブなビットマップファイルが原因でエラーが発生します。スイッチオーバを実行してソースをターゲット
にし、ビットマップファイルを非アクティブ化してください。その後、そのシステムを新しいターゲット
(元ソース) として、CHKDSK を実行できるようになります。
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3.6.3.4. DataKeeper ボリュボリューームのサイズムのサイズ変変更更
の制限事項の制限事項
DataKeeper ボリュームのサイズ変更手順を実行するのは、1 度に 1 つのボリュームだけにしてくださ
い。
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3.6.3.5.再配置の前にビットマップ用ディレク再配置の前にビットマップ用ディレク
トリを作成する必要があるトリを作成する必要がある
説説明明

ビットマップファイルをデフォルトの場所 ( %EXTMIRRBASE%\Bitmaps ) から移動する場合は、新しい
ディレクトリを作成してからレジストリで位置を変更し、システムを再起動する必要があります。
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3.6.3.6.同一ジョブ同一ジョブ内内でで IP アドレスの重複は認アドレスの重複は認
められないめられない
DataKeeper のジョブには、ジョブの一部としてすべてのミラーのエンドポイント情報が含まれます。こ
の情報には各ミラーエンドポイントのホスト名、IP アドレス、ドライブ文字が含まれます。

1 つのジョブの中で、1 つの IP アドレスを複数のノード上に重複させることはできません。1 つのジョブ
に 4 つのノードがある場合の例では、ノード「A」および「B」をプライベートネットワーク接続で構成し、ノ
ード「C」および「D」を別のプライベートネットワーク接続で構成することができます。しかし、それらのプ
ライベートネットワーク上の IP アドレスは各ノードごとに必ずユニークでなければなりません。仮にノー
ド A と B のレプリケーションで 192.168.0.1 と 192.168.0.2 を使用するとした場合、ノード C と D のレ
プリケーションにも 192.168.0.1 と 192.168.0.2 を使用することはできません。
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3.6.3.7.同期レプリケ同期レプリケーーションによる大量のションによる大量の I/O
説説明明

同期レプリケーションの性質 (ターゲットシステムからの応答を待機する間、ボリュームの書き込みをブロ
ックする) のため、ミラーボリュームに書き込みを行うアプリケーションの動作が停滞する場合がありま
す。この現象の頻度は、「システムリソース」に対する「ボリューム I/O トラフィック」の比率に大きく依存
しています。ボリュームに対して継続的かつ大量の I/O トラフィックが予想される場合や SIOS
DataKeeper を低帯域ネットワークで使用する場合には、非同期レプリケーションを使用してください。
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3.6.3.8.ワワーークグルクグルーープクラスタプクラスターー上の上の SQL
FCI
Microsoft によると、SQL Server failover cluster インスタンス (FCI) では、クラスターノードをドメイン
参加させる必要があります。この制約により、SIOS DataKeeper Standard Edition は、ワークグループ環
境でMicrosoft SQL Server Failover Cluster インスタンスを保護するために使用することができません。
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4.リソリソーースタグ名の制限スタグ名の制限

タグ名の長さタグ名の長さ

SIOS Protection Suite DataKeeper 内のすべてのタグは、256 文字以内にする必要があります。

有有効効な「特殊」文字な「特殊」文字

- _ . /

タグの最初の文字に「.」および「/」を使用することはできません。

無無効効な文字な文字

+ ; : ! @ # $ * = 「スペース」
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5.スプリットブレインリカバリスプリットブレインリカバリ
システムのコミュニケーションパスが復旧した後にボリュームがスプリットブレイン状態にあることが検
出された場合、以下の スプリットブレインリカバリスプリットブレインリカバリ 手順を実行する必要があります。

注記注記: 複数のボリュームが異なるリソース階層で検出された場合は、それぞれのボリュームでスプリットブ
レインリカバリ手順を実行する必要があります。スプリットブレイン状態のボリュームが同じ階層にある
場合は、リカバリが同時に実行されます。

1. ソースにするシステムの下のボリュームインスタンスアイコンを右クリックします。 リソリソーースコンスコン
テキストテキスト メニューが表示されます。一番左のパネルの リソリソーース階層ス階層 リストのボリュームインスタン
スアイコンを右クリックすることもできます。メニューから [スプリットブレインリカバリスプリットブレインリカバリ] を選択
すると、ミラーソースとするサーバを選択するよう求められます。

2. メニューから [スプリットブレインリカバリスプリットブレインリカバリ] を選択します。

3. 以下の警告メッセージが表示されます。 [続続行行] ボタンをクリックすると、スプリットブレインリカ
バリプロセスが完了します。
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4. [完了完了] をクリックします。

5. リカバリが完了すると、復旧したリソースは GUI に以下のように表示されます。ミラーが再同期す
ると、スプリットブレインリカバリプロセスは完了します。
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6. WSFC でミラでミラーーを手動で作成するを手動で作成する

ミラーが 使用可能記憶域 として表示されて いないいない （=高可用性に対応していない） 場合は、 管理者特管理者特権権
でのコマンドでのコマンド プロンプトプロンプト (ソースシステム上）で、以下の 3つの手順つの手順 を実行してください。

1. cd %extmirrbase% （DataKeeper Directoryへのショートカット）

2. emcmd . registerclustervolume（ドライブレター）

3. “Status = 0“ が出力されます

上記手順が完了したら、フェールオーバー クラスター マネージャー\記憶域\ディスク に 戻ります。 ミラ
ーが “使用可能記憶域” としてリストされます。

次に、 空の役割の作成空の役割の作成 を行います。

1. フェールオーバー クラスター マネージャーを 起動します。起動します。

2. [役割] を右クリックしてを右クリックして 、 “空の役割の作成” を選択します。

- “新しい役割” というデフォルトの役割が作成されます。

3. “新しい役割” の名前を “DataKeeper Service” に 変変更します。更します。

4. 記憶域\ディスク…使用可能記憶域 に 戻戻ります。ります。

5. [ボリューム/使用可能記憶域] > [その他のアクション] > [別の役割に割り当て…] を 右クリックして右クリックして
選選択択します。します。

6. ステップ3またはこのインスタンスで作成した役割「DataKeeper Service」を 選選択択します。します。

注意注意: 作成した役割にDataKeeperミラーが割り当てられ、DataKeeperボリュームが高可用性に対応しまし
た。

これは、以下の手順で確認できます。

1. 役割/DataKeeper Service\移動\ノードの選択 を 右クリックして選右クリックして選択択します。します。

2. クラスター内の任意のサーバー/ノードを 選選択択しし OKをクリックします。

再度役割の移動を実行し、役割と関連するリソース/DataKeeperが正常にスイッチバックすることを確認
してください。

空の役割を作成する 前に前にフェールオーバー クラスター マネージャー\記憶域\ディスク に
て、ミラーボリューム が 使用可能記憶域使用可能記憶域として表示されていることを 確認確認してくださ
い。

!
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